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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ピシッ──

　クリスタルに亀裂の入る乾いた音が、〈魔王の墳墓ピラミツド〉に響きわたった。

　虚空に浮かぶ巨大な〈精霊鉱石〉のクリスタルは、魔王スライマンの唯一の契約精霊にして、この〈魔王都市〉の女王である、精霊イリスを封じていたものだ。

　亀裂からは虹色の聖光が溢あふれだし、玄げん室しつを眩まばゆく照らしている。

　乱反射を繰り返すクリスタルの中で、精霊イリスは絶望の吐息を洩もらした。

（わたくしの、千年にわたる守護者の務めも、これまでのようですね……）

〈魔王の棺〉を狙う侵入者は、自身の命と引き換えに、恐るべき兵器を使用し、この〈魔王の墳墓〉の強固な結界を崩壊させることに成功したのだ。

　もはや、彼女の力のみでは、〈棺〉の封印を維持することは不可能だ。それはすなわち、魔王スライマンが最後の力を使って封印した存在が、この世界に再び蘇よみがえってしまうことを意味していた。

　ピシッ、ピシピシッ、ピシッ──

　無数の細かな亀裂がクリスタルの表面を覆い尽くし、イリスの姿を完全に呑のみ込む。

　そして──

　リィィィィィィィィィン──

　と、澄んだ音色をたて、クリスタルは粉々に砕け散った。

　溢あふれだした光の奔流が、玄げん室しつの暗闇を一瞬で塗り潰し、透き通った細かな精霊鉱石の欠片かけらが、雪のように宙を舞う。

　それは、まるで世界を終末を想起させるような、凄せい絶ぜつなまでに美しい光景だった。

　と──

　その光の中から、一人の少女が姿を現した。

　氷ひよう蒼そうの瞳を持つ、輝く黄金色の髪の少女が。
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「……っ、どこまでもしつこい精霊ね！」

「おそらく、私たちの〈神威カムイ〉の気配を嗅ぎつけているのだろうな──」

　魔王都市の路地を風のように駆けながら、エリスは苦々しく呟つぶやいた。

　背後からは〈聖霊騎士団〉の放った精霊が追ってきている。特務兵エイラ・シダールの群体精霊〈シェイドウルフ〉だ。完全な自律タイプの精霊で、逃走を続けるクレアとエリスの影を執しつ拗ように付け狙う。

　数分ほど前。二人は〈魔王都市〉の交易広場で〈聖霊騎士団〉と遭遇した。ルミナリスは姿を消した〈火の精霊王〉の化身を捜していたのだが、クレアたちは偶然、その〈火の精霊王〉と行動を共にしていたのである。

「あたしたちがここに来ていることを、〈聖国〉に気付かれてしまったわね」

「ああ、早くカミトたちと合流して、ここを離れたほうがよさそうだ──！」

　振り向きざま、エリスは〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るった。

　槍やりの穂先より生まれた風刃が、追ってきた影の猟犬を真っ二つに両断する。

　だが、斬られた猟犬は音もなく地面に溶け込み、再び別の建物の陰から姿を現した。

「これじゃ、キリがないわよ！」

「追跡任務に特化した群体精霊、なかなか厄介だな……」

「〈浮遊島ラグナ・イース〉の決勝戦でも、あの猟犬に追いたてられたわ。よくよく縁があるものね」

　頭上から襲い来る猟犬を、今度はクレアが〈炎の[image: ]フレイムタン〉で打ち据える。

　空気の裂ける音がして、猟犬は一瞬にして燃え尽きた。

（……相手の思うように追い込まれてるわね、マズイわ）

　消し炭にした影に一いち瞥べつすらくれず、クレアは冷静に思案する。路地から出た先にはおそらく、先回りしたルミナリス麾き下かの騎士たちが待ち伏せているはずだ。

　今のクレアたちなら、ルミナリスや軍属の精霊騎士を相手にしても、ひけをとることはないだろう。しかし、あの数を相手にするとなると、さすがに厳しい。

（といって、エリスの風魔術で飛ぶわけにもいかないし──）

　それこそ、敵の思うつぼだ。〈聖霊騎士団〉には、専門の狙撃手が何人か所属している。こちらが姿を現した瞬間に撃ち落とされるだろう。

「まったく、こんなときに、カミトってばどこへ行ったのよ！」

「カミトのことだ。まさか、聖国に捕まるようなへまはしていないと思うが──」

「こっちだ、回り込んで押さえろ！」

　ルミナリスの号令が、路地にこだました。

　前方から複数の足音が迫ってくる。

「挟み撃ちにされるわ。どうする？」

「正面突破するしかない、か……！」

　覚悟を決め、立ち止まって〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を構えた、その時だ。

　すさまじい轟ごう音おんが鳴り響き、地面が激しく揺れた。

「……っ、な、なに!?」

「地面が、割れる!?」

　石造りの建物に亀裂が入り、大きな地響きをたてて倒壊する。

〈聖霊騎士団〉の攻撃ではない。前方に姿を現したルミナリスたちもまた、クレアたちと同様に混乱している様子が見てとれた。

「──クレア、飛ぶぞ！」

「わかったわ！」

　短く頷うなずくと、クレアはエリスの腕を掴つかんだ。この隙に、敵の狙撃手の目をかいくぐろうというのだろう。大胆だが的確な判断だ。
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　エリスがもう片方の腕で〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振りかざすと、激しい風が渦巻き、二人は建物の屋根を越えて上空へ一気に飛ひ翔しようした。

　狙撃手の放った聖光の矢が雨のように降りそそぐ。だが、混乱による一瞬の判断の遅れは、手痛いミスだった。エリスは空中で素す早ばやく旋回し、矢の雨を華麗に回避する。

「消し炭になりなさいっ！」

　お返しとばかりに放ったクレアの〈火炎球フアイアボール〉が、建物の陰に潜んでいた狙撃手を吹き飛ばした。

「ひとまず、フィアナたちの待機している宿まで逃げましょう──」

「そうだな。それにしても、先ほどの地震は一体……？」

　袖口で額の汗を拭きつつ、エリスは眼下の〈魔王都市〉を見下ろした。

　広範囲に生じた地割れは、街路樹や建物を呑のみ込み、更に大きくなっているようだ。

「ただの地震じゃないわね──」

「ああ。そもそも、地震は地精霊の怒りによって引き起こされる現象だ。精霊に見放されたこの〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉で、地震が起きるはずが──」

「エリス、見て！　地割れの中になにかいるわ！」

「……なに？」

　クレアの指差した場所へ、エリスは目を向けた。

　巨大な地割れの奥。深い闇の中で、なにか巨大な影が這はい出てこようとしている。

「まさか、精霊だと……？」

「……一体、なにが起きてるっていうのよ!?」





　　　　◇






「一体、なにが起きたんだ……？」

　闇に覆われた見知らぬ空間で、カミトは目を覚ました。

　頭がズキズキと疼うずく。

　どれほどのあいだ、意識を失っていたのか──

「……ていうか、どこだここ？」

　痛むこめかみを押さえつつ、周囲を見回す。

　古びた銀の燭しよく台だいに小さな火が灯ともり、あたりをぼんやりと照らしている。

　苔こけむした石畳の地面。倒れた石柱。

　壁の壁画はほぼ剥はがれ、無惨な様を晒さらしていた。

　おそらくは、朽ち果てた古代の祭殿なのだろう。カミトはなんとなく、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦の舞台となった、廃都〈メギドア〉の遺跡群を思い出した。

（まて、なんでこんな場所に……!?）

　カミトはますます混乱した。

　意識を失う直前の記憶が、ぷつりと途切れている。

（──たしか、俺は〈魔王の墳墓ピラミツド〉の地下で、ルーリエと戦っていたはずだ）

〈魔王の棺〉を狙って送り込まれた〈聖国〉の刺客。十五年前の〈精霊剣舞祭〉の優勝者、ルーリエ・リザルディアとの激しい剣舞の末、カミトは彼女に勝利した。

　だが、彼女は奥の手を隠し持っていた。

　自身の心臓に仕込んだ〈霊爆〉──精霊の力を利用した大規模破壊兵器を起爆し、結界に守られた〈魔王の墳墓〉を吹き飛ばそうとしたのだ。

　戦争を憎悪し、〈精霊王〉にその根絶を願った彼女は──

　皮肉にも、ランバール戦争で生み出された、最悪の兵器を使用したのだった。

（……ここまでは覚えてる。途絶えているのは、そのあとの記憶だ──）

　あの時、爆心地の直近にいた自分は、一体どうなったのか──

「まさか……」

　そこで、カミトはある恐ろしい想像に思い至り、冷や汗をぬぐう。

　大きなものになれば、街を吹き飛ばすほどの威力を誇る、大規模破壊兵器──〈霊爆〉。

　そんなものを間近で身に受けて、はたして無事で済むだろうか……？

　エストの〈鋼の加護〉をあてにして、これまでさんざん無む茶ちやをしてきたカミトだが、それはさすがに無茶が過ぎるだろう。

（つーか、木こっ端ぱ微み塵じんだよな、普通に考えて……）

　──ということは、である。

　今、カミトがここに存在していることを説明する、論理的帰結は──

「……俺、死んで〈ヴァルハラ〉にでもいるのか？」

　妙に冷静な心持ちで、カミトはそう結論付けた。

〈ヴァルハラ〉──死者の魂の行き着く場所。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のどこかに存在すると云いわれる理想郷だ。もっとも、〈神儀院〉がそう教えているだけで、本当にあるのかどうかは誰にもわからない。

　理想郷にしては、ずいぶん殺風景な場所に思えるが。

（……いやいや、落ち着いている場合じゃないぞ！）

　カミトはあわてて立ち上がろうとして──

　……ふと、気付く。

　真っ黒な石畳の地面に触れた、自身の右手。

　手の甲の〈精霊刻印〉が、微かすかに輝いている。

　もし、カミトが死んで、黄泉の国にいるのだとしたら──

　エストとの精霊契約は解除され、〈精霊刻印〉も消滅しているはずである。

　ハッとして、カミトは左手の革手袋を外した。

　交差した剣と月の紋章──レスティアの〈精霊刻印〉も顕けん在ざいだ。

（そうだ、あの二人は!?）

　両手の〈精霊刻印〉に〈神威カムイ〉を込め、双剣の精霊に呼びかける。

　……だが、反応は返ってこない。〈精霊刻印〉が顕在であるということは、リンクが途切れているわけでもないはずだが──

「安心したまえ。ここでの時間は〈人間界〉と切り離されている」

「……っ!?」

　と、どこかで聞き覚えのある声と共に──

　ひとりの男が、カミトの前に忽こつ然ぜんと姿を現した。

「……っ、あんたは……？」

　カミトは喉の奥でうめいた。

　砂漠の商人のような衣装に身を包んだ、若い男。

　この〈魔王都市〉で出会ったゾハールの商人、サフィアーンだ。

「どういうことだ？　どうして、あんたがここにいる──」

　カミトは立ち上がり、目の前の男を鋭く睨にらんだ。砂漠で船が難破し、この〈魔王都市〉に流れ着いてしまった哀れな商人だと言うが、そんなはずもあるまい。

　……一体、何者なのか？

「そう警戒するものじゃない。恩を着せるわけじゃないが、これでも君の命の恩人だ」

「あんたが？」

　カミトはうろんな目で、サフィアーンを見つめた。

「……ここはどこだ？　〈魔王の墳墓ピラミツド〉の中じゃないのか？」

「ここは〈人間界〉でも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもない場所──次元の狭間はざまだ」

「次元の狭間？」

「〈精霊戦争〉の結果、もともと一つだった世界は〈人間界〉と〈元素精霊界〉に分かたれた。そのとき、偶然にできた次元の裂け目。そのひとつがこの場所だ」

「……〈魔王の墳墓〉とは別の空間ってことか」

「理解が早いな、さすがは魔王の後継者。それとも、イリスに聞いたか？」

「この〈魔王都市〉そのものが、あの〈魔王の墳墓ピラミツド〉の力で次元の狭間はざまに固定された、〈魔王〉の記憶の残ざん滓しだと聞いた。正直、ぜんぶ理解できてるわけじゃないが、魔王都市のある場所以外にも、次元の狭間ってのは存在するんだろ？」

「そうだ。そしてこの空間は、私が自由に使えるごく小さな裂け目というわけだ」

　サフィアーンは、ささやかな私室を自慢するように両手を広げてみせた。

「あまり趣味のいい空間とは言えないな。この廃はい墟きよはなんだ？」

「もとは妖精種族エルフの遺跡のあった場所らしい。遺跡のほとんどは、〈精霊戦争〉で破壊されてしまったがね」

　……どうりで、〈浮遊島ラグナ・イース〉の遺跡と印象が似ているわけだ。

「とりあえず、礼は言っておく。あんたが俺を助けてくれたことは、間違いないようだ」

「間に合ってよかった。あと少し遅ければ、君は木こっ端ぱ微み塵じんだった」

「だろうな──」

　カミトは小さく呟つぶやくと、

「エストとレスティアはどうなった？　あの二人もここに？」

「いや、転移させたのは君だけだ。咄とつ嗟さのことだったのでね。だが、あの精霊たちのことなら心配ないだろう。なにしろ、伝説の〈聖剣〉と魔王の〈魔剣〉だ」

「エストとレスティアのことまで知ってるんだな──」

　カミトが言葉を返すと、サフィアーンは肩をすくめて苦笑した。

「サフィアーン、あんた本当は何者だ？　この期に及んで、まだただの商人だと言い張るつもりじゃないだろうな？」

「おや、イリスに会ったということは、私の正体にも気付いていると思ったがね」

「まあ、だいたい予想はついてるけどな──」

　カミトは懐から金貨を一枚取り出し、親指で軽く弾はじいた。

「あんたに両替してもらった、〈魔王都市〉の金貨だ。刻印されてる顔が誰かに似てるなと思ったんだが……よく見れば、あんたそっくりだ」

「ふむ、それで？」

「貨幣の中で、最も価値の高い金貨に刻まれるのは、都市の支配者の顔だ。そして、〈魔王都市〉の支配者は──」

「なるほど、ね」

「──あんたが、魔王スライマンだな？」

「……」

　サフィアーンは答えず、ただニヤリと笑った。

　それを無言の肯定と受け取り、カミトは言葉を続ける。

「確信したのは、たった今だけどな。〈玄げん室しつ〉で、千年前にあった出来事を見せられた。〈魔王〉の姿はぼかされてたが、少なくとも、伝説に語られているような怪物の姿じゃなかったはずだ」

「──そうか。イリスは、君にすべてを見せたのか」

「ああ。英雄と呼ばれたあんたが、〈魔王〉なんてもんに堕おちるまでを、な」

　カミトは、目の前の男の姿を睨にらむように見つめた。

　この男こそ、かつて、古代王国の英雄と呼ばれた男──

　大陸に未み曾ぞ有うの恐怖と混乱をもたらした、悪逆の魔王スライマン。

「半分は正解だな」

「半分？」

　カミトは訝いぶかしむように、眉を顰ひそめた。

「私は、伝説に残るあの〈魔王〉とは別の存在。スライマン・イェルシオンという人間の末期の悔かい恨こんが生み出した、いわば残留思念のようなものだ。〈魔王〉であった頃の力は完全に失われ、こうして次元の狭間はざまをさまようことしかできない哀れな存在さ」

　そう言って、青年の姿をした魔王は自嘲するように笑った。

　……なるほど。この男もまた、精霊イリスの語っていた、記憶の残ざん滓し。

　魔王都市の住人たちと同じ、泡沫うたかたの存在ということか。

　彼が〈魔王〉と呼ばれるようになる前、人間の英雄であった頃の──

（……それにしても、語られてる魔王の伝説と、あまりに印象が違いすぎるだろ）

　カミトは胸中で唸うなった。

　こうしてみると、ただの爽やかな青年だ。

　こっちは同じ男の精霊使いというだけで、夜の魔王だのなんだのといった、悪名の風評被害を被っているというのに。

「それで、あんたの役割はなんなんだ？」

「役割とは？」

　カミトの問いかけに、彼はとぼけたように首をひねる。

「精霊イリスは、〈魔王の棺〉の封印を護まもる守護者なんだよな。あんたにも、何か役割があるんじゃないのか？」

「……そうだね。彼女がここの守護者だとすれば、私は〈魔王都市〉の管理者だ。次元のほころびを修復したり、まれにおとずれてしまう、招かれざる旅人を〈人間界〉に送りかえしたりと、役目といえば、まあ、そんなところだな」

「案外、たいしたことはしてないんだな」

「言っただろう。この私に、かつての〈魔王〉のような力は残されていないんだ」

　サフィアーン──魔王スライマンは、小さく苦笑した。

「しかし、そんな私の役目も、もう終わりだな」

「……どういうことだ？」

「この〈魔王都市〉は、じきに消滅する」

「なんだって!?」

　カミトは絶句した。

　ルーリエの使った〈霊爆〉の破壊規模は、それほどのものだったのか……？

（いや、あの〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉は、心臓に仕込めるほどの大きさだったはず──）

　さすがに、都市そのものを吹き飛ばすほどの威力はないはずだ。

「この都市を次元の狭間はざまに固定しているのは、魔術装置である〈魔王の墳墓ピラミツド〉の力によるものだ。それが損傷すれば、この都が崩壊するのも道理だろう。もともと不安定な空間に生み出された、砂上の楼ろう閣かくだったんだよ、この都は」

「それじゃあ、彼女は──」

〈魔王の墳墓〉の守護者である、精霊イリスはどうなってしまうのか──

　そんなカミトの胸中を察したのか、スライマンは首を振った。

「彼女は、〈魔王の墳墓〉と不可分な存在だ。ここが崩壊すれば当然、消滅する。この私と同じようにね」

　意外にも、その声に、悲嘆するような響きはなかった。

　彼は、いつかこの日がくることを、覚悟していたのだろうか──

「イリスが力を失えば、〈魔王の棺〉の封印も解かれる。君の戦ったあの女は、それを見越して、あそこで〈霊爆〉を使ったのだろうね」

「……〈魔王の棺〉には、一体なにが封印されているんだ？」

　と、カミトは訊きく。

　レスティアに聞いた〈魔王教団〉の伝承では、棺には魔王の骸むくろが眠り、それを手にした者は、偉大な力を手にすることができるという。

　だが──

『何も知らないのですね──』

　と、ルーリエ・リザルディアはそう言った。

　棺に眠るのは、魔王の力などではなく──

〈聖国〉にとっての聖遺物であると。

　スライマンは、静かに首を振った。

「──〈魔王の棺〉。そんなものは、そもそも存在しないんだ」

「……え？」

　カミトは思わず、目を見開く。

「そんなものは、〈魔王教団〉の連中が流布した噂うわさにすぎない」

「じゃあ……それじゃあ一体、精霊イリスはここで何を守っていたんだ？」

　カミトは唖あ然ぜんとして言った。

「君は、もうそれを見ているよ」

「なんだって？」

「精霊イリス──彼女を封印していた、あの〈精霊鉱石〉のクリスタルこそ、彼女が千年ものあいだ、護まもり続けていたものだ」

「……あのクリスタルが!?」

　虹色の輝きを放つ、巨大なクリスタル。

　あれが、精霊イリスの守り続けてきたもの──

　その時。燭しよく台だいの火がふっと消えた。




　風は吹いていない。ここに風はない。

　スライマンはふと真面目な表情になり、真っ暗な虚無の空間を見上げた。

「……彼女が、目覚めたようだな」

「彼女？」

「──ああ。封印されし〈聖女〉がね」





　　　　◇






「なにが起きていますの？」

「私にもさっぱりよ、きゃあっ！」

　地面が大きく揺れた。突然、目の前に出現した地面の裂け目を、フィアナを抱えたゲオルギウスはジャンプで跳び越える。

　ガシャン、と重い金属音が鳴り響き、騎士精霊は無事着地した。

「王女殿下、大丈夫でして？」

　先行するリンスレットが、フェンリルの背の上で振り返る。

「ええ、ちょっと舌を噛かんでしまったけれど」

　フィアナは顔をしかめ、赤くなった舌をぺろっとだした。

「ひとまず、都市の外に向かいますわ。ここは建物が密集していて危険ですもの」

「クレアたちは？　それに、カミト君もまだ見つからないわ」

「あの三人でしたら、大丈夫ですわ。まずは王女殿下の身の安全を」

　リンスレットの言葉に、フィアナは唇を小さく噛みしめる。

　彼女は今や、オルデシア帝国の反皇帝派の象徴だ。

　万が一にでも、ここで命を落とすわけにはいかなかった。

「……わかったわ。ゲオルギウス、城門の外まで走って！」

〈イエス、マスター！〉

　虚うつろな声で返答すると、騎士精霊は石畳の地面を踏み砕きながら走りだす。

「行きますわよ、フェンリル！」

「うぉんっ！」

　通りを駆ける二人の姿を気にとめる者は、誰もいなかった。都市の崩壊が始まると同時に、〈魔王都市〉の住人たちもまた、光の粒子となって消滅してしまったのだ。

（……〈ピラミッド〉が、消えていくわ）

　騎士精霊の腕の中で、フィアナはその光景を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　かつて、〈魔王〉の宮殿のあった場所にそびえ立っていた、その巨大建造物は、都市のどの場所からでも見ることができる。

　それは、まるで虚空に溶けるように、光の粒子となって消えてゆく。

　あの〈ピラミッド〉の消滅と、突然始まったこの地震は、何か関係があるのだろうか？

　激しく揺れる地震の中──

　ゲオルギウスとフェンリルは、隆起する地面を強引に跳び越える。

　と、フェンリルが突然立ち止まり、

「王女殿下、お止まりになって！」

　リンスレットが叫んだ。

「どうしたの？」

「なにか、出てきますわ！」

「……っ!?」

　ぐるる、とフェンリルが警戒のうなり声を上げる。

　と、次の瞬間。

　轟ごう音おんが鳴り響き、目の前の地面が大きく割れた。

　大量の土煙が舞い上がり、地の底より、なにか巨大なものの影が姿を現す。

　オオオオオオオオオオオオオオオオッ！

「な、なんですの!?」

　ゾッとするような恐ろしい咆ほう哮こうが、大気を震わせた。

　地面の亀裂から現れたのは、一頭の獣だった。

　途と轍てつもなく大きな獣。燃え盛る爪と牙を備えた、双頭の獅し子しだ。

「まさか、精霊……？」

　フィアナは薄闇色の眼めを見開いた。

　しかも、かなり高位の精霊だ。〈精霊の森〉の奥深く、いや、それどころか〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもそう滅めつ多たにお目にかかることのできない、〈魔神級〉の精霊──

「どうして、こんな場所に精霊が!?」

「わ、わたくしに聞かれても……って、まだ出てくるんですの!?」

　リンスレットの顔が引ひき攣つった。

　獅子の精霊に続いて現れたのは、凍いて付つく氷の刃で身を鎧よろった、巨人型の精霊だ。

　その全長は、周囲の建物などより、はるかに大きい。びっしりと氷の刃の生えたその腕は、石造りの家も簡単に壊してしまいそうである。

「信じられませんわ……」

「本当に、何が起きているのよ……！」

　突如、地の底より出現した大型精霊を前に、二人は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない。

　ゆっくりと、地上へ這はい出てきた二体の精霊は、睨にらみ合うようにして対たい峙じした。

　ヴォオオオオオオオオオオオオオオッ！

　そして、同時に咆哮すると──

　なんと、激しい殴り合いをはじめたのである。

「……っ、ちょ、ちょっと、冗談じゃないわよ!?」

　飛んできた瓦が礫れきの塊を、ゲオルギウスが大剣で斬り払う。

　拳と爪の衝突した衝撃で、地面の石畳がたわみ、めくれあがった。

「この道はだめですわね、迂う回かいしましょう」

「そ、そうね──」

　争いを続ける精霊に気付かれぬよう、静かにその場を離れようとする。

　と、その時。

「……れ、か……けて！」

　かすかに聞こえた悲鳴に、二人は顔を見合わせた。

「今の、聞こえた？」

「ええ、悲鳴……でしたわね」

　頷うなずくリンスレット。

　この都市の住人たちは、すでに消えてしまったはずだ。

　では、今の声は一体──？

　うぉんうぉんっ、とフェンリルが吠ほえた。

「どうしたの？」

「あちらで、人のにおいがするそうですわ！」

　リンスレットはあわててフェンリルを走らせた。

　地響きの中、崩れた瓦が礫れきの山の前で、フェンリルは足を止める。

「誰かいますのっ？」

　鳴り響く轟ごう音おんの中、リンスレットは大声で呼びかけた。

　しかし、返事はないようだ。

「ゲオルギウス、掘り起こして！」

　フィアナが命令すると、騎士精霊が大きな瓦礫を軽々とどかしはじめた。

　と、ひときわ大きな石を取り除いたところで──

「待って、誰かいるわ！」

　フィアナが声をあげる。

「……う……ううっ……う……」

　灰色の外がい套とうに身を包んだ一人の少女が、瓦礫に足を挟まれ、うめき声を上げていた。

「だ、大丈夫ですの!?」

「動かないで。いま傷を癒いやすわ」

　フィアナは駆け寄って、ゲオルギウスに周囲の瓦礫をどけさせた。素す早ばやく〈治癒〉の精霊魔術を唱えると、少女の足の傷がみるみるうちに消えていく。

「……あ、ありがとう……ございます……」

　苦痛に表情を歪ゆがめながらも、礼を言う少女。

　精霊魔術で傷は癒えても、痛みをすぐになくすことはできないのだ。

「その足では、歩けないわね。ゲオルギウスに抱えてもらいましょう」

「あの、あなたたちは……？」

「わたくしは、ローレンフロストのリンスレットですわ」

「ローレン……？」

　少女は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　と──

　ズウウウウウウウウウウウウンッ──！

　近くで、ひときわ大きな地響きが聞こえ、そばの建物が崩れ落ちた。

　舞い上がる土煙に、フィアナたちは激しく咳せき込こむ。

「話はあとよ。今はここから離れましょう」

「は、はい──」

　頷うなずいた少女が、ゲオルギウスの腕に抱え上げられる。

　その時、ふとフィアナは、彼女が大事そうに抱えているものに気が付いた。

〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉でタイトルの書かれた、一冊の本だ。

「その本──」

　それがただの本でないことを、姫ひめ巫み女この才を持つフィアナはすぐに看破した。

　異様な気配を放つそれは、本の姿をした〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉だ。

　つまり、この少女は精霊使い──

「……まさか、サラディア王女!?」

「えっ!?」

　フィアナが口にしたその名前に、リンスレットが驚きの声をあげる。

　少女はハッと目を見開き、口をつぐんだ。

　よく見れば──

　その顔立ちはどことなく、姉のシェーラ・カーンを彷ほう彿ふつとさせる。

「い、いえ、私は……」

　と、あわててフードで顔を隠し、否定しようとする彼女。

　だが、そんな彼女の手をとり、フィアナは自身の名を名乗った。

「私は〈オルデシア〉の第二王女、フィアナ・レイ・オルデシア──」

「第二……王女……？」

「あなたをお迎えに上がりました、サラディア王女殿下」

　少女の真紅の瞳が、大きく見開かれた。
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「……聖女、だと？」

　次元の裂け目に、カミトの声が響きわたった。

　彼がなにを言っているのか、まるで理解できなかった。

「……聖女ってのは、まるであの〈聖女アレイシア〉のことか？」

「そうだ」

　念を押すように訊きくカミトに、スライマンは頷うなずく。

「千年前に失われた〈聖女〉の魂こそが、〈魔王の棺〉に眠るものの正体だ」

「……どういうことだ？」

〈魔王の棺〉に封印されているものは、〈魔王〉の亡なき骸がらだと聞かされていた。

　いや、カミトはそもそも、そんなものさえ存在しないと思っていた。

〈魔王教団〉の信仰心を強めるための、伝説にすぎないと──

　しかし、この男は、そこにあの〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉が封印されているという。

「面白くもない冗談だ」

　カミトは首を横に振った。

「聖女アレイシアは、〈魔王〉を討ち滅ぼしたあと、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の呪いを受けて石になったはずだろ」

　カミトは以前、エストと夢を共有したことがある。

　その夢の中で、カミトはアレイシア・イドリースの最後を見たのだ。

　聖剣の呪いによって全身が石に変化し、砕け散ったその光景を──

「そう、たしかに聖女の肉体は石となり、粉々に砕け散った」

　あっさりと認めて、スライマンは首肯した。

　だが、と彼は言葉を続ける。

「聖女の〈神威カムイ〉を帯びたその石は、この世で最も純度の高い〈精霊鉱石〉となり、再び集まってひとつの結晶となったのだ。聖女の魂を閉じ込めたままに、ね」

「……っ、まさか──」

　カミトはハッと目を見開く。

「そう、あの〈クリスタル〉こそ聖女アレイシアが結晶となったものだ」

　スライマンは静かな口調で、そう告げた。

「なっ……！」

　精霊イリスの姿を投影していた、巨大な〈精霊鉱石〉のクリスタル。

（……あのクリスタルそのものが、〈聖女〉の結晶だと？）

　唖あ然ぜんとするカミトを前に──

　彼は更に驚くべきことを言った。

「彼女はまだ生きている。クリスタルに封印されたまま、眠っているにすぎない」

「なん、だと……？」

　カミトは唖然とした。

　……とても、信じられるような話ではない。

　いや、普段であれば一笑に付すような、まるで荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　だが、いまカミトにそれを告げたのは──

　記憶の残ざん滓しとはいえ、伝説の〈魔王〉スライマンその人なのだ。

　そして、あの巨大な〈精霊鉱石〉のクリスタルは、確かに存在していた。

「あんたの話が本当だとして──」

　と、カミトは大きく息を吐き、口を開く。

「あんたたちはどうして、そんなものを守っているんだ？」

　すると──

「──では、逆に訊きこう。そもそも、〈聖女〉とはなんだ？」

〈魔王〉はそう訊き返してきた。

「なんだよ、急に？」

「答えたまえ」

　スライマンは、カミトの目をじっと見据えて言った。

「〈聖女〉は魔王の天敵。魔王を討つために、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉が生み出した存在だ」

　と、カミトは肩をすくめて答える。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦で剣を交えたとき、ルビアはそう語った。

〈聖女〉とは、魔王の覚醒に呼応して生まれる対抗存在アンチ・ユニツトなのだと。

「ご名答だ。さすがは私の後継者」

「馬鹿にしてるのか？」

　カミトは〈魔王〉を半眼で睨にらむ。

「そう、〈精霊王〉は、彼女に精霊使いとしての絶大な力を分け与えた。だが、聖王アレクサンドロス──〈五大精霊王〉の盟主である彼かの王は、力だけでなく、自身の存在の一部、魂とでも云いうべきものを、アレイシア・イドリースの中に埋め込んだんだ」

「……なんだと？」

　聖王アレクサンドロス。〈魔王〉スライマンを生み出した、張本人が──

　自身の存在の一部を埋め込んだ？

「……どういうことだ。一体、何のために──？」

「おそらくは、〈聖女〉の器が壊れぬように、だろう」

　と、スライマンは言った。

「人間の肉体は、〈精霊王〉の与える力に耐えることはできない。ゆえに〈聖王〉は自身の存在の一部を融合させることにより、彼女を器として使えるようにしたのだ」

「……なるほど」

　その理屈は、理解できないこともない。

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を継承した者の多くが〈ネペンテス・ロア〉となってしまったのと同じように、〈精霊王〉の与える過分な力に、人間の肉体は耐えられないということか。

「──それが、私たちが〈聖女〉を封印してきた理由だ」

　スライマンは静かに告げた。

「本来であれば、〈魔王〉を滅ぼした〈聖女〉は役目を終え、その肉体に埋め込まれた魂は〈聖王〉のもとに返るはずだった。しかし──」

「そうか──」

　カミトはハッとする。

　テルミヌス・エストの呪いによって、石化した彼女は──

　その〈聖王〉の魂ごと、〈精霊鉱石〉に封じられてしまった……？

「つまり、イリスとあんたは──〈聖王〉の魂を封印してた、ってことか？」

〈聖女〉に込められた〈聖王〉の魂を、封印したままにしておけば──

〈闇の精霊王〉のように、時代を超えて転生することができなくなる。

「そうだ。その理由は、私の過去を見た君に、語る必要はあるまい」

　ゾルディア王国の英雄と呼ばれた男に、〈魔王〉となる契機を与えたのは、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の盟主である、聖王アレクサンドロスだ。

　自身の手で〈魔王〉を生み出しておきながら──

　同時に、その魔王を滅ぼす〈聖女〉に自身の魂を与えた。

〈聖王〉は、なぜ、そんなことをしたのだろうか──？

「〈聖王〉アレクサンドロスの魂を、〈聖女〉の中に封印しておくこと。それが、大陸に破滅をもたらした私の、せめてもの贖しよく罪ざいであり、復讐なのだよ──」

　力なく呟つぶやく青年の瞳に、かすかな昏くらい焔ほのおが灯ともるのをカミトは見た。

「……だが、〈聖女〉の封印は破られちまった。〈聖国〉の手によって」

「ああ、その通りだ」

　と、魔王が頷うなずく。

　──その時。遠くで地鳴りのような音が聞こえた。

　スライマンは虚空を見上げた。

　視線の先を追うと、漆しつ黒こくの空間に、無数の細かな亀裂が走っていた。

「……なんだ？」

「〈魔王の墳墓ピラミツド〉が崩壊した。この空間もじきに壊れてしまうだろう」

「空間が壊れると、どうなるんだ？」

「次元の狭間はざまに閉じ込められ、二度と〈人間界〉に戻ることができなくなる」

「……っ、お、おい!?」

「安心したまえ。君は無事に外に送り届けよう」

　言って、スライマンは〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の呪文を唱えはじめた。

　と、虚空に裂け目が生まれ、眩まばゆい光が満ちあふれる。

「この〈魔王都市〉は消滅する。〈聖女〉が完全に目覚める前に、ここを離れることだ。彼女は、〈魔王〉である君を滅ぼそうとするだろう」

「……ああ、わかった」

　カミトは頷く。

　千年前のエストの契約者に興味はあるが、〈聖王〉となると話は別だ。

　クレアたちと合流して、一刻も早く街を脱出すべきだろう。

「そうだ。〈魔王〉の後輩である君に、これを渡しておこう。私からの餞せん別べつだ」

　と、スライマンは懐からなにかを取り出した。

「……これは？」

　カミトは首を傾かしげる。

　それは、装飾のない古びた銀の指輪だった。

「かつて〈魔王〉の使っていた指輪だ、君の役に立つだろう」

「……妙な呪じゆ詛そはかけられてないだろうな」

「ああ、君が使う分には大丈夫だ」

「なんだよそれ……」

　カミトは胡乱うろんな目で、受け取った指輪を眺めた。

「それから、もうひとつ──」

「まだなんかあるのか？」

「ああ、これはとっておきの……伝説に名高い〈魔王の仮面デモンズ・マスク〉だ」

　彼が虚空から取り出したのは──

　なんだか見覚えのある、髑どく髏ろの仮面だった。

　……ルビアの手作りした、あの偽魔王の仮面そっくりだ。

「それは絶対いらないぞ」

　カミトはきっぱり断った。

「なぜだ？　魔王教団の連中が喉から手が出るほど欲しがる、伝説の魔装具アーテイフアクトだぞ」

「そんな趣味の悪いもん、だれが使うか！」

「趣味が悪い、だと……」

　愕がく然ぜんとする魔王。……地味にショックを受けたようだ。

　指輪をポケットに入れ、カミトは虚空の裂け目の前に立った。

　背後を振り返り、

「なあ、〈魔王の都〉が滅びたら、あんたはどうなるんだ？」

「私の存在は蜃しん気き楼ろうのようなものだ。〈魔王の墳墓ピラミツド〉が消えれば、私も消える」

「そうか……」

　カミトは複雑な表情でうつむく。

　千年前に生きた、先代の〈魔王〉──スライマン・イェルシオン。

　感傷的に過ぎるだろうか……。だが、初めてまみえた自分と同じ存在に、どこか親近感のようなものを覚えたのも事実だった。

「そんな顔をするな、後輩。最後に、君に出会えてよかった」

「……世話になったな。感謝する」

「なに、迷い込んだ旅人を送り届けるのは、私の役目だからね」

　小さく頭を下げるカミトに、スライマンは鷹おう揚ように笑った。

〈魔王〉と軽く握手を交わし、カミトは虚空の裂け目に足を踏み入れる。

「君は、私と同じ道を歩むなよ、カゼハヤ・カミト」

　と、その言葉を最後に──

　カミトの目の前が、真っ白になった。
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「……っ、ここ……は……？」

　目を覚ますと──

　そこは〈魔王の墳墓〉から離れた場所にある、街の広場だった。

　エストに指輪を買ってやった、あの場所だ。

　周囲の建物はほぼ倒壊し、大量の土つち埃ぼこりがたちこめている。

　起き上がろうとすると、地響きが鳴り、すさまじい咆ほう哮こうが大気を震わせた。

（……なんだ、あれは!?）

　空を見上げたカミトは、眉を寄せた。

　灼しやく熱ねつの鱗うろこに身を鎧よろった赤竜と、翼を広げた巨大な鳥が、空中で戦っていた。

　赤竜が激しい炎の吐息を吐けば、巨鳥が翼で突風を起こす。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でも滅めつ多たに見ることのできない、高位の精霊どうしの争いだ。

「なんで、あんな精霊が……？　つーか、なにが起きてるんだよ!?」

　カミトは、すでにいない魔王スライマンを罵った。

（放り出す前に、外の状況くらい教えてくれよな……）

　とにかく、あんなのの真下にいては危険すぎる。

　広場を離脱しようと立ち上がった、その時。

　左手の〈精霊刻印〉が反応した。

「カミト、どこへ消えていたの！」

　目の前に漆しつ黒こくの闇が生まれ、夜色のドレスを着た少女が姿を現す。

「レスティア──」

「もう、ずっと呼びかけていたのよ！」

　漆黒の翼を広げた美しい闇精霊は、ふわりと地面に降り立った。

　彼女は両手に〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を抱えていた。

　エストのほうは、ルーリエとの戦いで力を使い果たしてしまったのだろう。

「……悪い、ちょっと魔王様のところにな」

「……？」

　と、怪け訝げんそうに眉をひそめるレスティア。

「あとで話すよ。それより、今は脱出が先だ」

　途端、また地割れが起こり、広場の建物が崩れ落ちた。

　たちこめる砂すな埃ぼこりの向こうに、角の生えた巨人のような影が見える。

　頭上で争っている精霊たちとはまた別の精霊が、街の中で暴れているようだ。

「……あの精霊たちは、なんなんだ？」

「あれは、封印された〈魔王〉の精霊よ」

「魔王の精霊？」

「ええ、〈魔王〉の使役した七十二柱の精霊の一部が、この地に封印されていたの。スフィンクスと同じように、〈魔王都市〉の守護者としての役割があったのでしょうけど、〈魔王の墳墓ピラミツド〉が消滅したせいで、好き勝手に暴れているようね」

「……なるほど。どうりで、ヤバそうな精霊ばかりなわけだ」

〈魔王〉に使役されていたということは、あの赤竜も巨鳥も、〈魔神級〉精霊と同等以上の力を持っているに違いない。

「──って、ちょっと待て、〈魔王の墳墓〉が消滅した？」

　聞き咎とがめると、レスティアはカミトの背後を指差して、

「見てごらんなさい。私の精霊魔術でも、傷ひとつつけられなかった〈ピラミッド〉が、綺き麗れいさっぱり消えてしまったわ」

「……!?」

　カミトが振り向くと──

　たしかに、〈ピラミッド〉は消滅していた。

　そこにあるのは、輝く聖光の柱だ。

　美しいはずのその光が、カミトには何な故ぜか、ひどく不吉なものに映った。

（聖女アレイシア──）

　聖光の柱を睨にらむように見据え、カミトは胸中で呟つぶやく。

　千年前のエストの契約者。

　聖王〈アレクサンドロス〉の魂を封じた存在。

　そして──

（……〈魔王〉を滅ぼす者、か）

　あの光の柱は、〈聖女〉が復活したことを予兆するものなのだろうか？

　カミトは厳しい表情のまま、レスティアに視線を戻した。

「クレアたちは、もうここを脱出したのか？」

「どうかしら。この状況では、脱出するのもひと苦労のはずだけど──」

「そうだな……」

　カミトの声が焦燥を帯びる。首尾良くクレアたちと合流できたとしても、ここは〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉のど真ん中だ。〈砂航船サンド・シツプ〉がなければ、脱出することは不可能だろう。

（……スライマンの奴やつ、脱出しろっつっても、これじゃ、どうしようもないだろ）

　胸中で先代の〈魔王〉を再び罵る。と──

「カミト、それはなに？」

　レスティアが怪け訝げんそうに訊たずねてきた。

　その視線は、カミトの制服の胸ポケットをじっと見つめている。

「ああ、これか？　もらいもんだよ──」

　カミトは装飾のない銀の指輪を取り出して、彼女にみせた。

　途端、レスティアが黄昏たそがれ色の瞳を大きく見開き、

「カミト、それ、〈魔王の指輪〉じゃない！」

〈魔装具アーテイフアクト〉をこよなく愛好する闇精霊は、興奮したように、翼をバサバサ羽ばたかせる。

「カミト、これをどこで手に入れたの？」

「どこでっつーか、本人から貰もらったんだが」

「……？」

「まあいいだろ、こんな指輪のことなんて。今は脱出のことを──」

「何を言ってるの！　カミト、その指輪に〈神威カムイ〉を込めてごらんなさい」

「……え？」

「〈神威〉を込めるの。さあ、早く──」

「わ、わかったよ……！」

　強い口調でそう言われ、わけもわからぬまま、指輪に〈神威〉を込める。

　すると、指輪の表面に〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の文字が浮かび上がった。

「なんだ？　文字が浮かび上がったぞ」

「あわてないで。それが本物の〈魔王の指輪〉だとすれば──」

　レスティアが頭上の空を見上げた。

　と、次の瞬間、驚くべきことが起こった。

　上空で戦っていた二体の精霊のうち、巨大な鳥の姿をした精霊が、赤竜の精霊を下し、カミトたちのいる広場めがけて、まっすぐに滑空してきたのである。

「レスティア、あのでかい鳥、こっちに来るぞ!?」

「大丈夫よ──」

　レスティアは微動だにせず、突風にはためく髪を押さえる。

　巨鳥の姿をした精霊は、空中で大きく羽ばたくと、広場の中央に舞い降りた。

　金色に光る猛もう禽きんのような目で、カミトをじっと見つめてくる。

　……少しでも身動きすれば、いまにも食べられてしまいそうだ。

「……なっ!?」

　カミトが唖あ然ぜんとして立ち尽くしていると──

　レスティアは、巨鳥の嘴くちばしにそっと手を触れ、カミトのほうを振り向く。

「カミト、この巨鳥精霊──〈ルフ〉は、あなたの忠実な下僕よ」

「なんだって？」

「その指輪は、〈魔王〉の使役する七十二柱の精霊を支配する力があるの。〈魔王の外套ガーブ・オブ・ロード〉、〈魔王の仮面デモンズ・マスク〉と並ぶ、伝説の〈魔装具アーテイフアクト〉の一つよ」

「この指輪が？」

　カミトは、淡く輝く指輪をまじまじと見つめた。

　事実、上空で怪獣大決戦を繰り広げていた巨鳥精霊は、まるでカミトの命令を待つかのように、おとなしい様子でいる。

「あいつ、そんな貴重なものをくれたのか」

「この精霊なら、火猫ちゃんたちも簡単に見つけられるし、砂漠も越えられるわね」

　レスティアが嘴くちばしを撫なでると、巨鳥精霊はくるる、と意外と可愛かわいい鳴き声をあげた。

「ちょっと不安だが、迷ってる暇はなさそうだな……」

　この〈魔王都市〉が崩壊すれば、カミトたちは〈人間界〉でも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもない、次元の狭間はざまに、永遠に閉じ込められることになってしまうのだ。

　カミトは指輪を握りしめると、巨大な鳥の背に颯爽と跳び乗った。

「……えっと、命令すればいいのか？」

「ええ」

「それじゃあ……飛ひ翔しようしろ、巨鳥精霊〈ルフ〉！」

　カミトが声を発すると──

〈ルフ〉は大きく羽ばたき、砂すな埃ぼこりの舞う〈魔王都市〉の上空へ飛び立った。
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「……っ、消し炭になりなさいっ！」

　クレアの〈炎の[image: ]フレイムタン〉が、地割れから這はい出てきた一つ目の巨人を打ち据えた。

　だが、巨人型の精霊は、まるで堪こたえた様子がない。

　にたり、と笑顔を浮かべ、クレアを捕まえようと腕を振り上げる。

「クレア！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉の尖せん端たんを、巨人の背中に突き立てた。

　ギィンッ──鋼鉄を打ったような手応えがして、激しく火花が散る。

　巨人が注意を逸そらした隙に、クレアは素す早ばやく間合いから離脱した。

　一つ目の巨人精霊は、なにごともなかったかのように呑気に背中をかく。

「くっ、傷ひとつ付かないか……」

　エリスの表情に焦燥が浮かんだ。二人とも、〈聖霊騎士団〉との連戦で、〈神威カムイ〉が枯渇しているのだ。すでに〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の維持もギリギリの状態だった。

　地の底より次々と現れる強大な精霊は、クレアたちの進路を妨害する。なまじ精霊使いとしての力があるだけに、精霊たちを引き寄せてしまうようだ。

「……っ、これじゃ、キリがないわね！」

　肩で息をしながら、クレアは言った。

「ああ、さすがに、苦しいな……」

　エリスは〈風翼の槍レイ・ホーク〉を地面に突き立て、珍しく弱音を吐く。ルミナリスと一対一で戦い、飛ひ翔しようの精霊魔術を使い続けてきた彼女は、すでに限界が近い。

「あんたは休んでて。あたしとスカーレットで突破口を開くわ」

「しかし……」

　巨人精霊が地響きを立てながら、ゆっくりとこちらへ迫ってくる。

「いくわよ、オルトリンデ──」

　クレアが、奥の手の〈真名解放〉をしようとした、その時だ。

「凍てつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　無数の氷の矢弾が、巨人の頭部めがけて降りそそいだ。

　自慢の目を正確に撃ち抜かれた巨人は、凄すさまじい咆ほう哮こうをあげてのたうち回る。

　クレアがハッとして、矢弾の飛んできた方角へ目を向けると──

「危なかったですわね、クレア」

　崩れた瓦が礫れきの山の上で、弓を構えたリンスレットが自慢げに胸をそらしていた。

「リンスレット、無事だったのね……！」

「ふっ、あたりまえですわ。わたくしを誰だと思っていますの」

「リンスレット、王女殿下は？」

　と、エリスが訊きく。

「ええ、わたくしと一緒ですわ」

　少し遅れて、ガシャンガシャンと甲かつ冑ちゆうの軋きしむ音が聞こえてきた。

　たちこめる砂煙の向こうから姿を現したのは──

　フィアナともう一人、見知らぬ少女を脇に抱えた〈ゲオルギウス〉だ。

「……王女殿下、よかった」

　エリスが安あん堵どに胸を撫なで下ろす。

「フィアナ、無事でよかったわ。……えっと、そっちの娘こは？」

「このかたは、サラディア・カーン王女殿下よ」

　ゲオルギウスの腕から降りて、フィアナは言った。

「なんですって!?」

「なんだと！」

　クレアとエリスが、同時に驚きの声をあげる。

「一体どこで──」

「話はあとよ。今はここを脱出しないと」

「え、ええ、それもそうね……」

　頷うなずくクレア。

　見れば、巨人精霊がもう起き上がろうとしていた。

　あの程度の傷は、すぐに再生してしまうようだ。

「わたくしとフェンリルが、街の外まで先導しますわ！」

　氷の魔弓を白はく狼ろうの姿に戻し、その背に跳び乗るリンスレット。

「わかったわ！」

　──と、走り出そうとした、その瞬間。

　クレアは、肌が粟あわ立つような悪寒を覚えて、立ち止まった。

「クレア、どうしましたの？」

「いま、なにか──」

　彼女がそれに気付いたのは、姉ゆずりの姫ひめ巫み女この直感だったのかもしれない。

　クレアはゆっくりと、背後を振り返った。

　その視線の先に見えるのは、眩まばゆく輝く光の柱だ。

「何かいるわ、あそこに──」





　　　　◇






　火の粉の舞い散る上空を、巨大な鳥の精霊が旋回する。

　街のいたる場所から黒煙が上がり、倒壊した建物が大きな地割れに呑のみ込まれる。

　解き放たれた魔王の精霊たちは、好き放題に暴れているようだ。

「──見つけた。あそこにいるわ」

　カミトの背中ごしに、レスティアが斜め下を指差した。

「どこだ？」

「ほら、あの城門に続く通りよ」

　カミトは目をこらして見下ろした。

　噴き上がる砂煙のせいで、視界はかなり悪い。

「精霊と戦っているようね。苦戦しているわ」

「〈魔王の指輪〉で、なんとかできないか？」

「残念だけど、その指輪で支配できるのは、一度に一柱だけなの」

「そうか……」

　この指輪は、あくまで〈魔王〉スライマンの力の一部を封じたものであり、再現できる支配力も、本物の〈魔王〉には遠く及ばないようだ。

「ルフ、あのあたりに降りてくれ」

　カミトは指輪に念を込め、巨大な鳥の精霊に命じた。

　ルフはひと声鳴くと、主人の命令に従い、風を切って滑空する。

「──カミト」

　その時。聖剣の姿で眠っていたエストが、声を発した。

「エスト、起きたのか!?」

「カミト、この空域を速やかに離脱してください」

　エストが、珍しく緊迫した声で言った。

「──彼女が、目を覚ましました」

「彼女？」

　ハッとして、カミトは背後を振り返る。

　──と、〈魔王都市〉の中心を貫く光の柱に、変化があった。

（……なんだ？）

　虹色の光が虚空の一点に収しゆう斂れんし、小さな球体を形作る。

　その球体の中に、一人の少女の姿が浮かび上がったのだ。

　純白の聖鎧を纏まとった、黄金色の髪の少女だ。

　その手には、ひと振りの剣が握られている。

　ルーリエの手にしていた、ミレニア・サンクトゥスの〈聖剣〉。

　少女の姿を見た、その瞬間──

　カミトの心臓が、激しく鼓動を打った。

　全身の〈神威カムイ〉が一気に逆流し、沸騰するような感覚。

　抑え難がたい衝動のごとき感情が、カミトの内側で荒れ狂う。

　カミトは、それが宿敵であることを、本能で直感した。

　──そう、宿敵だ。

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を宿した〈魔王〉を、滅ぼすことのできる、唯一の存在──

〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉──アレイシア・イドリース。

　エストと夢を共有したことのあるカミトは、彼女の顔を知っている。

　光の球体の中に佇むその少女は、夢で見た〈聖女〉と同じ顔をしていた。

　だが、その纏まとう気配は、まるで別物だ。

　夢の中で見たエストのマスターは、人間らしい表情を浮かべていたのに対し──

　あの少女の顔には、一切の感情がないように見える。

「──カミト、あれは、アレイシアではありません」




「ああ、そうなんだろうな」

〈魔王〉スライマンの話を信じるならば──

　千年の刻ときを超えて蘇よみがえったのは、〈聖女〉ではなく──

〈聖王〉アレクサンドロスの魂を宿した器だ。

　と──

　少女の怜れい悧りな瞳が、カミトを見た──ような気がした。

（……っ、気付かれた？）

　直感する。

　と、次の瞬間──

[image: ]

〈聖女〉は、手にした〈聖剣〉を無造作に振り上げて──

「──ルフ、回避しろ！」

　咄とつ嗟さに、カミトが叫んだ。

　即座に命令に従い、急降下する〈ルフ〉。

　直後。真っ白な閃せん光こうがルフの巨大な翼をかすめ、はるか遠くの砂漠地帯を穿うがった。

　ゴウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウンッ！

　視界が白に染まる。

　衝撃が圧倒的な力となって叩たたきつけられた。

「……っ!?」

　荒れ狂う風に殴打され、巨鳥精霊がきりもみ飛行する。

〈ルフ〉は何度も翼をはためかせ、ようやく体勢を立て直した。

　猛烈な砂嵐が、周囲の視界を閉ざす。

「……っ、な、なんだ、今のは!?」

　カミトは怒鳴るように叫んだ。

「──〈憤怒の雷デイエス・イ・レ〉」

　と、レスティアが唇を震わせた。

「──〈精霊戦争〉で使われた、〈殲せん滅めつ級〉の精霊魔術よ」

「レスティア、おまえ──」

　振り返ったカミトは目を丸くする。

　レスティアの片翼が、綺き麗れいに消失していた。

　あの閃光が、彼女の翼をわずかにかすめたようだ。

「大丈夫か？」

「え、ええ……それより、早くここを離脱しないと──」

「ああ──」

〈ルフ〉が羽ばたき、土煙を一気に消し去った。

　と、城門の前で、地面に伏せているクレアたちの姿を発見する。

　いまの衝撃で吹き飛ばされたようだが、とにかく、みんな無事のようだ。

「ルフ、彼女たちを回収してくれ！」

　グルルルルルルルルッ！

　カミトが命令すると、ルフはすぐに急降下した。

「な、なに!?」

　地面に伏せていたクレアが、なにごとかと顔を上げた。

「みんな、乗れ！」

　カミトは大声で叫んだ。

「カ、カミト!?　乗れって、いきなりなによ！」

「そ、その鳥さんはなんですの……？」

　わけもわからず、戸惑うクレアたち。

〈ルフ〉は、彼女たちめがけてまっすぐに滑空すると──

　嘴くちばしを大きく開け、〈フェンリル〉や〈ゲオルギウス〉ごと、ひと呑のみにしてしまう。

「きゃああああああああああ！」

「な、なんですの！　きゃあっ──」

　クレアたちの悲鳴がこだまして、すぐに途絶えた。

「お、おい、なにしてるんだよ！　吐き出せ！」

　予想外の回収方法に、カミトがあわてて〈ルフ〉の首を叩たたくが、

「大丈夫よ。〈ルフ〉の中は安全な空間に繋つながっているわ」

「……そうなのか？」

「ええ。それより、いまは全力で逃げて。今度は、運よく躱かわせるかどうか──」

　レスティアは砂漠の彼方かなたに視線を投げた。

〈憤怒の雷デイエス・イ・レ〉──あの閃せん光こうが穿うがったそこには、巨大なクレーターが出現していた。

　……たった一撃で、街一つを呑み込む規模の威力だ。

「たしかに、な──」

　カミトが指輪に強い〈神威カムイ〉を込めると、〈ルフ〉は一気に速度を上げた。

　吹き荒れる砂嵐の向こうに、〈聖女〉の姿は見えなかった。





　　　　◇






「……行ったか」

　滅びゆく〈魔王都市〉の片隅で──

　遠く、砂漠の彼方へ飛んで行く精霊の姿を眺め、〈魔王〉は呟つぶやいた。

　その身体は、すでに消えかかっている。おそらくは、この都が消滅するよりも先に、風に吹かれた砂のように消えてしまうだろう。

　彼は、両手に輝く小さな光に目を落とした。

　精霊イリスの最後の欠片かけらだ。

　彼女もまた、この〈魔王都市〉と共に消滅するのだろう。

　悠久の刻ときを生きる精霊にとって、千年は長くはない時間だ。

　しかし、彼女と過ごした時間は、そう悪いものでは無かったように思う。

　好き放題に暴れていた魔王の精霊たちは、すでに〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ戻っている。

〈聖国〉の騎士団は、砂漠に放り出しておいた。助ける義理があるわけでもないが、それが自分の役割だ。運がよければ助かるだろう。

　と、誰もいなくなったはずのその場所に──

「おい、てめえ、こんなところでなにしてやがる」

　そんな粗野な声が響いた。

　振り向くと、浅黒い肌をした少年が立っていた。

「君は？」

「ああ？　俺か？」

　少年はニッと唇の端を歪ゆがめ、

「俺はジオ・インザーギ──〈魔王〉の後継者だ」

　と、そう名乗った。

「は……？」

　思わず、呆あきれた声を漏らしてしまう。

　……少し、妄想癖の強い子なんだろうか。

「で、てめえは誰だ？」

「私はサフィアーン、旅の商人さ」

「商人だと？　胡う散さん臭くせえな」

　それはお互い様だろう、という言葉をぐっと呑のみ込み、〈魔王〉は言った。

「ここはもうすぐ崩壊するよ、君も逃げたほうがいい」

「あんたは逃げねえのかよ？」

「ああ、ここは私の故郷だからね」

「……ふん。ま、勝手にしな」

　少年は興味を失ったように呟つぶやき、その場を立ち去ろうとする。

　と、〈魔王〉はふと思い付き、少年を呼び止めた。

「ああ、君、ちょっと待ちたまえ」

「なんだよ？」

「ここで出会ったのも何かの縁だ。君に、これをあげよう」

「……なんだこれは？」

　彼が虚空から取り出した〈魔王の仮面デモンズ・マスク〉を見て、少年は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「商品の売れ残りさ。私が持っていても、仕方ないからね」

「……へえ、よく見りゃあ、なかなかイカしたデザインじゃねえか」

「ふむ、君の美的センスは〈魔王〉と同じようだね」

「よし、貰もらっといてやるよ。じゃあな──」

「ああ」

　少年は〈魔王の仮面デモンズ・マスク〉を受け取ると、ものすごい速さで走り去る。

　常人ではありえない身体能力だった。

　……何者かはわからないが、なかなか面白い少年だ。

　少年が砂漠の向こうへ消えるのを見送って──

「さて、私もそろそろかな──」

　彼は手の中の光に目を落とした。

「──願わくば、彼かの王に奪われし、我が愛し娘の魂が救われんことを」

　そして、その微かすかな光が消えたことを確認すると──

　風に吹かれた砂のように、姿を消した。
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「も、もう、なんなのよ、一体……!?」

　突然、巨大な鳥に呑のみ込まれたクレアは、暗闇の中で叫んだ。

　手のひらに小さな火を灯ともし、あたりを明るく照らす。

　てっきり、あの巨鳥の胃の中かと思ったが──

　……はたして、そこは毛足の長い絨じゆう毯たんの敷かれた、立派な部屋であった。

「……な、なによここ？」

「そこは巨鳥精霊〈ルフ〉の空間よ」

　と、頭上でレスティアの声が聞こえると──

　部屋の壁に設置された精霊鉱石のランプが、一斉に灯った。

「な、なんですの？」

「なんだか、恐ろしい顔の鳥に呑み込まれた気がするのだが」

　リンスレットとエリスも、きょろきょろとあたりを見回す。

「闇精霊、説明しなさい！」

　クレアが天井をびしっと指差した。

「ふふ、あなたたちは今、カミトの使役する精霊の中にいるのよ」

「カミトの精霊？　あの巨大な鳥が？」

「ええ、ついさっき、カミトが手て懐なずけたの」

「手懐けたって……」

「さすがカミト君ね……」

　と、感心するフィアナ。

「……よくわからないけど、安全なのね？」

「ええ、よほどのことがない限り、大丈夫だと思うわ」

「よほどのことってなによ……」

「例えば、この精霊が消滅したら、あなたたちも一緒に消滅してしまうわね」

「一大事じゃないの！　早く降ろして！」

「いいけど、〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉の上を飛んでる最中よ」

　クレアは言葉に詰まった。

「……あそこで、なにが起きたのよ？　あの光の柱はなに？」

「〈魔王の墳墓ピラミツド〉はどうなりましたの？」

「その話はあと。ひとまず、〈ゾハール〉に戻ってからよ。それじゃ──」

　と、レスティアは一方的に話を打ち切った。

「ちょっと、闇精霊！　もう……」

　クレアはむっとした顔で天井を睨にらむ。

「しかたないわね。おとなしくしてましょう」

「快適なのが救いですわね」

「ソファにキッチンもあるようだ。一週間は余裕ですごせるな」

「戸棚にお菓子もありますわ」

「珍しいわね。居住空間を持つ精霊なんて……」

「あんたのゲオルギウスも、冷暖房完備で中に入れるじゃない」

「あら、ゲオルギウスは一人用だもの──」

「あの……」

　と、部屋の隅で声が上がった。助けられたのはいいものの、わけもわからぬまま、一緒に呑のみ込まれたサラディア・カーンだ。

「サラディア王女、傷はまだ痛む？」

　と、フィアナが気遣わしげに訊たずねる。

「いえ、お陰様で。休めば大丈夫だと思います」

　サラディアは落ち着いた態度で首を振る。

　この状況でも、あまり動揺しているように見えないのは、さすが王族と言えた。

「この精霊は、ゾハールに向かっているのですね？」

「ええ、そうみたいね。安心して。王女様を無事に送り届けるわ」

　クレアが言うと、サラディアはほっと安あん堵どの表情を浮かべ、

「あなたがたは、オルデシアの……？」

「正確には〈正統オルデシア〉ですわ」

「皇帝陛下に追われる亡命政権よ」

　フィアナが苦笑して肩をすくめる。

「なぜ、私を探していたのですか？」

「理由はいろいろあるんだけど──」

　フィアナは、これまでの経緯を彼女に話した。

　ドラクニア竜公国との同盟関係。〈竜王〉に与えられた任務。

〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉と共に命を無くした彼女の姉、シェーラ・カーンのことを。

「……そうですか。姉は、〈リヴァイアサン〉に命を捧ささげて……」

「ええ、カミトが踏み込んだときには、もうこと切れていたわ」

　と、クレアが言い添える。

「姉の愚かな行為で、大勢の民が犠牲になりました。姉を止めてくださったことを、感謝いたします。あなた方がいなければ、もっと多くの犠牲が出たことでしょう」

　サラディアは沈痛な表情で、祈りを捧ささげるように両手を握った。

「ところで、王女殿下は、どうして〈魔王の都〉へ向かわれましたの？」

　リンスレットが訊たずねた。

「えっと、それは……」

　サラディアは口くち籠ごもった。

「〈魔王の棺〉の伝説ね？」

「御存じでしたか──」

　クレアの言葉に、王女は観念したように頷うなずき、

「その通りです。私は〈魔王の棺〉の伝説を求めて、かの地を訪れました。臣下のほとんどは姉に粛正され、私には後ろ盾がありません。故に、〈教国〉の支配者としての権威を裏付けるものが必要だったのです」

「〈教国〉の民は内乱に倦うみ疲れ、あなたの帰還を待ち望んでいるわ。そんな伝説で権威付けする必要なんて、ないと思うわよ──」

「ええ、そうですね。いま思えば、どうしてそんなことを考えたのか……」

　不思議そうに首を傾かしげ、なにやら独り言を呟つぶやきはじめる王女。

「……？」

　その様子に、フィアナは妙な違和感を覚える。

「そういえば、王女殿下には護衛がいたはずでは？」

　と、エリスが思い出したように口にした。

「そういえば、そうですわね」

　リンスレットが言った。

「でも、王女様が倒れていたそばには誰もいませんでしたわ」

　すると、サラディアの顔が引ひき攣つった。

「あ、あの者は、護衛でもなんでもありませんっ！　ただの野党です！」

「そ、そうですの……」

「あの者は、私を置いてどこかへ去りました！　少しでも信用した私がバカでした！」

　突然、激しい感情を露あらわにした王女に、クレアたちは唖あ然ぜんとして顔を見合わせた。





　　　　◇






　巨鳥の精霊ルフは、広大な〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉を軽々と飛び越え、およそ半日ほどで〈教国〉の首都〈ゾハール〉に到着した。

　立ち並ぶ木々を強風で薙なぎ倒しつつ、〈魔蠍宮スコルピア〉の庭園に舞い降りる。

　突如として出現した巨大な精霊に、宮殿を守る衛兵たちは即座に攻撃を加えたが、精霊使いでもない一般兵の武器では、ルフに傷ひとつ付けることもできなかった。

　ギャアアアアアアアアアアッ！

　逆上して暴れるルフに、泡を食って逃げ出す衛兵たち。

　巨鳥の背中に乗るカミトが、そんな彼らをあわてて呼び止める。

「待ってくれ！　サラディア王女を連れてきたんだ！」

　声が聞こえたことを訝いぶかったのか、衛兵たちの動きが一瞬、ピタリと止まる。

　カミトは巨鳥の背から飛び下りると、スライマンの指輪を掲げ、ルフに命じた。

「えっと、みんなを解放してくれ」

　すると、ルフはおとなしく頭こうべを垂れ、大きな嘴くちばしをゆっくりと開いた。

「ひゃん！」

「痛っ、ですわ！」

　嘴の奥の真っ暗な空間から、クレアたちが転がり出てくる。

「もうっ、急になんなのよ……！」

　と、クレアは不機嫌そうにツーテールの髪を逆立てて、

「……ここは？」

　あたりをきょろきょろと見回した。

「〈ゾハール〉の宮殿だよ」

「あ、カミト……」

「もう到着したんですのね」

　クレアとリンスレットに続き、エリス、フィアナも外に出てくる。

「みんな、空の旅は窮屈じゃなかったか？」

「ええ、最初はびっくりしたけど、なかなか快適だったわよ」

　言って、フィアナが巨鳥の嘴を撫なでる。

「ふかふかのソファに、調度品もありましたわ」

「鳥のお腹なかの中ってことを除けばね」

　……意外にも、みんな怒ってはいないようだ。

「言ったでしょう、ルフの乗り心地は快適だって」

　レスティアがなぜか得意げに言う。

「お、お前たち、一体何者だ……？」

　矛を構えた衛兵たちが、警戒した様子で誰何すいかする。

　と──

「無礼者、武器を収めなさい」

　嘴くちばしの中から、凜りんとした声がして──

　旅人の外がい套とうを纏まとった、黄金色の髪の少女が姿を現した。

「サ、サラディア王女殿下!?」

　衛兵隊の隊長が目を丸くする。

　カミトたちを取り囲んでいた衛兵たちは、すぐに武器を置いて平伏した。

「ただいま戻りました。今後は、亡き姉上に代わり、私が国の指揮を執ります。すぐに戴冠式の準備を」

「はっ、仰せの通りに！」

　帰還した王女の指示に、衛兵たちは即座に反応し、宮殿の入り口へ駆けだした。

　サラディア・カーンはカミトたちのほうを振り向くと、

「助けて頂いたこと、感謝いたします。私は戴冠の準備がありますので、皆様はどうぞ、あちらの離宮でおくつろぎください」

「お気遣い、いたみいります。サラディア王女」

　と、フィアナが小さく頭を下げる。

　衛兵たちにかしずかれ、サラディア王女は宮殿のほうへ歩いて行った。

「それじゃ、遠慮無く、休ませてもらうか」

「そうね。身体も清めたいし……」

　言って、クレアは髪に付着した砂を払う。

「ところでカミト、この巨鳥はどうするのだ？」

　エリスが困惑気味に訊たずねてきた。

　翼を収めた巨鳥は、宮殿の中庭をほぼ占拠してしまっている。

　……暴れたりはしないだろうが、このままにしておくのもマズイだろう。

「なあ、レスティア、これはどうすればいいんだ？」

「どうもこうも、指輪の持ち主であるカミトを主あるじと認めているのだから、あなたの命令に従うわよ」

「そうなのか──」

　カミトが嘴くちばしに手を触れると、巨鳥はクルルルと鳴いた。

「えっと、ここまで飛んでくれてありがとな。あとは自由にしてくれ」

「カミト、それはもったいないわ。ルフは高位の精霊なのよ」

「そうは言ってもな。ここに置いとくわけにもいかないし……」

　……こんなのがずっと居座っていたら、宮殿の衛兵たちが怖がるだろう。

　それに、魔王の力で精霊を縛り付けるのも、なんだか可哀かわい想そうな気がする。

　カミトがぽん、と嘴を叩たたくと、ルフはむくりと起き上がり、巨大な翼を広げた。

　ンギャアアアアアアア！

　そして、ひと声鋭く鳴くと、真っ青な大空に向かって羽ばたくのだった。

　エリスの肩にとまるシムルグが、くるるる、と寂しそうに鳴いた。





　　　　◇






　すぐに宮殿の女官たちがやってきて、カミトたちは〈魔蠍宮スコルピア〉から少し離れた場所にある離宮に案内された。

　大理石で造られた真っ白な〈蛇の離宮〉は、好色王と呼ばれたバハル・カーンが、四人の妃きさきたちのために作らせたものだという。

「カミト君、好色王ですって、好色王♪」

「な、なんだよ……」

　妙に楽しそうなフィアナに、戸惑うカミト。

「ハバル・カーン様は、偉大なる魔王スライマンに倣って、多くの妃を娶めとり、この蛇の離宮に住まわせたと伝えられています」

　と、女官の一人が笑顔で言った。

「有名な〈王の大浴場〉も、ハバル王が妃と一緒に入るために造らせたんですよ」

「ふふ、それじゃあカミト君も、あとで一緒に入りましょう」

「な、なな、なに言ってるのよ、この変態、淫獣！」

「そ、そうだぞ、破は廉れん恥ちな！」

　……などと理不尽に怒られながら、テーブルのある広間に到着する。

「こちらでしばらくお待ちください。皆様の部屋を用意しますので」

　女官はぺこりと一礼して、立ち去った。

「……戻ってきたわね」

「なんだか、夢でも見ていた気分ですわ」

　と、リンスレットがこめかみを押さえて呟つぶやく。

　……カミトたちが〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に向かって、まだ三日ほどである。幻のように消えてしまった、〈魔王の都〉で、あまりにいろいろな出来事があった。

「ねえ、カミト、〈魔王の墳墓ピラミツド〉でなにがあったの？」

　クレアが訊たずねた。

「いろいろありすぎてな。ルビアを待つ間に話すよ」

「……わかったわ」

　カミトたちが帰還したことは、すでにエリスが風の精霊で伝えている。ここで待っていれば、そう時間を置かずにやってくるだろう。

「ひとまず、これで〈教国〉の内乱は収束するのかしらね」

「そこは、王女様の手腕しだいだろうな」

「あの年で、なかなかしっかりした御お方かたに見えたが」

「ええ、姉のシェーラ・カーンとは、随分違うようね」

　エリスの呟きに、クレアも同意する。

　だが、フィアナはほんの少しだけ首を傾かしげ、

「ねえ、その、サラディア王女のことなのだけど──」

「なに？」

「なにか、妙な感じがしなかった？」

「……？」

　クレアたちは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

「……いえ、なんでもないわ。変なことを言ってごめんなさい」

「サラディア王女は〈魔精霊〉の使い手だから、あたしたちとは少し〈神威カムイ〉の雰囲気が違うのかもね」

「ええ、そうね。ちょっと気になっただけよ……」

　言って、フィアナは誤ご魔ま化かすように手を振った。





　　　　◇






　広間でルビアを待つ間、カミトは〈魔王の墳墓〉の中であったことを皆に話した。

　墳ふん墓ぼの地下空間で出会った〈魔王都市〉の女王。そこで見せられた、千年前の〈魔王〉スライマン誕生の真実。ルーリエ・リザルディアの最期。商人サフィアーンの正体と、〈聖王〉の魂を宿して復活した〈聖女〉アレイシアのこと──

　話を聞き終えたクレアは、

「……あんた、ちょっと目を離した隙に、なにいろいろ巻き込まれてるのよ」

　と、呆あきれたように言った。

「俺だって、巻き込まれたくて巻き込まれたわけじゃないぞ」

　カミトは憮ぶ然ぜんとして言い返す。

「それにしても、あの怪しい商人が、あの〈魔王〉スライマンだったとはな……」

「驚きましたわね」

　エリスとリンスレットがショックを受けたように呟つぶやく。

　学院の授業などでは、〈魔王〉スライマンは悪虐非道の暴君として教えられている。そのイメージとのギャップがありすぎるのだろう。

「まあ、あれは〈魔王〉本人とは、また別の存在だそうだけどな」

　カミトが言い添えた。

「それよりも、〈聖女〉アレイシアが復活したことのほうが問題よ。よりにもよって、〈聖王〉アレクサンドロスの魂を宿しているなんて──」

「……ああ。〈聖王〉の目的はわからないが、今の〈聖国〉の動きを見れば、なにかろくでもないことをしようとしてるのは明らかだしな」

〈魔王〉と〈聖女〉の両方を生みだし、〈魔王戦争〉を引き起こした張本人。そして、かの精霊王を奉じる神聖ルギア王国は、〈教国〉でのクーデターを煽あおり、オルデシアでは皇帝アルネウスを傀かい儡らいとしている。

　その目的は、大陸に混乱をもたらすことなのか──

　あるいは、あのランバール戦争の裏にも、聖国の影があったのかもしれない。

〈聖王〉の魂が〈聖女〉として復活したいま、今度はなにをしかけてくるのか──

「そっちは、なにかあったのか？」

　カミトが訊きくと──

　クレアとエリスが視線を見交わした。

「まあ、ね……」

　なにやら難しい顔をして、クレアが呟く。

「街の広場で、〈火の精霊王〉の化身と会ったわ」

「え？」

「なんですって？」「本当ですの!?」

　カミトだけなく、フィアナとリンスレットも驚きの声を上げる。

「ええ、〈聖霊騎士団〉と一緒にいたわ。〈魔王の墳墓ピラミツド〉を破壊したのは彼女よ」

「やはり、解放された〈火の精霊王〉は、〈聖国〉の手に渡っていたのか……」

　以前、ルビアが〈火の精霊王〉は〈聖国〉の首都アレクサンドリアに転移したのではないかと推測していたが、やはり、その通りだったようだ。

「まさか、〈火の精霊王〉と接触したんですの？」

「そうよ、なりゆきでね。なぜか街の案内まですることになったわ」

「……どういうことだよ」

　と、つっこむカミト。

「けど、あの娘こは、そんなに悪そうな奴やつじゃなさそうだったわ」

　クレアは複雑な表情で言った。

「〈火の精霊王〉は、あなたの故郷を滅ぼしたんですのよ」

「……わかってるわ。でも、あの娘は、その記憶を失ってるみたいだった」

「なるほど、イセリアと同じ状態か」

「たしかに、その可能性は高いわね」

〈浮遊島ラグナ・イース〉の廃都〈メギドア〉で出会った〈水の精霊王〉の化身、イセリア・シーウォードは、自分が何者であるのかさえも忘れていた。彼女は、フィアナが〈封破の儀〉を執り行ったことで、初めて自分の正体を思い出したのだ。

「あの娘、姉様のことを覚えてるみたいだった……」

「それは本当ですの？」

「ええ──」

　その時。広間の外で靴音が響き、

「遅くなったな──」

　と、軍服姿のルビアが姿を現した。

　帰還の報を受け、〈モルデス〉から急いで来たようで、珍しく襟えりが乱れている。

「姉様……」

　クレアはハッとして口をつぐむ。

　ルビアは集まった全員の顔を見回した。

「サラディア王女の身柄を保護したようだな、よくやった」

「ああ、いろいろ大変だったけどな……」

　と、肩をすくめるカミト。

「そっちは、なにか動きはあったのか？」

「大きな動きはない。ただ、オルデシアの中では、反皇帝派の諸侯の反感が日増しに高まっているようだ。アレイシア精霊学院でも、学院生と騎士団の対立が深まっている。サラディア王女奪還のニュースは、帝国にも大きな影響をおよぼすだろうな」

「諸侯の動きは気になるところね……」

　フィアナが顎あごに手をあてて呟つぶやく。

「〈魔王の都〉での話を聞くか？」

「ああ、そちらの報告はあとで聞かせてもらう」

　ルビアは首を横に振った。

「私とフィアナは、先にサラディア王女に謁見してこよう」

「まあ、確かにそっちが先か」

　ルビアは〈モルデス〉の反乱軍を実質的に統治していたのだ。〈教国〉の政権がサラディアに戻った以上、そのあたりのことを話し合う必要があるだろう。

「わかりました。行きましょう、ルビア様──」

「ああ、お前達たちはよく休むといい」

　ルビアはクレアのほうをチラッと一いち瞥べつすると、フィアナを連れて広間を出て行った。

「〈火の精霊王〉のこと、話さなくていいんですの？」

「ええ、今はまだ、話さないほうがいいと思う」

　クレアはきゅっと唇を噛かみしめた。

「……そうだろうな」

「あたしも、どうしていいかわからないもの。故郷を滅ぼした〈火の精霊王〉を許せない気持ちだってあるわ……」

　降りそそぐ火の雨によって、故郷を失ったあの日を思い出す。

　姉の中で、あの日の炎は、いまだに燃え続けているのだ。

　けれど──

「もう一度、あの娘こと会って、話したいわね……」

　ぽつり、と呟くクレア。

「……これからどうするかも、考えないとな」

　カミトは腕組みして、広間の天井を見上げた。

　聖女アレイシアの中に封印された〈聖王〉が復活した。

　オルデシア帝国はますます混迷を深め、内乱の火が燻くすぶっている。

「……〈聖王〉に関して、もっと調べる必要がありそうだな」

「そうね。あとで〈教国〉の図書施設を調べてみましょう」

「〈神儀院〉の文献には、あまり大したことは書かれてない気がするけどな」

「ああ、だが、なにか手がかりになるかもしれない」

「あ──」

　と、そこで、クレアが声を上げた。

「〈精霊王〉のことを聞くのなら、ちょうどいい知り合いがいるじゃない！」

「知り合いって？」

　クレアはリンスレットのほうを指差して、言った。

「〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォード様よ」
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「や、やっぱり、恥ずかしいですわ。学院の制服ではだめですの？」

　もじもじと太ふと腿ももを擦こすりあわせ、頬ほおを真っ赤にするリンスレットに──

「だめよ。たしかに、学院の制服は略式の〈儀式装束〉としても代用できるけど、〈精霊王〉様を呼び出すんだから、古式に則のつとった由緒正しいものでないと」

　クレアは真面目な口調でそう言った。

〈ゾハール〉市内にある、姫ひめ巫み女こが精霊と交感するための小さな祭殿だ。

　魔王信仰の根強い〈教国〉では、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉を祀まつる祭殿は極端に少ない。宮殿のような格式の高い場所では、せいぜい、〈地の精霊王〉を祀る祭殿がある程度だ。

　とはいえ、市内にそのような祭殿が皆無というわけではなく、サラディア王女の許可を得て、〈五大精霊王〉を合ごう祀しする小祭殿を借りることができたのだった。

「……～っ、〈水の羽衣〉を着るなんて、子供の頃以来ですわ」

　肌の透けた薄衣をまとい、リンスレットは力なくうな垂れる。

　幼い頃は、ローレンフロストで〈冬寂の儀〉を執り行っていた彼女だが、妹のユーディアが氷漬けにされてからは、ほとんど着ることのなかった衣装である。

〈水の羽衣〉は、〈水の精霊王〉に仕える姫巫女の着る、最高位の儀式装束だ。フィアナやルビア、レン・アッシュベルも着たことのある火の儀式装束に比べ、やけに露出度が高く、身体のラインを強調したデザインが特徴である。

　お嬢様の真っ白な雪肌を覆うのは、透き通ったヴェール。可愛かわいらしいおへそは丸見えで、優美な曲線を描く腰を、大胆な切れ込みの入ったスカートが覆う。

　恥ずかしそうに身じろぎするたび、チラチラと覗のぞく白い太腿が眼めに眩しい。

〈水の精霊姫〉も身に纏まとう、〈神儀院〉の定めた正式な儀式装束ではあるのだが、清せい楚そなリンスレットが着ると、なんだかとてもイケナイ感じがする。

「カ、カミトさんっ！　そ、そのように見つめられると、恥ずかしいですわ……」

　リンスレットは、ちょっと潤んだ瞳で、恨めしそうにカミトを睨にらんだ。

　ぽーっと見み惚ほれていたカミトは、あわてて視線を逸そらし、

「わ、悪い……！　すごく綺き麗れいだから、つい……」

「……～っ、も、もうっ、なな、なにをいいますのっ！」

　頭から湯気を噴き出し、リンスレットは小さく縮こまってしまった。

〈精霊王〉を祀る祭壇には、大きな水みず瓶がめがのせられている。

　水鏡を媒介にして、〈水の精霊王〉の声を〈人間界〉に降ろそうというのだ。

「奉納する演舞はちゃんとできるの？」

　と、クレアが訊たずねる。

「当然ですわ。わたくし、子供の頃は祭儀を取り仕切っていましたのよ」

　言って、リンスレットは祭壇の前に足を進める。

　足首に着けた鈴がシャンと鳴った。

「──すべての生命の源、流れる水よ、大地に恵みを与え、優しく包みしものよ──」

　シャンシャン、と鈴の音を響かせながら──

　水の羽衣を纏まとったリンスレットは、水みず瓶がめの前で舞い踊る。プラチナブロンドの髪が、薄闇の中で美しく燦きらめき、優美な指先は見る者たちを魅了する。

　流れるようなその演舞は、〈神儀院〉の姫ひめ巫み女こにも劣らない、見事なものだ。

「慈愛の雨、怒りの吹雪、すべてを司つかさどりし、偉大なる水の王よ──」

　リンスレットの左手に刻まれた、〈氷の薔ば薇ら〉の刻印が、眩まばゆい輝きを放った。

〈浮遊島ラグナ・イース〉の廃都で、イセリア・シーウォードが彼女に与えた刻印だ。

　正式な精霊契約の刻印ではないが、刻印を通じて、リンクを繋つなげることはできる。

「──汝の姫巫女の声に、耳を傾けたまえ！」

　氷の薔薇の刻印から零こぼれる光が、あたりを真っ白に塗り潰し──

「──どうしたの、リンスレット？」

　と、そんな声が、祭殿の隅に座り込むフェンリルの口から聞こえてきた。

「な、なんだ!?」

　カミトが驚きの声を上げ、

「そっちですの!?」

　と、演舞を舞うリンスレットが、盛大につっこんだ。

　唖あ然ぜんとするカミトたちをよそに──

　フェンリルはゆっくりと立ち上がると、彼女の前にとてとてと歩いてきて、

「そんな水鏡よりも、あなたの契約精霊を依より代にするほうが簡単でしょう？」

「そ、そうなんですの？」

「ええ、以前もこの犬の精霊の口を借りて話したじゃないの」

　たしかに、以前、カミトがレスティアの居場所に関する情報を得たときも、彼女はフェンリルに憑ひよう依いして話していた。わざわざ水瓶を用意したのは、無駄だったようだ。

「リンスレット、なぜ私を呼び出したの？」

「は、はい、わたくしたち、イセリア様にお伺いしたいことがあるのです」

　リンスレットは跪ひざまずき、フェンリルの前で頭こうべを垂れた。

　クレアたちもあわててそれに倣う。

　……はたからみれば、なんとも間抜けな光景だ。

「そんなに堅苦しくしなくていいのよ。私はあくまで〈水の精霊王〉の化身なのだし」

「いえ、そういうわけにはいきませんわ」

　リンスレットは静かに首を振った。

「……わかったわ。それで、私に聞きたいことって？」

「〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の盟主、聖王〈アレクサンドロス〉様のことですわ──」

　リンスレットは〈魔王都市〉での出来事を、白はく狼ろうの姿をしたイセリアに話した。

「……まさか、アレクサンドロスが〈人間界〉で復活したなんて」

　と──

　話を聞き終えたイセリアは、思案するように前脚を顎あごにあてた。

　姿はフェンリルであるため、やや間抜けではあるが──

「イセリア様は、〈聖王〉に関して、なにか知っておられますか？」

　訊たずねると、フェンリルは首を横に振った。

「……ごめんなさい。私には、〈精霊王〉であった頃の記憶は、ほとんど残っていないのよ。あなたたちのおかげで、ようやく記憶と力の一部を取り戻したくらいで」

「まあ、そうよね……」

「こ、こら、不敬だぞ！」

　ぽつりと呟つぶやいたクレアを、エリスがたしなめる。

「アレクサンドロスは、知恵と力を司つかさどる、私たち〈五大精霊王〉の盟主だったわ。けれど、あの〈精霊戦争〉の最後に、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の召喚した〈異界の闇〉に汚染されたの。私たちと同じようにね──」

「〈聖王〉は、英雄スライマンをそそのかし、〈魔王〉誕生のきっかけを作ったと聞いた。なんのために、そんなことをしたんだ？」

　と、カミトが訊きく。

「〈聖王〉が〈人間界〉に干渉したというのは初めて聞いたわ。でも、たしかに妙ね。私たち〈五大精霊王〉は、魔王によって引き起こされた混乱を沈めるために、〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉に力を与えたというのに」

「やはり、聖女になにか秘密がありそうだな……」

　カミトは腕組みして唸うなった。

　アレクサンドロスは、聖女アレイシアの肉体を得て、一体何をするつもりなのだろう。

　それに、ルーリエの語った、世界をやり直すとは、一体──

「〈火の精霊王〉については、なにか知ってる？」

　と、こんどはクレアが質問した。

　相手がフェンリルの姿をしているからか、もう敬意のかけらもない。まあ、後ろ脚でカリカリと耳をかいている姿を見れば、無理もないが──

「……そうね。話を聞いただけでは、まだなんとも言えないけれど、〈ヴォルカニクス〉は〈聖王〉との盟約に縛られている可能性があるわ」

「盟約？」

「ええ。〈精霊戦争〉の際に、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉は互いに決して破ることのできない盟約を交わしたのよ。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉に対する強固な同盟を築くためにね」

「あたしたちと来なかったのは、そういう事情があったのね……」

　クレアは悔しそうに呟つぶやく。

「そっちでは、なにか変わったことはないか？」

「そうね、とくに変わり映えのない日々よ──あ」

「……どうしたんだ？」

「いえ、変わったことといえば、ちょっと気になることがあるのよ」

　イセリアは真剣な声で言った。

「なんだ？」

「〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の〈門ゲート〉が、〈人間界〉に開くようになったの」

「……？　それは、よくあることじゃないか」

〈精霊の森〉などでは、自然発生した〈門〉から、強大な精霊が侵入してくることがまれにある。そういった精霊を討伐するのが、〈風王騎士団シルフイード〉の任務でもあった。

「その数が、ちょっと多すぎるのよ。まだ調査中だけれど、〈元素精霊界〉でなにかが起きているのは間違いないでしょうね」

「……そうか」

　たしかに気になる現象ではある。しかし、いまカミトたちの直面している問題とは、あまり関係なさそうだ。

「私の知っている情報はこれくらいよ。あまり役に立てずにごめんなさい」

「とんでもありませんわ、イセリア様」

　リンスレットが首を振る。

「また今度、〈元素精霊界〉に立ち寄るときは、パンケーキをお願いね」

　フェンリルの瞳から光が消え、もとのつぶらな眼めに戻った。

「……正直、あまり役にはたたなかったわね」

「ク、クレア！　精霊王様だぞ！」

「わたくし、こんな衣装まで着たんですのよ！」

　エリスが怒り、リンスレットが文句を言った。

「まあ、記憶がないんじゃしかたない。〈聖王〉のことは、これから調べよう」

「……そうね」

　クレアは立ち上がった。

「宮殿に戻りましょう。サラディア王女が祝宴を用意してくれるって」

「わ、わたくしは、先に制服に着替えますわ！」

「着替えちまうのか、綺き麗れいなのにもったいないな」

「カ、カミトさんっ！」





　　　　◇






「ラージハル・カーンの娘、サラディア・カーンは、此こ度たびのあなたがたの協力に感謝し、〈正統オルデシア〉と同盟を結ぶことを誓いましょう」

「感謝します、サラディア王女──」

〈魔蠍宮スコルピア〉の玉座の間で、フィアナとサラディア王女は握手を交わした。

　略式ではあるが、サラディアはすでに戴冠を済ませている。シェーラ・カーンに仕えた廷臣たちの多くは、彼女の掌握した軍に捕らえられて牢ろうに送られた。

　正統オルデシアにとっては、ドラクニアに続き、大きな後ろ盾ができたことになる。

　軍事的な支援はさほど期待できぬものの、新たな同盟国が出来たという事実は、オルデシア国内の貴族たちの協力を取り付けるのに有効に働くだろう。

「両国の友ゆう誼ぎを深めるために、ささやかな祝宴を用意させました。どうか皆様で、おくつろぎください」

「ご配慮、痛み入ります。サラディア王女殿下──」

　フィアナは優雅に一礼し、ルビアと共に玉座の間を辞した。

　宮殿の外に出ると、すでに日は沈み、庭園には小さな精霊が集まりはじめていた。人間たちの祝宴の気配を感じているのだろう。

「これで、少なくとも二国を味方に付けることができましたね」

「ああ、この報を受けて、帝国でもなにか動きが出てくるだろうな」

「諸侯たちの反乱が？」

「いや、それはまだ早急だろう──」

　と、不意に、ルビアは足を止め、周囲の庭園を見回した。

「ルビア様？」

「フィアナ、お前は気付いたか？」

　ルビアは小声で囁ささやいた。

「……え？」

「サラディア王女だ。近くにいて、何か感じなかったか？」

　フィアナは薄闇色の瞳を見開き、

「では、ルビア様も？」

「ああ。サラディア王女の中には、なにかよくないものが潜んでいるようだ」

「……はい」

　フィアナは頷うなずく。

　それは、元〈精霊姫〉と〈精霊姫〉候補だった二人でなければ、気付かないほどの、ごくかすかな〈邪〉の気配だった。

「王女様は、なにかに取り憑つかれておいでです」

「おそらく、シェーラ・カーンに憑ひよう依いしていたものと同じ存在だろうな」

　ルビアは言った。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦で、あの魔女は明らかに人格が変わった。今度はシェーラ・カーンの肉体を捨て、サラディア王女に憑依したのだろう」

「そんなことができるのですか？」

「〈魔王教団〉には、〈神儀院〉には知られていない、古代の禁呪が脈々と受け継がれている。そういった魔術の類いもあるのだろう」

　ルビアは〈魔蠍宮スコルピア〉のほうを振り向き、静かに告げた。

「──今こ宵よい、魔物を狩る。準備をしておけ」





　　　　◇






　神聖ルギア王国の聖都〈アレクサンドリア〉は、〈救国の聖女セイクリツド・クイーン〉──アレイシア・イドリース生誕の地とされる、〈聖山ロンディニア〉の麓にある。

　白亜の城壁で覆われた、山岳都市だ。オルデシア、クイナと並ぶ、大陸三大国家の首都でありながら、その規模は意外にも小さく、人口も極端に少ない。

　政治や商業など、都市機能の中枢は、およそ二百年前に副都メリアゼルに移譲されており、ここは都市そのものが、聖王を祀まつるための巨大な祭殿として機能しているのである。

　姫ひめ巫み女こによる、学問と祭さい祀しの都市であった。

　その、聖都〈アレクサンドリア〉の中心部。

　象牙の塔と呼ばれる大聖堂に──

　純白の聖衣を纏まとったその少女は、足を踏み入れた。

　空虚な場所だ。

　祀まつる王など、すでに存在しないというのに。

　少女は、床に描かれた大陸の地図の上に立ち、

「──エスト、そこにいるんだね？」

　と、虚空に向かって呼びかけた。

　光の粒子が生まれ、純白の生衣を纏った枢すう機き卿きようが姿を現す。

「──お呼びでしょうか、聖王様」

　エスト、と呼ばれたその少女は──

　聖国の枢機卿、ミレニア・サンクトゥスだ。

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳に、アレイシア・イドリースの顔が映り込む。

　アレイシアの表情が、ほんのわずかにほころんだ。

「──よくやってくれたね、エスト。僕の〈器〉を解き放ってくれた」

　ミレニアは跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「ですが、あなたの忠実な使徒であったルーリエ・リザルディアは命を落としました」

「ああ、そうだね。それは、悲しむべきことかもしれない」

　アレイシアは静かに首を振った。

「けれど、彼女の悲願は叶うだろう。君の悲願と同じように」

　聖女は、大聖堂の天井の壁画を見上げ、悲哀に満ちた声で言った。

　壁画には、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉に裁きを下す、〈聖王〉の似姿が描かれている。

〈最後の審判〉と名付けられた、太古の壁画だった。

「時は満ち、器の〈聖女〉は蘇よみがえった。計画を始めるよ、エスト。〈闇の精霊王〉の犯した罪によって、滅びの道を歩んでしまったこの世界を、もう一度やり直すために」

「すでに準備は整えております、猊げい下か。ご命令通りに」

「候補地は、決まっているのかな？」

「はい、ここがよろしいかと──」

　ミレニアは頷うなずき、床に描かれた地図に錫しやく杖じようの先を押しあてた。
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　──日没後。

　王女戴冠の祝宴は、盛大なかがり火の焚たかれた〈魔蠍宮スコルピア〉の大広間で開かれた。

　広間の床には、アルファス教国の特産品である精緻な図柄の絨じゆう毯たんが敷かれ、金銀の器に盛られた料理や果物、酒の満たされた水みず瓶がめが続々と運ばれてくる。

　浴場で湯ゆ浴あみをしたクレアたちは絨毯の上で、目の前に並ぶ豪勢な料理を眺めていた。

「ご馳ち走そうを床の上で食べるのね。なんだか新鮮だわ」

　湯上がりでつるつるの肌になったクレアが、髪をくくりながら言った。

「教国の伝統的な宴の作法だと聞きますわ」

「俺はこっちのほうが馴な染じみがあるけどな」

　と、カミトは〈教導院〉時代のことを思い出して言った。

〈教導院〉の創設団体が、教国の〈魔王教団〉だったこともあり、砂漠の文化には、貴族のお嬢様たちよりも幾分馴染みがある。

「この絨毯はすばらしいな。どのように刺し繍しゆうしているのだろう」

　エリスが興味津々といった様子で呟つぶやく。

　名産の薔ば薇らの石せつ鹸けん水すいを使ったのか、彼女のうなじからはフローラルな香りがする。

「機織りを専門とする姫ひめ巫み女こが、精霊の導きによって刺繍をしているのよ。だから、本物のアルファス織物には、精霊の加護が込められているの」

　博学なクレアが人差し指をたてて説明する。

「……なるほど、な。どうりで、座り心地がいいわけだ」

　クレアとエリスの間に挟まれて座るカミトは、感心したように言った。

　カミトたちのほかに招かれているのは、親衛隊の将軍、地方軍閥の長、シェーラ・カーンによって幽閉されていた廷臣たちだという。

　シェーラに与くみして利権を貪っていた旧臣たちは、ほぼ全員が監獄に投獄された。彼らが処刑されなかったのは、自分は姉の恐怖政治を引き継ぐつもりはないという、王女の意思の表明だ。

　そのサラディア王女は、新たな玉座に座り、廷臣たちの上奏を聞いている。

　堂々としたその姿は、カミトたちと同年代の少女とは思えなかった。

「サラディア王女、これから大変でしょうね」

「ああ、カーン王朝の後釜を狙う地方の軍閥は、まだまだあるからな」

　王女を見て呟つぶやくクレアに、頷うなずくエリス。

　と──

「遅くなったわ、ごめんなさい」

　カミトたちの背後から、フィアナが声をかけてきた。

「もう、なにしてたのよ」

「ええ、ちょっと、ね……」

　フィアナは小声で囁ささやくと、エリスの隣に行儀良く座る。

「エリス、竜王様に、ドラクニア宛ての親書を届けてくれる？」

「わかった。一番早い風の精霊に届けさせよう」

　エリスは呪文を唱え、隼はやぶさの姿をした風の精霊を召喚する。

　一見、〈シムルグ〉に似ているが、ずっと小型だ。隼は受け取った親書をくわえると、文字通り風のように、宮殿の外へ飛んでいった。

　第二王女と騎士公爵家の娘という関係からか、前はどこか他人行儀だった二人だが、エリスがフィアナの秘書役を務めるようになってからは、ずいぶん仲がいいようだ。

「ドラクニアと正式に同盟することができれば、アルネウスも手は出せなくなるわね」

「ええ、帝国内が安定しない状態で、大陸有数の軍事国家と事を荒立てるようなまねはしたくないでしょうし──」

　クレアたちが話しているあいだにも、宮殿の美食はどんどん運ばれてくる。

　窯焼きの大麦パン、平べったくのばした小麦のパン。豚の丸焼き、まるまる一匹の鶏に詰め物をした米料理。砂魚の香草蒸し、素揚げして塩を振った赤蠍さそり。羊肉と香味野菜を煮込んだシチュー、果物のソースを使った肉料理。銀の器に盛られた房付きの葡ぶ萄どう、焼いた林りん檎ごに蜂蜜をかけたデザート……。

「ふああ……どれもおいしそうね！」

「わたくし、初めて見る料理もありますわ！」

　クレアの視線は、桃をふんだんに使ったデザートに夢中のようだ。

　ひとしきり料理が運ばれてくると、広間の中央に姫ひめ巫み女こたちの楽団が現れ、異国情緒溢あふれる音楽を奏ではじめた。

　楽の音と豪勢な美食に誘われて、精霊たちも宙を漂い集まってくる。このあたりは地の精霊にとって居心地がいいようで、硬い鱗うろこに覆われたトカゲの精霊や、ハンマー型のしっぽを付けたサソリのような精霊がよく目につく。

〈チーム・スカーレット〉の契約精霊たちも、広間を自由に歩き回っていた。

　オルデシアの貴族の会食では、あまり見られない光景だ。

　葡ぶ萄どう酒しゆの杯を手に談笑をはじめた廷臣たちは、大広間を歩き回るスカーレットの尻尾に、串焼き肉をくぐらせて炙あぶっている。

「クレア、いいのか？　高位精霊にあんなことさせて」

　と、隣のクレアに尋ねるカミト。

「スカーレットはご飯を求めて歩き回ってるだけだし……」

「キャンドルサービスみたいなもんか」

「まあ、そうね」

「違うと思うが……」

　エリスが小声でツッコんだ。

「ふっ、わたくしたちも負けてはいられませんわ、フェンリル！」

　リンスレットが、プラチナブロンドの髪をふぁさっとかきあげて立ち上がる。

　吹雪と共に召喚されたフェンリルは、器に盛られた桃や葡ぶ萄どうを凍らせて、即席のシャーベットを作りだした。

「む、やるわね……」

「クレア、どちらの精霊が宴の人気者になるか、勝負ですわ！」

「望むところよ！」

「なんだその対抗心は」

　火花を散らすレイヴン教室の二人を、カミトは呆あきれた顔で眺めた。

「まあ、いいんじゃないの、宴の席だし」

　と、肩をすくめるフィアナ。

「そういや、ゲオルギウスは、あんまりこういう席に召喚されないよな」

「王家秘蔵の精霊ですもの、そう軽々しくは見せられないわ」

「スカーレットたちみたいに、人間の食べ物は食べないのか？」

　精霊は基本的に食物を必要としないが、奉納されたものは喜んで食べることが多い。

「ええ、食べ物よりも、鉄が好きみたい。よく、折れて使い物にならなくなった剣なんかを取り込んだりしているわ」

「そ、そうなのか……意外、でもないか」

　呟つぶやいて、カミトは視線を少し上に向ける。

　カミトたちの頭上を、虹色の尻尾を持つ霊鳥が飛んでいた。

　王女の廷臣たちは、手を合わせてその姿を拝んでいる。

「なんか、シムルグが崇あがめられてるんだが……」

「うむ、私も先ほどから不思議だったのだ」

　エリスも首を傾かしげる。

「〈教国〉では、鳥の姿をした精霊は崇拝されるらしいわ。なんでも、〈魔王〉を乗せて戦場を飛んだ巨鳥の伝説があって──」

　フィアナが解説を始めた、その時。

「兄様～っ！」

「うわっ……と──」

　背後から、音もなく忍び寄ってきた小柄な影に、カミトは抱きつかれる。

「ミュア!?」

「えへへ……」

　首だけで振り向くと──

　そこにいたのは、はにかむような笑顔を浮かべたミュアだった。

　いつもの〈教導院〉の戦闘服ではなく、砂漠の国のドレスを着ている。頭の両端でくくった暗灰色アツシユグレイの髪が、ぴょんと跳ねた。

「ミュア、元気になったんだな」

「ええ、もう大丈夫よ、兄様♪」

　と、元気よく頷うなずくミュア。

　彼女は〈ゾハール〉偵察の最中、同行していたリリィと一緒に〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉に取り込まれ、カミトたちが〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉に赴いている間、ずっと病床にあったのだ。

「リリィは、もう回復したのか？」

「歩けるようにはなったわ。でも、こういう場所には来たくないって」

「そうか、あいつらしいな」

　カミトは苦笑する。あのエルフィム種族の少女は、とにかく人目を嫌うのだ。

「兄様、私がお料理を食べさせてあげるわ」

「……わっ!?」

　ミュアは、カミトの膝の上にぴょんと跳び乗った。

「ちょ、ちょっと、なにしてるのよ！」

　と、クレアが彼女を睨にらむ。

「ふふん、兄様のここは、妹であるミュアの指定席なのよ」

「あ、あんた、妹じゃないでしょ！」

「ええ、義ぎ妹まいよ。義妹は結婚もできるし、身分は実妹より上なんだから」

「……っ、けっ、けっこ……！」

　クレアの顔がカアッと真っ赤になる。

　と、カミトが傍らに置いていた〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が突然、輝きだして、

「控えなさい、そこは私の場所です──」

「エ、エスト!?」

　……なぜか、エストまで乱入してきた。

「嫌よ、ここはミュアの場所だもん」

「……」

　エストは無表情のまま、カミトの膝の上にむぎゅむぎゅと割り込もうとする。

　白銀の髪が淡く輝いている。

　……ちょっと怒っているようだ。

「お、おい、二人とも……！」

「カ、カミト、公共の場で破は廉れん恥ちだぞ！」

「女の子を二人も侍はべらせて、楽しそうですわね！」

「……～っ、け、消し炭よ、消し炭！」

「わ、待て、クレア!?」

「──まったく、騒がしいわね」

　と、漆しつ黒こくの翼を持つ少女が、カミトたちの前に舞い降りた。
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　ふふっと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむレスティアだ。

「む、出たわね、闇精霊……」

　ミュアが警戒したように彼女を睨にらむ。

「私はカミトを独り占めしたいなんて、そんな狭量なことは言わないわ」

　レスティアは余裕の表情で言った。

「ほんとに？」

「みんなで、カミトをシェアすればいいのよ」

「シェア？」

　なんだか嫌な予感がして、カミトは訊たずねる。

「ええ、カミトを独占できる時間を区切るの。夜のカミトはわたしが頂くから、お昼のカミトは、あなたたちで分け合うといいわ」

「なんでだよ！」

　あわててレスティアに抗議するカミト。

「私ほどの高位精霊だと、日中でも問題なく顕現できるけど、闇精霊は基本的に夜のほうが居心地がいいのよ♪」

「お前の都合か！」

「だめよそんなの、夜の兄様はお前の独り占めじゃないの！」

「闇精霊、やはり、あなたとは決着をつけなくてはなりません──」

　と、今度はミュアとエストが共闘しはじめる。

「みんな仲良しね」

　フィアナが呆あきれたように呟つぶやいた。

　奏者が優雅な調べを奏で、姫ひめ巫み女こたちが演舞を舞いはじめた。

　もちろん、精霊に仕える姫巫女たちはみな、見目麗しい乙女なのだが、なにしろカミトのそばにいるのは帝国でもトップクラスの美少女たちであるため、カミトの心は演舞ではなく、もっぱら、珍しい砂漠の美食に注がれている。

「エスト、なにが欲しい？　取り分けてやるぞ」

「はい、あのくるくる回るお肉を所望します」

　エストは回る串に刺さった肉の塊を指差した。

「剣精霊さん、あれはケバブという料理ですわ」

「ケバブ？」

「薄くスライスした羊肉を、回しながら炭火で焼くんですのよ」

「野菜で巻いて、甘辛いタレをつけて食べるんだよな」

「カミト、私はケバブを所望します」

　エストがフォークを構え、紫紺ヴイオレツトの目をキラキラと輝かせた。

　カミトが串から肉を削そぎ取とっていると、クレアが妙な動きをしていることに気付く。

「……クレア、なにしてるんだ？」

「ひゃん！」

　声をかけると、クレアは小さく飛び上がった。

　その途端、制服の下から、ごろごろと桃が転がり落ちる。

「……国賓がみっともないぞ。それにお前、元公爵家のお嬢様だろ」

「へ、部屋で食べるつもりだったのよ！」

　クレアはツーテールの髪をぱたぱたさせ、落ちた桃を集めはじめた。

「まったく、なにをしているのだ……」

　エリスが呆あきれたように言う。

「エリス、遅くなったな」

「義あ姉ね上──」

　葡ぶ萄どう酒しゆの入った水差しを持ったヴェルサリアが、エリスの横に座った。

　ヴィヴィアン・メローサのところで〈城じよう砦さい精霊〉の調整をしてきたようだ。

「エリス、少し飲むか？」

「はい、いただきます、義姉上」

　エリスは首肯し、杯を持ち上げた。

「魔王の都で、あのルミナリスと刃を交えたそうだな」

「ええ、さすがに強かったです」

「しかし、互角だったのだろう？」

「ルミナリス殿と刃を交えることができて、光栄でした。彼女は〈聖国〉の騎士ですが、その剣に曇りはなかった」

「そうか。貴重な経験をしたな」

「はい、義姉上──」

　エリスが口もとをほころばせると、ヴェルサリアは優しく微笑した。

　……ぎこちなかった姉妹は、すっかり仲が良さそうだ。

　そんな二人を見たクレアが、ふと寂しそうな顔をする。

「姉様は、来ないのかしら……」

「ルビアは、あまりこういう宴の席は好きそうじゃないよな」

「そんなことないわ。姉様、お祭りの日はすごく嬉うれしそうだったもの」

　しゅん、とツーテールの髪をしおらせる。

「姉様は亀すくいが得意だったのよ」

「そうなのか……」

　そんなクレアに、

「ルビア様はもうすぐ来るわよ。いまは準備をしているの」

　と、フィアナが声をかけてくる。

「準備って、なんの？」

「すぐにわかるわ」

　そう言って、フィアナは玉座に座るサラディア王女をじっと見据えた。

　宴の席だというのに、どこか緊迫した表情だ。

　──と、不意に。

　笛の音が止やみ、〈玉座の間〉がシンと静まり返った。

　広間の入り口に、全員の視線が集中する。

　そこに現れたのは──

「姉様……!?」

　隣に座るクレアが、小さく驚きの声を上げた。

　そう、ルビア・エルステインだ。

　ただし、いつもの軍服姿ではなく、その身には姫ひめ巫み女この儀式装束をまとっている。

　静かなざわめきが広がった。

「ルビア殿、そのお姿は？」

　と、サラディア王女が怪け訝げんそうに訊たずねる。

　ルビアはゆっくりと、玉座の前まで歩いてくると、楚そ々そとしたしぐさで一礼した。

「サラディア王女殿下の即位を祝して、〈儀式演舞〉をお目にかけたく思います」

「あなたが儀式演舞を？」

　サラディアは眉をひそめて言った。

　たしかに、ルビア・エルステインが、〈火の精霊王〉に仕える〈精霊姫〉であったことを知らなければ、そういう反応にもなるだろう。

「サラディア王女、ルビア殿は、〈神儀院〉の姫巫女でございますれば、ここにいる精霊たちを大いに歓よろこばせることができるでしょう」

　と、フィアナが立ち上がって言い添える。

「なるほど、そうでしたか。では、楽しみに観覧させていただきましょう」

　王女が頷うなずき、軽く手を上げると、ふたたび笛の楽奏が始まった。

　奏でられたのは、精霊を歓よろこばせるための音楽だ。

　燃えるような真紅の髪をなびかせ、ルビアは優雅に舞いはじめた。

「姉様……」

　クレアが紅玉の目を見開く。こうして、姉が演舞を舞うのを間近で見たのは、もう幾いく年とせも前のことだ。最後に見たのは、帝都の〈精霊大祭〉だろうか。

　炎のように乱れ舞う姉の姿を、クレアは真剣に見つめる。

　扇が小さな炎を生みだし、ルビアの周囲をひゅるひゅると回る。

　宴席に集った精霊たちが、歓喜を表すように明滅を繰り返す。

　焔ほのおの中に戯れるルビアは、カミトが思わず見み惚ほれるほど、美しかった。

「俺は演舞に関しちゃ素人だが、綺き麗れいだな……」

「ええ。あれが姉様の演舞よ、カミト」

　クレアは、どこか誇らしげにそう言った。

　昔、一度だけ、帝都で演舞を奉納する彼女を、カミトは見たことがある。

　けれど、あのときは、〈教導院〉の任務を遂行することに必死で、その美しさに気づく心の余裕がなかったのだろう。

　昂たかぶる楽の音に合わせ、ルビアの舞は燃えさかる焔のように激しくなる。
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　と、その時。カミトはふと気付く。

　玉座に座るサラディア王女の様子が、何かおかしい。

（……なんだ？）

「……あ……あ……」

　引ひき攣つったような、苦悶の声を上げはじめる。

「サラディア様、どうなされましたか？」

　廷臣たちも異変に気付き、騒ぎはじめた。

「王女様、大丈夫ですの？」

　心配そうに立ち上がるリンスレット。

　だが、駆け寄ろうとする彼女を、フィアナが引きとめる。

「待って、リンスレット」

「王女殿下？　なにを──」

「皆様、静粛に！」

　フィアナが立ち上がり、声を張りあげた。

　途端、〈玉座の間〉は水を打ったように静まり返る。

「あ、ぐ、お、おお、おおおおおおおおっ──」

　苦しそうに胸をかきむしりながら、サラディアは床に倒れこんだ。

　しわがれた老人のようなその声は、サラディアのものではない。

　大勢の亡者たちの発する、なんともおぞましい声だった。

（この声は──！）

　カミトはハッとした。その声に聞き覚えがあったのだ。

　あのシェーラ・カーンが、死の間際に発した、不気味な声。

「おのれ、謀りおったな、小娘ええええええっ──」

　倒れ伏した身体から、真っ黒な霧のような、闇の瘴しよう気きが溢あふれだした。

　濃密な穢けがれにあてられた周囲の廷臣たちが、つぎつぎと気を失う。

「苦しいか？　魔王教団の教主どもよ──」

　その闇の瘴気を冷たく見据え、ルビアは口を開く。

「お前たちの正体に気付いたのは、シェーラ・カーンの遺のこした〈禁呪〉に関する魔術書を調査していたときだ。私は、ある魔術の存在に興味を引かれた」

「……ぐ……うう、貴様ああああっ……！」

「転生の魔術。肉体を捨て、その精神を他者に憑ひよう依いさせるものだ──」

「おのれ、おのれおのれおのれえええええっ……！」

　溢あふれ出したおぞましい闇の瘴しよう気きが、床を這はいずるように逃げだそうとする。

　だが、その周囲を、すでに光の障壁が囲んでいた。

「〈封絶結界〉よ。逃げることはできないわ」

　いつのまにか、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉を手にしたフィアナが鋭く告げる。

「ルビア様が奉納したのは、儀式演舞第一式──〈破邪の演舞〉。サラディア様の中に巣くう邪を、引きずり出すためのものだったのよ」

「こ、小娘がああああっ、許さぬ、許さぬぞおおおおおっ！」

　闇の瘴気は〈封絶結界〉の中で暴れ回るが、光の障壁に灼やかれてしまう。

「おぞましき〈教主〉の怨念よ、貴様は今日、ここで滅するのだ──！」

　ルビアの手にした扇の尖せん端たんに、蒼あお白じろい焔ほのおが無数に灯ともる。

「あの焔は……」

　クレアがハッとして声を上げる。

　そう、それは精霊魔術の焔ではない。

　エルステイン家に伝わる異能の力。焔すら凍てつかせる──

「──〈絶対零度の焔アブソリユート・フレイム〉」

　異能の焔が、光の障壁ごと〈教主〉の怨霊を呑のみ尽くす。

「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　絶叫を上げてのたうちまわり、燃えてゆく闇の瘴気。

　数百年にわたり、カーン王朝を陰で操ってきた〈教主〉たちは──

　いまここに、あっけなく滅びたのだった。

「サラディア様っ、ご無事ですか！」

　廷臣たちが、倒れたサラディアのもとに駆け寄った。

「どうかご安心ください。気を失っているだけです」

　フィアナが目覚めの精霊魔術を唱えると、彼女はパチッと目を覚ました。

「……ん、う……うう……」

「お加減はいかがですか、サラディア王女」

　サラディアは怪け訝げんそうに瞬まばたきして、

「あの、なにがあったのですか？　わたくしは、一体……」

「あなたの中に巣くっていた、闇を消滅させた」

　ルビアが進み出て、彼女にすべてを説明した。

　話を聞き終えたサラディアは、じっと瞑めい目もくして──

「私の中に、シェーラ姉様と同じ悪しきものが隠れ潜んでいたのですね」

　意外にも、冷静にその事実を受け入れる。

「思えば、心当たりはありました。シェーラ姉様が変わったのも、私が〈魔王の棺〉などを求めて〈赤死の砂漠グル・ア・バル〉へ向かったのも、その闇にそそのかされていたのでしょう」

「歴代の魔王教団の〈教主〉たちは、転生の禁呪を用いて王家の血に隠れ潜み、アルファス教国を支配していた。だが、その歴史は今日で終わりだ」

「感謝します、ルビア殿。それに、フィアナ姫も──」

　サラディアが深々と頭を下げると、廷臣たちの間で自然と拍手がわき起こった。

「──さあ、祝宴を続けましょう。今度は、精霊を愉しませる音楽を」

　サラディアが手を叩たたくと──

　にぎやかな楽の音が、ふたたび宮殿に鳴り響くのだった。
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　夜も更けた頃──

　カミトはそっと祝宴を抜け出し、離宮の部屋に戻ってきた。

〈教国〉の慣習として、祝宴は朝まで続くそうだが、さすがに疲労が溜たまっている。

　なにしろ、あの〈魔王の都〉の崩壊から、一日も経たっていないのだ。

　クレアたちも、途中で切り上げてこっちに戻ってくるだろう。

　お腹なかいっぱいになるまで食べて、剣の姿に戻ったエストとレスティアを壁にたてかけると、カミトはベッドの上に横になった。

　大きな円形のベッドには、装飾の施された天てん蓋がいが付いている。ひょっとすると、例の好色王の使っていたベッドなのかもしれなかった。

（……そう考えると、なんか複雑だな）

　腕を投げ出して、天井を見上げる。

　……酔うほどではないが、葡ぶ萄どう酒しゆの酒精がまだ少し残っていた。

「まさか、ヴェルサリアがあんなに飲ませてくるとは思わなかったな……」

　……今思えば、彼女も、けっこう酔っていたのかもしれない。

　身体が火照り、そうすぐには寝付けない。

〈教国〉でのミッションは一段落したものの、考えるべきことはいろいろあった。

（復活した聖女アレイシア……それに、聖王アレクサンドロス、か──）

　千年前に魔王スライマンを生み出した、元凶とも言える存在。

　大陸で最も崇拝されている精霊王は、なんのために、そんなことをしたのか──

（ルーリエ・リザルディアは、世界をもう一度やり直すと言っていた……）

　それに、カミトが見た〈天使〉の軍勢が、〈人間界〉にやってくるとも──

　……あれは、一体どういう意味だったのだろうか？

　天てん蓋がいを見上げながら、考え込んでいると──

「カミト──」

　シーツの中で、もぞもぞと動く気配がした。

「エスト？」

　カミトはハッとして、上半身を起こす。

　裸ニーソのエストが、ベッドの上にちょこんと乗っていた。

「……剣に戻ったんじゃなかったのか？」

「寝付けないようなので、カミトの枕になるために起きました」

「ま、枕……？」

「はい」

　短く頷うなずき、ぴたっと裸身をくっつけるエスト。

「……っ!?」

　カミトは思わず、声を上げそうになる。

　……抱き枕、ということだろうか。

（たしかに、ひんやりして心地いいが……！）

　鋼の属性を持つエストは、体温がかなり低い。

　酒精で火照った身体には、ちょうどいい冷たさだった。

「……って、だめだろ、とにかく服は着てくれ！」

「枕なので服は着ません」

「……っ！」

　首を小さく傾かしげ、透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳で見つめてくるエスト。いつもは素直に言うことを聞いてくれるのだが、今日はなんだか、妙に頑かたくなだった。

　……と、カミトは気付く。

　エストの頬ほおが、ほんのわずかに赤い。

「ひょっとして、酒を飲んだのか？」

「奉納されたものを拒むことはできません」

　エストは無表情に言った。

　……なるほど。精霊のための〈御お神み酒き〉で、酒精に酔ってしまったようだ。

「ふぁ……私は剣の精霊、なので、酔ってはいません」

「酔ってる奴やつは、みんなそう言うんだけどな……」

　やれやれと肩をすくめ、エストの説得を諦める。

　そのまま、ごろんと仰あお向むけになり、ふと思い出したようにカミトは訊たずねた。

「なあ、エスト──彼女の夢は、まだ見るのか？」

　彼女とは、聖女アレイシアのことだ。

〈魔王の都〉へ向かう前、エストは彼女の夢をたびたび見ていたのだ。

「もう夢は見ていません」

　エストは首を横に振った。

「そうか……」

「カミト、どうしたのですか？」

「いや、なんでもない──」

　カミトは、はぐらかすように言った。エストの本来の契約者であった、聖女アレイシアの復活に、エストが動揺しているんじゃないかと思ったのだ。

（いや、動揺してるのは俺のほうかもな……）

　と、カミトは胸中で自嘲した。

「カミト──」

「うん？」

「私はずっと、カミトの剣です」

「ああ、そうだな──」

　カミトは白銀に輝くエストの髪を、そっと撫なでる。

　と──

「ちょっと待ちなさい、カミトの第一の剣は私よ──」

「……っ!?」

　ベッドの上に、ふわり、と漆しつ黒こくの翼が舞い散る。

　ドレス姿のレスティアが、ぽすっとカミトの上に覆おおい被かぶさった。

　ふよんっ、と瑞みず々みずしい果実のような胸が鼻先にあたる。

「レスティア、まさか、お前も酔ってるのか!?」

「所有権を主張しにきたのよ」

　エストに対抗するように、レスティアはカミトの腰に腕を回す。

「闇精霊、邪魔です。離れて下さい」

「あら、あなたこそ、遠慮しなさい」

「お、おい、二人とも……うわっ！」

　カチッ。

　と、その瞬間。なにか硬いものを押す音がした。

　枕もとに隠してあったスイッチを、押してしまったらしい。

　なにか歯車の回る音がして──

　広いベッドの上がくるくると回り出した。

「なんだ？」

　オルゴールの妖しい調べが流れ、ピンク色の精霊光が部屋に溢あふれる。

　……そういえば、ここは伝説の好色王の離宮なのである。

　王族が愛人を囲う部屋だったとしても、おかしくない。

「な、なに、くるくる回り始めたわ!!」

「ふぁ、カミト、目が回ります」

　二人の精霊に抱きつかれたまま、くるくる回るカミト。

「こ、これは、精霊ケバブー？」

　ベッドの上で目を回しながら、そんなアホなことを考えてしまうのだった。
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　──〈教国〉で歓待の宴が開かれていた、その頃。

　オルデシアでは、帝都を震しん撼かんさせる、ある事件が起きていた。

「……叛はん乱らんだと!?」

　寝入りを起こされた皇帝アルネウスは、家臣たちに怒鳴り散らした。

　ことが起きたのは、数時間ほど前のことである。

　アルネウスの戴冠以降、帝国騎士団の管理下にあった〈学院都市〉で、学生と一部の教師による叛乱が発生したのだ。

　原因は未いまだ調査中だが、自由と独立の精神を持つ学院に対する、帝国騎士団の支配的な方針に、以前より反発があったようである。

　それはいい。学生が過激な抗議活動に走るのは、ままあることであり、学院都市に駐屯している帝国騎士団の武力を持ってすれば、鎮圧することは容易たやすい。

　だが、今回はタイミングが最悪だった。

　アルネウスの戴冠以降、彼の政治方針に、諸侯の不満は募っていた。反アルネウス派の諸侯に対して、徹底した弾圧を行ってきたことも、かえって民衆の反感を買っていた。

　帝国議会に出席している中立派の貴族さえも、アルネウスを見限り、密ひそかに亡命した第二王女、フィアナと頻繁に密書を交わしているという。

　その状況下での、叛はん乱らんである。

　火薬樽だるに、火種が投げ込まれたのだ。

　これを放置すれば、帝国に対する不満の炎が、一気に燃え上がるだろう。

「学院都市での叛乱に呼応して、ボードラルメ侯爵家、ハルダリーの諸家、エーデルガルト伯爵家は、すでに兵を挙げたとのことです」

　軍務を担当するシグナス・ファーレンガルト公爵が冷静に報告した。

「未確定ですが、ローレンフロスト辺境伯領でも動きがあると──」

「くそっ、なぜだ！　なぜ、皇帝である俺にしたがわぬ！」

　皇帝アルネウスは、苛いら立だたしげに杯を投げ出した。

〈聖国〉の力に頼ってまで、皇帝の冠を手に入れたはずだった。

　だが、自分を皇帝として認めてくれるのは、媚こびを売る家臣どもだけだ。

「速やかに叛乱を制圧しろ！　軍用精霊の投入も許可する──」

「学生に軍用精霊を？　それは諸侯の反発を招くでしょう」

　ファーレンガルト公爵は、落ち着いた声で言った。

「かまわん。俺に刃向かえばどうなるか、見せしめにしてやるのだ」

「学院での軍用精霊の運用は、帝国議会を通して頂かねばなりません」

「……っ、黙れ、皇帝の命令だぞ！」

　アルネウスが会議用のテーブルを叩たたくと、家臣たちは静まりかえった。

　ファーレンガルト公爵は、眉一つ動かさない。

「学院都市の叛乱は、駐屯している部隊で制圧できます。しかし、挙兵した諸侯に対する懲罰は必要でしょう。ただちに軍を編成いたします」

　無感情に言って、ファーレンガルト公爵は退出した。

「くそっ、なぜ……なぜだっ……！」

　家臣たちを追い出した、軍議の間で──

　アルネウスは一人、酒をあおった。

　皇帝を排除し、その暗殺未遂の罪を妹に着せ、すべてはうまくいくはずだった。

　だというのに、なぜ──？

「なにを嘆いているの、皇帝陛下──」

　と、何い時つの間まに現れたのか──

　アルネウスの背後に、一人の少女が立っていた。

「ミレニア卿きよう!?」

　アルネウスはハッと身を起こした。

　この少女こそ、彼を皇帝の座に就くようそそのかした、〈聖国〉の枢すう機き卿きようだ。

「学院都市へは私が直接おもむくわ」

「な、なんだと？　しかし、〈聖国〉が軍事介入するのは、さすがに──」

　そんなことをすれば、帝国議会で追及を受けるだろう。

「聖国の軍事力を投入するわけではないわ。あの場所で、実験をしようと思うの」

「実験だと？」

「──ええ。〈学院都市〉そのものを、この地上から消滅させるわ」
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「……う、ん……？」

　目を覚ますと、鼻先に柔らかい感触があった。

　頬ほおをくすぐる繊細な髪先。細い指が、カミトの黒髪を優しく梳すく。

　どうやら、頭を撫なでられているようだ、とカミトは微睡まどろみの中で気づく。

　とても懐かしい感覚だった。幼い頃に、よくこうしてもらった記憶がある。

　頭の上で、綺き麗れいな歌声が聞こえた。

　それも、幼い頃によく聞いた、彼女の歌声だ。

「……レスティア？」

　カミトはベッドの中で、小さく身じろぎした。

　すると、レスティアは子守歌をやめ、

「よく眠れたかしら、カミト──」

　と、小さく微笑ほほえんだ。

　彼女は枕もとに寄り添い、ずっとカミトの寝顔を眺めていたようだ。

「あ、ああ……」

　カミトはドギマギしつつ半身を起こす。昨晩は、エストもレスティアも互いに譲ろうとしないので、しかたなく、三人でベッドを共にしたのだった。

「ふぁ……おはようございます、カミト」

　と、エストも目をこすりながら起きてくる。

　……その姿は、昨晩と同じ、全裸ニーソのままだった。

「昨日は楽しかったわね、剣精霊さん。みんなでくるくる回って」

　レスティアはくすっと微笑した。契約精霊としてのライバル心を抱きつつも、なんかんだ、レスティアはエストのことを気に入っているふしがある。

「否定はしません、闇精霊」

　無表情に頷うなずくエスト。

　……どうやら、くるくる回るベッドがお気に召したらしい。

「いや、あのまま途中で止まらなかったら、眠れないところだったぞ」

　頭をかかえつつ、ぼやくカミト。

　──と、その時である。

　ぱたぱと軽い足音がしたかと思うと、突然、部屋の扉が開き、

「カ、カミト、大変よ……！」

　あわてた様子のクレアが飛び込んできた。

「……って、あ、あんた、契約精霊となにしてるのよっ！」

　ベッドの上の様子を見たクレアが、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「ま、まて、これはだな──」

　カミトはあわてて弁解しようとするが、艶なまめかしいナイトガウン姿のレスティアと、全裸ニーソのエストに寄り添われた今の格好では、なんの説得力もない。

「ふふ、あなたたちも交ざる？」

「え？　……な、なな、なに言ってるのよ！」

「は、破は廉れん恥ちな！　そこになおれ、ケバブにしてくれる！」

　クレアと一緒に来たエリスも腰の剣を抜き放つ。

「ケバブにはもうなったんだが……」

「なに、どういう意味だ？」

　剣を抜いたまま、きょとんとするエリス。

「も、もういいわ！　と、とにかく、早く来なさい！」





　　　　◇






　離宮の広間では、すでにほかのメンバーがテーブルに着いていた。ルビア、フィアナ、リンスレット、ミュアとヴェルサリアの姿もある。

　ミュアはまだ眠そうで、こっくりと舟を漕こいでいた。

　テーブルの上には、大きな地図が広げられている。

　見たところ、オルデシア帝国とその周辺の地図のようだ。

「──遅い。なにをしていた」

　と、いきなりルビアに叱責された。

「いや、部屋で寝てたんだが……」

「昨晩は夜中まで、精霊大回転を堪能したそうよ」

　クレアがつんとした口調で姉に告げ口する。

「なんだと？」

　ルビアが鋭くカミトを睨にらむ。

「……っ、そ、そんなことより、なにがあったんだよ？」

　カミトはあわてて誤ご魔ま化かし、地図に目を落とした。

　地図上には、色の付いた木製の駒がいくつか置かれている。学院の授業で使ったこともある、戦術教練用の駒だ。

「昨晩、アレイシア精霊学院で、学院生による叛はん乱らんが起きた」

「……なんだと？」

　まだ寝ぼけていた頭が一気に冴さえる。

　見れば、たしかに学院のある場所に駒が置かれていた。

「……原因は？」

「帝国騎士団への抗議運動をしていた学生たちを、騎士団が逮捕したのが発端だ。もっとも、不満の火種は以前より燻くすぶっていたのだろうがな」

「その火種が、一気に爆発したってわけか……」

　ルビアは静かに頷うなずき、

「叛乱を起こした学院生たちは、〈風王騎士団シルフイード〉を中心として、学院都市の〈ウンディーネ街区〉に大規模なバリケードを築き、抵抗を続けているようだ」

「抵抗が続いてるってことは、騎士団はまだ〈軍用精霊〉を投入していないのか？」

　オルデシアの正規軍である帝国騎士団が本気になれば、学院生の叛乱を鎮圧することなど容易たやすいはずだ。それをしないということは、様子を見ているのだろうか。

「おそらく、な。〈軍用精霊〉を投入して学院生を攻撃すれば、帝国内はおろか、諸外国からも非難の声が上がるだろう。対外的には叛乱ではなく、あくまで学生の抗議運動ということにしておきたいはずだ」

「なるほど、な──」

　……しかし、それも時間の問題だろう。

〈軍用精霊〉を使わずとも、学院に駐屯しているのは、正規の精霊騎士なのだ。

「学院都市の住民はどうしてるんだ？」

「すでに郊外への強制避難が完了している。帝国側は市壁の門をすべて閉ざし、蟻あり一匹入れないようにしている」

「制圧作戦の下準備ってとこね」

　と、クレアが呟つぶやく。

「本題はここからだ」

「──というと？」

「学院の叛乱に呼応して、反皇帝派の諸侯たちが兵を挙げたわ」

　フィアナが口を開いた。

　なるほど、帝国の各地に置かれた駒は、その諸侯たちを表しているのだろう。

「〈アレイシア精霊学院〉には貴族の淑女が通っている。それを弾圧した、現皇帝への不満が爆発した形だな」

「わたくしの故郷、ローレンフロストも挙兵したそうですわ」

　リンスレットがオオカミの駒を指差して言った。

「ファーレンガルト家は皇帝側だな」

　エリスは辛つらそうな口調で呟つぶやく。

　ファーレンガルト公爵家は、代々オルデシア王家に仕えてきた大貴族だ。エリスの祖父は、たとえ暗愚な皇帝であろうと、最後まで忠誠を尽くすつもりなのだろう。

「叛はん乱らんを起こした諸侯に、勝ち目はあるのか？」

　訊きくと、ルビアは首を横に振り、

「小領主の叛乱だ。現状の兵力では、為なす術すべも無く磨すりつぶされるだろうな」

　冷徹とも言える口調で、告げる。

「だが、叛乱の旗印となる者がいれば、様子を見ている中立派の諸侯たちが、味方に付く可能性もある」

「フィアナか──」

「そうだ。帝国の多くの民が、第二王女の帰還を待ち望んでいる」

　ルビアが頷うなずく。

　フィアナのほうへ視線を向けると、彼女はこくっと頷いた。

（……覚悟はできてる、ってことか）

「いま私が帰還しなければ、アルネウスに対して立ち上がった諸侯たちを、見捨てることになるわ」

　……たしかに、その通りだ。だが、おそらく、この場にいるミュア以外の全員が、同じ疑問を抱いていることだろう。

　フィアナが帰還したとしても、強大な帝国に対して、勝算はあるのだろうか──？

　と、そんな全員の胸の内を察してか、ルビアが口を開く。

「反乱の象徴となる拠点を確保すれば、潮目は大きく変わるだろう」

「学院のことね──」

　クレアが声を上げた。

　たしかに、〈アレイシア精霊学院〉は、オルデシア帝国を象徴する場所だ。

　反乱軍がここを奪還することができれば、勢力図はガラッと変わるに違いない。

「反乱軍の諸侯は、学院に兵を進めているのか？」

　これまで、黙して聞いていたヴェルサリアが口を開く。学院生の反乱に呼応したという名目であれば、当然、支援のために手勢を派遣しているはずだが──

「いや、学院の周辺領地は、すべて帝国の直轄領だ。そこへ派兵したとなれば、即座に全面戦争になる。現状は領地内で兵力を集め、様子見といったところだろう」

　反皇帝派の領主たちは、フィアナとドラクニアの動きを見ているのだろう。

　そして、それはアルネウスの側も同じことだ。

「それで、どうするんだ？　〈正統オルデシア〉としては」

　カミトが訊たずねると、ルビアは地図上の駒を手に取った。

「我々は二手に分かれる。私とフィアナは帝都へ進軍し、帝国の目を引き付ける」

　と、ひとつの駒をローレンフロストの上に置き、

「そして、お前たちは学院へ向かう」

　もうひとつの駒を〈アレイシア精霊学院〉側に置く。

「学院へ──」

「わたくしたちだけで、ですの？」

「そうだ」

　驚くクレアとリンスレットに、ルビアは頷うなずいてみせる。

「学院は、帝国騎士団の要よう塞さいになってるんじゃないのか？」

　選よりすぐられた精霊使いである精霊騎士。それに軍用精霊も配備されている。

　そんなところに乗り込むのは、無謀の極みだ。

「学院を奪還する必要は無い。抵抗を続けている学院生たちと協力して、帝国騎士団を撃退すればそれでいい。抵抗が長引けば、中立派の諸侯もこちらに傾く」

「簡単に言ってくれるな」

　ヴェルサリアが言った。

「そもそも、どうやって学院都市に入るのですか？」

　エリスが訊きく。先ほど聞いた通り、〈アレイシア精霊学院〉とその周辺の領土は、皇帝の直轄領だ。現状、そこを通って学院に向かうのは難しいだろう。

　しかし、カミトはルビアが次に言う言葉の予想がついていた。

「〈精霊の森〉を経由する」

　エリスたちは顔を見合わせた。

　広大な〈精霊の森〉は、学院の敷地の一部だ。その深奥には強大な精霊たちが棲すみ着いており、足を踏み入れることは許されていない。

「たしかに、そのルートは誰も予想しないわね」

　と、クレアが言った。

　軍隊が侵入することはまず不可能。だが、少人数の精霊使いであれば、森を抜けることもできるかもしれない。

「なんにせよ、このまま指をくわえていたら、学院生の叛はん乱らんなんて簡単に潰されてしまうわ。それで行きましょう」

「……たしかに、な」

「そうですわね」

　クレアの言葉に、全員、覚悟を決めたように頷うなずいた。

「──その通りだ。すぐに準備をしろ、事態は一刻を争う」





　　　　◇






〈アレイシア精霊学院〉付属都市、アレイシア・ポート──通称〈学院都市〉。

　学院校舎を中心として造られた、精霊と精霊使いのための計画都市である。

　その都市の一区画──〈ウンディーネ街区〉で、学院生と一部の教師たちが、強固なバリケードを築き、帝国騎士団に対する抵抗を続けていた。

　衝突の引き金となったのは、実質的に学院を占拠していた帝国騎士団が、学舎の前で抗議活動をしていた学院生の集団を逮捕したことだ。その事件を発端に、横暴な帝国騎士団への不満が一気に爆発し、教師を巻き込んでの動乱となった。

　小さな火はすぐに燃え広がり、事態は今や帝国全土が注目するものとなっている。

　帝国騎士団としては、貴族の子弟である学院生を相手に、軍用精霊を投入するわけにもいかず、叛乱分子を一人一人取り締まることしかできない。一方、学院生の側は、複雑に入り組んだ〈学院都市〉の構造を知り尽くしており、地の利があった。

　しかし、帝国側が、このまま事態を放置しておくはずもない。

　ことが帝国全土に広がってしまった以上、二十四時間以内には、軍用精霊を投入しての解決に踏み切るだろう。

　そんな偽りの静寂に満ちた、真夜中の学院都市を、一人の旅人が歩いていた。

　灰色のフードを目深にかぶった、小柄な人物だ。

　顔には、銀色の仮面を着けている。

　この状況下、一人で街を出歩く者はいない。帝国騎士団は、常に三人以上の小隊規模で行動しているし、学院生も、〈結界〉を張ったバリケードの外に出ることはない。

　学院都市の門は固く閉ざされており、旅人が足を踏み入れることは、原則不可能だ。

　旅人は、闇に溶け込んでいた。腰に差した、禍まが々まがしい装飾のある真紅のロング・ソードは、その小柄な人影にはなんとも不釣り合いであった。

　──と、その少女の向かう先に、三人の軍服姿の騎士が現れる。

　帝国騎士団の小隊だ。彼女たちは、街を見回っていたのだった。

「貴様、何者だ──」

　小隊長が詰問した。

　仮面の人物は無言のまま、腰に差した真紅の剣をスラリと抜き放った。
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　ゾハールを出立して、二十八時間後。カミトたちは陸路で、〈教国〉と国境を接している、アルザンヌ伯爵領〈精霊の森〉に足を踏み入れた。

　ルビアの思惑通り、オルデシア国内への侵入は、それほど難しくはなかった。アルザンヌ伯は皇帝側の貴族ではあったが、そもそも、魔境とも呼ばれる〈精霊の森〉を見張るための兵力をほとんど置いていなかったのだ。

（……たしかに、こんな森の中に入る奴やつなんて、自殺願望のある奴くらいだろうな）

　夜。鬱うつ蒼そうと茂る森の中を、カミトたち一行は、強行軍で進んでいた。

　今こ宵よいは新月のため、月明かりはない。いや、たとえ満月であったとしても、この深い森の中に光が届くことはなかっただろう。

　足もとを照らすのは、スカーレットの尻尾に灯ともる火のみだ。

「……不気味ね。気配はあるのに、獣の鳴き声がまったくしないわ」

「精霊の森は生者を嫌う。俺たちも歓迎されちゃいないだろうな」

　小声で呟つぶやくクレアに、カミトは言った。

「あまり物音を立てるな。森の精霊はよそ者を嫌う」

「ええ、わかってるわ」

〈精霊の森〉は、〈人間界〉で最も〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に近しい場所だ。〈神威カムイ〉の密度の高い深奥部では、〈魔神級〉の精霊と遭遇することも十分あり得る。

（……このあたりは、昔、グレイワースに連れて来られたんだよな）

　と、カミトは嫌な記憶と共に思い出す。

〈教導院〉の暗殺技能者であったとはいえ、まだ十二歳のカミトを、こんな場所に放り出したのだ。正気の沙さ汰たではなかった。

　とはいえ、これが学院までの最短ルートであることに、間違いは無い。

　無論、安全性を度外視した話だが。

「兄様、こわいわ♪」

　ふよんっ。

　ミュアがカミトの手を握り、成長途中の胸を押しつけてくる。

　まだ十三歳のはずだが、かすかな弾力があった。

「ミ、ミュア!?」

「ちょ、ちょっとあんた、離れなさいよね！」

「嫌よ。お姉ちゃんこそ、もう片方の手が空いてるでしょ」

「ぐぬぬぬ……」

　クレアのツーテールの髪が、火の粉を散らして燃えあがる。

「二人とも、静かにしろ。森の精霊が騒ぎ出すぞ」

　前を歩くエリスが注意した。

「騎士団長、まだ学院の敷地ではないんですの？」

「もうすぐのはずだがな……」

　エリスが呟つぶやくと、彼女の腕にとまった〈シムルグ〉がくるる、と鳴く。

　森の中では、地図も羅針盤も役にたたない。

　森を狩り場としている、〈シムルグ〉の案内だけが頼りだった。

〈精霊の森〉に足を踏み入れてから、もう八時間ほどになる。危険な夜の森を、一切の休みなく歩き続けるのは、訓練を積んだ精霊使いといえど、相当しんどいはずだった。

「足がきつくなってきたら、俺が背負うよ。遠慮なく言ってくれ」

「ま、まだ大丈夫ですわ！」

「もう少し進めば、〈契約の祠ほこら〉に出るはずよ」

「契約の祠？」

「あたしが、エストを解放した場所よ」

　クレアが、横を歩くカミトをチラッと見て言った。

「そうか。あのあたりか……」

　学院に編入して早々に、大変な目に遭った場所だ。暴走したエストに襲われたクレアを助けるために、カミトが割り込み、エストと精霊契約を結ぶことになったのだ。

　そして、エストを横取りされたクレアは、カミトを奴ど隷れい精霊にすると言い出して──

（……思えば、あの祠から、すべてが始まったんだよな）

　そんなことを、感慨深く思い出す。

　月日にすれば、ほんの数ヶ月ほどだが、学院に入学してからの賑にぎやかな日々は、レスティアを探して放浪の旅を続けていた三年間よりも、はるかに長く感じた。

「あ、あんたってば、あたしの裸を見て、む、胸を揉もんだのよね！」

　クレアがカミトをジロッと睨にらんできた。

「なに、それは初耳だぞ！」

「初めて聞きましたわ！」

　エリスとリンスレットが聞きとがめた。

「ち、違うぞ！　あれは、クレアが〈炎の[image: ]〉を振り回して……」

「……～っ、なによ、揉もんだのは本当でしょ！　しかも、子供の裸に興味はないだとか、残念な胸だとかっ！」

（……しまった、やぶ蛇だった!?）

　あのときのことを思い出したのか、クレアが怒り出してしまった。

「可哀かわい想そうですわ！　クレアの胸も、少しは成長していますのよ！」

「ちょっと、リンスレット!?」

「兄様、子供の裸に興味はないって、聞き捨てならないわ！」

　と、騒がしくなってきたところで──

「お前たち、静かにしろ──」

　ずっと無言だったヴェルサリアが、鋭く言った。

〈風王騎士団シルフイード〉の元騎士団長の叱責に、クレアたちも思わず居ずまいをただす。

　ヴェルサリアは腰の剣に手をかけ、じっと暗闇の奥を見据える。

　複雑に入り組んだ木立の奥に、立派な角を持った鹿の姿が見えた。

「あれは──」

「〈精霊の森〉に棲すむ古いにしえの神獣精霊だ。音を立てるな」

「……!?」

　全員、息を潜めた。完全な動物の姿を取ることのできる、高位の精霊だ。

「こんな浅い場所に、あれほどの精霊がいるなんて……」

「ここは、迂う回かいした方がよさそうだな」

「ええ、少し遠回りになるけど──」

　と、クレアが静かに後ろに下がった、その時だ。

　ヒュッと風を切る音がして──

　木立の間から現れた、無数の影が一行に襲いかかった。

「……っ!?」

　カミトは咄とつ嗟さに跳躍、足もとに迫る影を一いつ閃せんする。

　だが、突然の出来事に反応できたのはカミトだけだった。

「ひゃ、ひゃあああん！」

「きゃああっ、なにをしますの……あんっ♪」

　しゅるしゅるしゅるっ、触手のような影はたちまちお嬢様たちの足を絡め取り、そのまま木の上に縛りあげてしまう。

「……くっ……な、なんだこれは……ふぁっ、そ、そんなところを触るなぁっ！」

　甲かつ冑ちゆうを奪われ、豊かな胸をふよふよと揉まれるエリス。

「お、おのれっ……この私に、このような、ぁんっ……」

　妙な体勢で吊つり上あげられたヴェルサリアが、じたばたともがく。

　清せい楚そなスカートが大胆にめくれあがり、健康的なふとももの付け根に白のパンツが扇情的に食い込んでいるのがみえる。

「……っ、レ、レン・アッシュ──カゼハヤ・カミト、なにを見ているっ！」

「ち、違っ──」

　彼女のアイスブルーの目に睨にらまれて、カミトはあわてて目を逸そらした。

「やんっ、兄様、助けて……♪」

　ミュアだけはちょっと楽しそうだ。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の明かりを、蠢うごめく触手に近付けた。

　と、すぐにその正体に気付く。

　……どうやら、植物の蔓つるのようだ。

「ひとまず、害はないみたいだな」

　安あん堵どして肩をすくめるカミト。

「なに言ってるの、い、いままさに害を被こうむってるわよ、ひゃあああああんっ♪」

「し、下着の中にまで入り込んできますわっ……んんっ♪」

「……カ、カミトの前で、そんなところを……ふぁあんっ♪」

　蔦つたに絡まれたまま、艶なまめかしい声で喘あえぐお嬢様たち。

「ニャー？」

　ご主人様が遊んでいると思ったのか、はたまた猫の本能なのか、スカーレットが周囲をぴょんぴょん跳ね回る。

「カ、カミト、見てないで、早く助けなさいよね！」

「わ、わかった！」

　カミトがあわてて〈魔王殺しの聖剣〉を閃かせる。

　と──

「おまえたち、ここでなにをしているのだ！」

　鬱うつ蒼そうとした森の中に、少女の声が響き渡る。

「……っ、お、おまえは──？」

　カミトが振り向くと──

　そこにいたのは、巨大な狼の背に乗った、顔かお馴な染じみの少女だった。





　　　　◇
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　森の中にある祠ほこらの中で、焚たき火びの炎が揺れる。祠の壁には大きな骨の装飾品が飾られ、ツンと鼻を刺すような薬草のにおいがあたりに充満していた。

「お前たちには申し訳ないことをしてしまったのだ」

　その少女は、焚き火のそばに座るカミトたちに、ぺこりと頭を下げた。

　湖面のように澄んだ青い瞳に、プラチナブロンドの髪。

　カミトたちと同じ、学院の制服を着ている。

　少女の名は、ホリン・シャレイリア。

〈チーム・ケルンノス〉に所属している、〈樫の賢者ドルイド〉の少女だ。

　強大な〈獣群精霊〉の使い手であり、以前、対抗試合でカミトとクレアを破ったこともある、学院でも屈指の実力者であった。

　カミトたちは、彼女が森に仕掛けたトラップにかかってしまったのだ。

「いや、俺たちこそ、無断で入って悪かったな」

　カミトは謝罪した。このあたりの森は、彼女の庭であるらしい。

　森の一族に生まれたシャレイリアは、精霊使いとしては珍しく、貴族ではない。

　そのため、学院に籍を置きつつも、特別な許可を得て、この〈精霊の森〉で動物たちと一緒に住んでいるのであった。

「あんたの家があるってことは、ここはもう、学院都市のそばなのね？」

　クレアが薬草のお茶をすすりながら、言った。

「うむ、丘を下ればすぐにたどりつく」

「学院都市の様子は、なにかわかるか？」

「……むう、すまぬ」

　エリスが訊たずねると、シャレイリアは首を横に振った。

　学院生と帝国騎士団の衝突が起きたとき、彼女は森にいたため、学院に戻れなくなってしまったのだという。しかたなしに、この祠ほこらで寝ていたところ、カミトたちが庭のトラップにかかってしまったというわけだ。

「なんであんな罠わなをしかけているのよ」

「森に迷い込んだ学院生がかかったら、危ないですわよ」

　リンスレットがめっと注意すると、

「──あの者たちに、森の〈遺跡〉を荒らされぬためだ」

　彼女は真剣な表情で言った。

「〈遺跡〉ですって？」

　クレアたちは顔を見合わせた。

〈精霊の森〉には、神話時代の〈遺跡〉が無数に残されている。

　例えば、エストを祀まつっていた祠も遺跡の一つだ。その中でも最も有名な遺跡が、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉への転移を可能にする〈門ゲート〉の遺跡だろう。

「うむ、奇妙な姿をした者たちが大勢、森に入ってきて、湖の近くにあった〈門〉の遺跡を持ち去ってしまったのだ」

「持ち去った？　どうやって──」

「あの者たちは、軍用精霊を使ったのだ──」

　シャレイリアは悔しそうに話した。

　その奇妙な集団は、森の中で軍用精霊を解き放ち、〈遺跡〉を構成する巨石を、分割して持ち出したのだという。

「帝国の騎士団ではないのか？」

　エリスが言った。

「わからぬ、みんなおかしな仮面を着けていたのだ。あの者たちが森の木を切り倒したせいで、動物たちはここを離れてしまったのだ」

「帝国騎士団が、そのようなことをするとも思えないが──」

　古代の遺跡は、かつて〈元素精霊界〉と〈人間界〉が一つだった時代のものだ。現在の精霊学の技術では、最も単純な〈遺跡〉の力を模倣することもできない。

　そのため、〈遺跡〉は国家間の条約によって保護されており、破壊はもちろん、移送することも、厳しく禁じられているのだ。もし、遺跡を持ち出したのが帝国の軍だとすれば、周辺諸国や国内の貴族からも大きな非難を浴びるだろう。

「遺跡を持ち去って、一体、なにをするつもりなのかしら？」

「……なんだか、悪い予感がしますわね」

「ああ、急いだ方がよさそうだ──」

　カミトが頷うなずくと、シャレイリアは立ち上がり、口笛を吹いた。

「この先に、学院都市へ出る抜け道がある。狼に案内させるのだ」





　　　　◇






　ズ……ズズ……ズズズズズズン……！

　アレイシア精霊学院の広大な訓練場に、巨大な物体を引きずる音が響く。

　帝国騎士団の監視のもと、数体の大型軍用精霊〈グラシャラボラス〉が、自身の全長ほどもある巨石を、組み立てているのだ。

　それは、〈精霊の森〉から奪った、神話時代の〈門ゲート〉の遺跡であった。

「いいわ。〈門〉がこれだけあれば十分ね」

　と、軍用精霊の肩に乗った少女が声を発した。

〈聖国〉の枢すう機き卿きよう──ミレニア・サンクトゥスだ。

　帝都の宮殿に常駐しているものとは、別の個体であり、同時に同一の存在でもある。

　あらゆる空間に遍在するその性質こそ、彼女の精霊としての能力であった。

　軍用精霊を使役しているのは、帝国騎士団ではなく、聖国の僧兵団だ。

　白しろ無む垢くの仮面を装着した、〈聖法機関デ・ゼツサント〉直属の執行部隊──

　神話時代の〈門〉の移動。この暴挙とも呼べる行為に、しかし、オルデシアの帝国騎士団が介入することはできない。

　ミレニア枢機卿は、皇帝アルネウスの勅を受けて、ここにいるのだ。

　帝国の騎士たちは、〈門〉を利用した大規模な召喚魔術の実験だと聞かされていた。

「ミレニア卿きよう、三基目の完成をもって、予定通りに開始できるかと」

　と、仮面の僧兵が報告した。

「そう、では早速始めましょう」

　ミレニアは唇の端を歪ゆがめて微笑する。

「──最初の〈アストラル・シフト〉を」





　　　　◇






　森の狼に案内され、抜け道を出ると、見慣れた学院都市の景色が見えてきた。

　市壁に囲まれた街の中心に、サーチライトの明かりが見える。

　アレイシア精霊学院の学舎だ。

　学院生が立て籠こもって抵抗を続けているのは、小劇場や喫茶店、ブティックなど、娯楽施設と商用施設の固まった〈ウンディーネ街区〉である。

　学院生にとっては一番馴な染じみのある街で、カミトたちも、よく買い物をしたり、レストランで祝勝会をしたことがある。

　まだ、夜明けには遠い時間だ。

　頭上には、サーチライトを照らす哨しよう戒かい用の軍用精霊が何体も飛行していた。

「見つかるわよ、頭を低くして」

　木立の陰で、クレアが小声で言った。

「ふっ、貴族のわたくしが、こそこそするのは性に合いませんわね。あんなもの、撃ち落としてみせますわ」

　自信満々に弓をつがえるリンスレット。

「ちょっ──やめなさい！」

　クレアが彼女のうしろ髪をあわてて引っぱる。

　グギッと首の曲がる音がした。

「い、痛いですわ！　なにをしますの！」

　涙目で抗議するリンスレット。

「哨戒用の軍用精霊は、全部リンクしてるのよ。攻撃なんてしたら、あたしたちのいることが軍に筒抜けよ」

　そんな二人をやりとりを見たミュアが、呆あきれて言う。

「この程度の警備、どうとでもなるでしょ。さっさと行くわよ」

「待て、ミュア。お前一人なら大丈夫だろうが、この人数だと絶対見つかるぞ」

「あら、見つかったら叩たたき潰つぶせばいいわ、兄様」

　と、無邪気な答えを返すミュア。

　……〈教導院〉育ちはこれだから、とカミトは嘆息する。

　カミト、ミュアはもちろん、クレアとエリスもある程度の隠おん密みつ行動はできるだろうが、リンスレットとヴェルサリアは、身を潜めるのがいかにも苦手そうだ。

「ふふ、ここは私の出番のようね──」

　と、レスティアがもとの姿に変化し、漆しつ黒こくの翼をはためかせた。

「なにかいい方法があるのか？」

　カミトが訊たずねると、レスティアは精霊魔術を唱えはじめる。

「夜の闇よ、我が身を覆う衣となれ──〈闇の霧衣ダークネス・ミスト〉」

　カミトたちの姿が一瞬にして闇の霧に覆われた。

「ひゃん！　な、なによこれ！」

「真っ暗ですわ！」

「闇属性の精霊魔術よ。これで闇に紛れて行動することができるわ」

「でも、視界が真っ暗よ。これじゃ、あたしたちも動けないじゃない」

「すぐに目が慣れるわ」

　彼女の言う通り、視界を覆う闇の霧が晴れてきた。

　中からは、問題なく外が見えるようだ。

「なるほど、便利だな」

　カミトは感心した。

　闇の霧を纏まとったカミトたちは、風の魔術で市壁の上に降り立った。

　哨しよう戒かい用の軍用精霊の目をかいくぐり、〈ウンディーネ街区〉を目指す。闇の霧の魔術は、姿だけでなく、気配と足音も消してくれるようだ。

　と、街の区画を区切る市壁の近くへ来たところで──

「……誰か来るぞ」

　カミトが振り返り、クレアたちを制止した。

　……通りを駆ける、複数の足音が聞こえてくる。

「帝国騎士団かしら？」

　クレアが小声で囁ささやいた。

「どうだろうな。軍靴の靴音にしちゃ、微妙に軽い気もするが──」

「……待て、この声には聞き覚えがあるぞ」

　エリスがハッとして言った。風の精霊魔術を唱え、あたりの音を集める。

「ラッカの声だ。それに、〈風王騎士団シルフイード〉の──」

「本当に？」

「ああ、間違いない──」

　訊ねるクレアに、エリスが頷うなずく。

　すると、ほどなくして、学院の制服を着た少女たちが姿を現した。〈風王騎士団シルフイード〉の甲かつ冑ちゆうを身に着けた、カミトの見知った少女たちだ。

「ラッカ！　それにレイシアも──」

　エリスが彼女たちに声をかけると、闇の霧は自動的に解除された。

「……団長!?」

　エリスとチームメイトだったラッカが、駆け寄ってくる。

「心配をかけたな、お前たち」

「ご無事だったんですね、団長──」

　同じくエリスのチームメイトのレイシアが、涙に瞳を潤ませる。

「あの、団長たちは、どうしてここに？」

　と、ラッカが訊たずねる。

　エリスは学院を奪還するために来たことを、手短に話した。

「そうですか、それは頼もしいですね」

　レイシアが嬉うれしそうに言う。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝チームが学院に戻ってくるなんて、みんな勇気づけられますよ」

「それで、あんたたちは、どうしてこんなところにいるのよ。みんな、〈ウンディーネ街区〉にいるんじゃないの？」

「あたしたちは物資の調達に来たんだ。市壁の門が閉じられちまったからな」

　クレアの質問に、ラッカが答えた。もともと、レストランなどの多い〈ウンディーネ街区〉には、ある程度の食糧はあるのだが、日用品の多くは、こちらの〈シルフィード街区〉から運んでこなくてはならないのだという。

「もちろん、物資をお借りした店舗には証書を残しています。あとで〈風王騎士団〉が、ちゃんとお返しますよ」

「緊急事態だ。仕方あるまい」

　レイシアの説明に、エリスが頷うなずく。

「学院に駐屯してる、帝国騎士団の戦力は、どれくらいなんだ？」

　カミトが訊ねた。

「少なくとも、正規の騎士が百人ほど。最高指揮官は〈十二騎将ナンバーズ〉のアレンドラ卿きようです」

「アレンドラ卿か──」

　ヴェルサリアが腕組みして呟つぶやく。

「ヴェルサリア、知ってるのか？」

「〈十二騎将ナンバーズ〉の第七位だ。かなりの使い手だと聞く」

「百人の精霊騎士に、〈十二騎将〉か……」

　精霊騎士が一騎当千であることを考えれば、オルデシア帝国内のかなりの戦力が、ここに集中していることになる。加えて、相当数の軍用精霊も保持しているだろう。

「学院生側に、戦える者はあまりいない。先生たちも学究肌の人が多いし、戦闘タイプの契約精霊を使役できる学生もごく少数だ。〈結界〉とバリケードも、どれだけ持ち堪こたえられるか──」

　普段、明るいラッカが沈んだ声で言う。

「とにかく、バリケードのほうへ向かおう。案内してくれ」

「はい、すぐに！」

「みんな歓迎するぜ、団長」

　エリスの言葉に、頷うなずくラッカとレイシア。

　──と、その時。エストが〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃を明滅させた。

「カミト、なにかよくない気配がします」

「エスト？」

「ええ、私も感じるわ──」

　レスティアが頷く。

「あれはなんですの!?」

　と、リンスレットが空を指差した。

「……なっ!?」

　カミトは驚きに目を見開く。

　学院校舎のある場所に、巨大な光の柱が発生していた。

　光の柱は雲を突き、空に大穴を穿うがっている。

　雲の隙間から、不気味な赤い光が漏れ、夜の街に降りそそぐ。

　──と、同時。

　遠くで、なにかが爆発するような轟ごう音おんが鳴り響いた。

「なんの音ですの!?」

「──バリケードの方角だ！」

　ラッカが叫び、音のしたほうへ駆けだした。
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　街中で大きな火柱が噴き上がり、大気を震わせた。

　夜の闇の中、赤々と燃える炎が、その異様な光景を照らし出していた。

「なんだ、あれは!?」

　近くに駆け付けたカミトは、思わずその場に立ち尽くした。

　空に無数の裂け目が生まれ──

　その裂け目の中から、おぞましい異形の存在が這はい出てくる。

　異形の姿は様々だが、少なくとも、数百体はいるだろう。

「……っ、魔精霊、なんて数なの!?」

　クレアが叫んだ。

　魔精霊。特異な精神構造ゆえに、精霊使いが契約することのできない精霊の総称。

　その多くは凶暴で、人間や他の精霊を襲う性質が知られている。

　しかし、魔精霊が〈人間界〉に顕現するケースは、ほとんど報告されていない。

　シェーラ・カーンのような、〈魔女〉と呼ばれる精霊使いが使役することもあるが、それはあくまで例外だ。

「どうして、学院都市に魔精霊がいますの？」

「あの不気味な〈門ゲート〉と関係があるんだろうな……」

　カミトは、学院校舎の上空に現れた、巨大な穴を見上げて言った。

　魔精霊の群れは、学院生の築いたバリケードを襲っているようだ。学院生の側も防護の〈結界〉を展開して抵抗しているが、このままでは破れるのも時間の問題だ。

「ラッカ、お前たちはバリケードを守れ。あの魔精霊どもは私たちが片付ける」

　エリスが〈風王騎士団シルフイード〉の仲間に指示を飛ばした。

「騎士団長、ですが……」

「心配するな。数は多いが、大物はいないようだ」

「ええ、あたしたちに任せなさい」

　言って、エリスとクレアはそれぞれ〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を展開する。

　ラッカは無言で頷うなずくと、バリケードのほうへ駆け出した。

　その動きを察知した魔精霊が、彼女たちのほうへ一斉に殺到する。

　だが──

「させませんわっ！　凍いて付つく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　魔氷の矢弾が雷雨の如く降りそそぎ、数十体の魔精霊をまとめて撃ち落とした。

　リンスレットが、ふっと自慢げに髪をかきあげる。

「わたくしが支援砲撃をして差し上げますわ。さあ、早く──」

「……っ、ローレンフロスト伯令嬢、かたじけない！」

　無数の氷の矢が飛び交う中を、〈風王騎士団シルフイード〉の学生たちは走り抜ける。彼女たちに襲いかかる魔精霊の群れを、リンスレットは正確無比に射貫いていった。

「魔精霊ごときが、我々が秩序を築いてきた学院都市を蹂じゆう躙りんするか──」

　ヴェルサリアが、その蒼あおい瞳に静かな怒りをたたえ、自身の胸に手を添えた。

　禍まが々まがしく輝く〈精霊鉱石〉は、彼女の〈城じよう砦さい精霊〉を封じたものだ。

〈ジャガーノート〉は、魔神級の精霊すら屠ほふる、大規模破壊型の精霊。

　その力をもってすれば、魔精霊どもを一気に殲せん滅めつすることも可能だろう。

「義あ姉ね上──」

　──と、精霊を展開しようとした彼女の腕を、エリスが掴つかんだ。

「……？」

「義姉上の〈城砦精霊〉は、消耗が激しすぎます。ここは私たちが──」

「ほう、私に意見するようになったか、エリス」

　ヴェルサリアは義妹いもうとに視線を送り、不敵に笑った。

「……っ、義姉上、私は──」

「いや、褒めているのだ」

　ヴェルサリアは首を横に振り、そっと手を下ろした。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を経て成長したお前の力、存分に見せてみるがいい」

「は、はい！」

　しゃん、と背筋を伸ばし、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にするエリス。

「ミュアの軍用精霊を使えば、あんなの簡単に片付けられるけど、お姉ちゃんたちのお手並みを見せて貰もらうわ」

　ミュアが軽い身のこなしで、建物の屋根に跳び乗った。

「ちょっと、あんたね……！」

「いや、それでいい」

　ミュアを睨にらむクレアを遮り、カミトは言った。

　ミュアの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉は、軍用精霊を崩壊させてしまう、呪いのような異能だ。

　この〈魔精霊〉大量発生の原因が不明な以上、切り札はまだ温存しておくべきだろう。

「三人で斬り込むぞ。クレア、フォーメーションは？」

「対集団用の〈ブリッツ・ライトニング〉──一気に殲せん滅めつするわよ」

「──わかった」

「承知した！」

　カミト、クレア、エリスの三人は、それぞれの〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を手に散開する。

　戦術フォーメーションは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜くために採用した、〈チーム・スカーレット〉の符丁だ。戦場、敵チームとの相性によって臨機応変に対応できる、二十四パターンの組み合わせがある。今回は、防御の要となるフィアナがおらず、リンスレットがバリケード側の支援砲撃に徹しているため、三人での組み合わせとなる。

　近接特化のカミトをワントップに置き、両サイドをクレアとエリスが固める。

　一切の防御を捨てた、迅雷の如き、超攻撃型のフォーメーションだ。

「行くぞ──エスト、レスティア！」

「はい、カミト。あなたの望むままに──」

「ふふ、存分に暴れてあげるわ」

　鋼と闇の双剣に〈神威カムイ〉を込め、カミトは魔精霊の群れの中に突っ込んだ。

「〈絶剣技〉三ノ型──影月演舞・黒雷双撃！」

　右手の〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、白銀の光で夜の闇を引き裂く。

　左手の〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が夜の闇を喰くらい、漆しつ黒こくの雷光をほとばしらせる。

　カミトの征ゆく先、虚空を駆ける白と黒の斬閃が、魔精霊どもを無慈悲に斬り捨てた。

「あたしたちも行くわよ、スカーレット！」

　クレアが〈炎の[image: ]フレイムタン〉を振るう。

　ヒュッと空気を裂く音がして──

「まとめて、消し炭になりなさいっ──〈破魔烈炎斬フレア・ブレイズ〉！」

　次の瞬間。目の前に立ちはだかる魔精霊の群れが、一斉に燃え上がった。

〈炎の[image: ]〉に、最強の精霊魔術〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉を付与した技だ。闇を奔はしる斬閃を追うように、灼しやく熱ねつの炎が噴き上がり、魔精霊どもを呑のみ込んでゆく。

　真紅のツーテールを振り乱し、闇夜に華麗に舞うその姿は、あのルビアの儀式演舞を彷ほう彿ふつとさせた。

　市街のバリケードでは、カミトたちの突然の乱入に、学院生たちが混乱していた。

　聖光に包まれた〈封絶結界〉の中で、どよめきの声が上がる。

「あれは、チーム・スカーレット!?」

「レイヴン教室の問題児、火猫のクレア・ルージュだわ！」

「あの男の子は……えっと、カゼハヤ……淫王……そう、淫王よ！」

「夜の魔王！」

　……一部におかしい声もあるが、味方であると気付いてくれたようだ。

「エリス、そっちは任せた！」

「ああ──！」

　走り込んできたエリスが、〈風翼の槍レイ・ホーク〉をくるっと回し、飛ひ翔しようする。

　そして──

「ファーレンガルト流槍術──〈魔風殺槍ウインド・オブ・デス〉！」

　物騒な技の名前を叫び、残存した魔精霊めがけて、魔ま槍そうを投げ放った。

　魔槍は稲妻の如くジグザグに飛翔し、魔精霊を次々と串刺しにする。

　決して躱かわすことの出来ぬ、必中の槍やりであった。

　そのまま、バリケードの上にたっと降り立つエリス。

「へえ、やるじゃない」

　ミュアが屋根の上で口笛を吹く。

　カミトたちの連携攻撃で、魔精霊はほぼ壊滅していた。
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　カミトたちがバリケードに向かうと、学生たちの間で歓声が上がった。

　なんといっても、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝チームのメンバーだ。上級生から初等生まで、カミトたちのことを知らない者はいない。

「よ、夜の魔王がこっちへ来るわ、どうしよう……」

「目が合っただけで子供ができるって──」

「でも、さっきのは、ちょっとカッコよかったわよね」

「う、うん、そうね……」

　……カミトに関しては、少し違った方面での知名度のようだが。

　と──

「──よく来たな」

　学生たちの集団の中から、聞き慣れた声が聞こえてくる。

「フレイヤ先生！」

　姿を現したのは、レイヴン教室の担任である、フレイヤ・グランドル教師だ。

　彼女も、学生たちのレジスタンスに荷担していたらしい。

「おおよその事情は、彼女たちに聞いた。君たちを歓迎する」

　と、フレイヤ教師は視線を、奥にいるラッカたちのほうへ向ける。

　カミトたちが魔精霊と戦っている間に、〈風王騎士団シルフイード〉の少女たちが、カミトたちのことを話してくれたようだ。

「こっちもおおよその事情は聞いてる。大変なことになってるな」

「ああ、まさか、誇りある帝国騎士団が〈魔精霊〉などを召喚するとはな」

　フレイヤは苦虫を噛かみ潰つぶした表情で唸うなった。

「先生、あの〈魔精霊〉は一体……？」

「──わからん」

　訊たずねるクレアに、フレイヤは首を横に振る。

「学院の上空に光の柱が生まれたと思ったら、突然、あれが現れたのだ」

「〈魔精霊〉が〈人間界〉に発生するなんて……」

「そんなの、聞いたことがありませんわ」

　リンスレットが神妙な表情で頷うなずく。

　たしかに、彼女の言う通りだ。魔精霊は普通、〈人間界〉には現れない。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の最中に、シェーラ・カーンが魔精霊の群れを呼び出したことはあるが、あれはあくまで、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉だからできたことだろう。

　一体、ここで何が起きているのか──

「なにはともあれ、君たちのお陰でなんとか持ち堪こたえることができた。礼を言うぞ」

「それにはまだ早いぜ。あの魔精霊の群れが、またいつ現れるともわからないしな」

　カミトは学院校舎のほうを振り向き、天に向かって伸びる光の柱を睨にらんだ。

「……そうだな」

　フレイヤは踵きびすを返すと、通りの奥へカミトたちをうながした。

「立ち話もなんだ。来てくれ、今後のことを話そう」

「どこへ行くんだ？」

「近くに〈銀ぎん鱈だら亭てい〉というレストランがある。会議室として使っているんだ」

「知っていますわ。庶民のお店ですわね」

「ああ、あそこか──」

〈骸連盟マーダーズ〉のヴィヴィアン・メローサが、従業員として潜り込んでいた店である。

　エストがスペシャルビッグパフェを頼んで、大変だった思い出がある。

「先ほどの襲撃で、負傷した者もいるのか──」

　沈痛な面持ちで、エリスが通りの脇に視線を送る。

　何人かの学院生が、治癒の精霊魔術による治療を受けていた。

「ああ。だが、君たちのおかげで死者は出なかった」

「あの娘こに森の抜け道を教えてもらわなかったら、間に合わなかったわね」

「それを考えると、間に合って本当によかったな……」

「ここだ──」

　フレイヤが、明かりの灯ともった〈銀ぎん鱈だら亭てい〉の扉を開けた。

「い、いらっしゃいませ！　お食事ですか？　それともご休憩──きゃあっ！」

　と、一人の少女がぱたぱたと階段を降りてきて──

　ドタンドタンッ、と派手にすっ転ぶ。

「ううう～、痛いです……」

　頭をさすりながら起き上がったのは、見覚えのあるメイド服姿の少女だった。

「キャロル、無事でしたのね！」

「お、お嬢様!?」

　メイド服姿の少女は素す早ばやく起き上がると、リンスレットの胸に飛び込んだ。

「お嬢様っ、心配してたんですよ！」

「ああ、キャロル、会いたかったですわ」

　ローレンフロスト家の主従はひしっと抱き合った。[image: ]





　　　　◇






　カミトたちが帝国に追われ、ドラクニアに亡命したあとも、キャロルはローレンフロストの実家に戻ることなく、学院に残ったのだという。

　リンスレットのメイドとして、主人の留守を守り続ける気概だったが、そんなおり、運悪く学院の叛はん乱らんに巻き込まれてしまったのだった。

「お嬢様、私がいなくて大丈夫でしたか？」

　主人のために椅子を引きながら、キャロルは目尻をぬぐった。

「ええ、ご安心なさい」

「そ、そうですか……」

　ちょっとしょんぼりとするキャロル。

「あ、その、もちろん、キャロルと会えなくて寂しかったですわよ！」

「お、お嬢様……」

　あわててフォローするリンスレットに、キャロルはまたひしっと抱きつく。

「キャロル、あんた、このお店で働いてるの？」

　と、クレアが訊きいた。

「はい、ここでアルバイトをしていました」

「……結構たくましいわよね」

「そういえば、クレープ屋のアルバイトもしてたよな」

　メイド以外の仕事は真面目にするようだ。

「学院を占拠されちゃって、あたしたちの部屋はどうなったのかしら？」

「レイヴン教室寮は騎士団に接収されて、宿舎になっているそうですわ」

「……まあ、そうよね」

　落胆したように肩を落とすクレア。

「大切な本とか、宝物とか、捨てられてしまったかしら」

「悔しいですわね……」

「ご安心ください、クレアお嬢様」

「え？」

「お嬢様たちのお部屋の私物は、私が預かってますよ」

「ほ、本当!?」

「はい、部屋を追い出されるときに、全部持って逃げたんです」

「キャロル、よくやりましたわ」

「助かったわ！」

　キャロルはにこっと微笑むと、手帳をとりだし、ペンを舐なめた。

「リンスレットお嬢様が宝箱にしまっている、ローレンフロストの印章。家宝の〈魔氷の短剣〉。それに、七歳のときクレアお嬢様にもらったお人形と、八歳のときクレアお嬢様にもらった玩具おもちやの指輪。それに……」

「も、もういいですわ！」

　リンスレットは真っ赤になって彼女の口を塞ぐ。

「……た、大切にしてくれてるんだ」

　と、クレアは小声で呟つぶやく。

「クレアお嬢様の私物は、桃缶、精霊学の学術書、それに、戸棚の奥にある『夜に乱れ咲く令嬢』、『はしたない猫は好き？』、『巨乳精霊は実在した』──」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　なんで隠しておいた本を知ってるのよ！」

「あの、貴族のお嬢様は、あんな過激なものを読まれるんですか？」

「ち、違うわよー！」

「破は廉れん恥ちな本は、規律に従って没収するぞ」

　エリスが厳しい声で言った。

「エリスお嬢様の『レン・アッシュベル様』ファンクラブの会報ノートも、ちゃんと確保しておきましたわ！」

「そ、それは助かった！　あれは二度と手に入らない貴重な資料だからな！」

　キャロルの手を握って感謝するエリス。

（それは、すぐにでも燃やして欲しかったんだが……）

　カミトは胸中で唸うなった。

　キャロルはうふふと微笑ほほえむと、

「なにか温かいものをお出ししましょう。お腹なかも空いているでしょうし」

「わたくしが作りますわ。キャロル、材料はありますの？」

「はい、少ないですけど、小麦粉が少し」

「十分ですわ。クレア、スカーレットを借りますわよ」

「ニャー」

「ちょっと、スカーレット！」

　スカーレットはとてとてとリンスレットのあとに付いていく。

「ミュアが味見してあげるわ」

　ミュアもキッチンの奥へ消えていく。

　そんな義妹いもうとの後ろ姿に、カミトはなんだか微笑ほほえましい気持ちになった。
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　リンスレットが厨ちゆう房ぼうにいる間、カミトはフレイヤに、これまでの経緯を話した。

「──そんなわけで、俺たちは学院を取り戻すために戻ってきた」

「なるほど、な──」

　聡そう明めいな担任教師はすぐに話を呑のみ込み、頷うなずく。

「学院の叛はん乱らんが成功するか否かで、帝国内の趨すう勢せいが決する、というわけか」

「ああ。学院を取り戻したことが伝われば、中立派の諸侯もフィアナに味方する」

「たしかに、第二王女の帰還を待望する領民の声は多いな。お前達たちが〈教国〉で〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉を止める手柄をたてたことも、こちらには伝わっている」

「帝国の領民は、フィアナの戴冠を望んでいるのね」

　クレアが言った。

「そうだな。今のアルネウスの治政は、控えめに評してもお粗末なものだ。もっとも、美しく聡明な王女より、暗愚な王を望む貴族どももいるがな」

「その連中は、現皇帝の背後に〈聖国〉がいることに気付いてるのか？」

「それは気付いているさ。帝都のネフィスカール宮殿には、〈聖国〉の枢すう機き卿きようどもがのさばっている。それでも、連中は権力にすがりたいんだろう」

　フレイヤ教師は、美しい唇を皮肉に歪ゆがめた。

「それにしても、栄光ある帝国騎士団が、あんなものを使うとは──」

　と、エリスが怒りを露あらわにして声をあげる。

　騎士団に憧れている彼女だからこそ、許せないのだろう。

「なりふり構っていられない、ということか──」

　その身に〈呪装刻印〉を刻んだことのあるヴェルサリアが、ぽつりと呟つぶやく。

「でも、解せないわね。学院生を相手に〈魔精霊〉を放ったなんてことが知れたら、大変なことになるわ」

「……たしかに、な」

　クレアの指摘に、フレイヤも頷く。

〈魔精霊〉は、〈アルファス教国〉を除くすべての国で忌避されている存在だ。

　オルデシアの騎士団がそんなものを使用したとなれば、大陸諸国に糾弾されることは免れない。帝国内の諸侯たちも、それを許可したアルネウスに反感を抱くだろう。

　それに、なりふり構わず叛はん乱らんを鎮圧したいのであれば、それこそ、軍用精霊を投入すれば済む話だ。なぜ、魔精霊などを召喚したのか──

「〈魔精霊〉の召喚は、あくまで付随したものよ」

「レスティア？」

　ふわり、と黒翼が舞い、レスティアがカミトの横に姿を現す。

「本当の目的は、おそらく別にあるわ」

「どういうことだ？」

「あの光の柱、なんだと思う？」

　と、レスティアは窓の外に視線を向けた。

　さっき、街中で見た光の柱は、厚く垂れ込める雲を貫いている。

　雲の切れ間からは、不気味な赤い光が漏れ出していた。

　全員、無言で首を横に振る。フレイヤも知らないようだ。

「──あれは、魔界の〈門ゲート〉よ」

「魔界？」

「そう、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉には、聖域と対になる、魔界と呼ばれる場所があるの。〈魔精霊〉の多くが棲せい息そくしている場所よ」

　レスティアは、カミトたちをのほうを振り向き、

「あの光の柱は、そこに繋つながる〈門〉を開くためのもの」

「〈元素精霊界〉に〈門〉を？　そんなの、どうやって──」

　言いかけて、クレアがハッと目を見開く。

「まさか、精霊の森の〈遺跡〉を……!?」

「ええ、そうでしょうね」

　レスティアは静かに頷うなずいた。

「複数の〈遺跡〉の力を共鳴させれば、あれほど大きな〈門〉を開けることもできる。さっきの〈魔精霊〉は、魔界の〈門〉から溢あふれ出てきたんでしょう」

「なんのためにそんなことを……」

「それは、私にもわからないわ」

　と、彼女は首を横に振った。

「けれど、あれを放ほうっておけば、いずれ〈門〉はこの都市を呑のみ込むでしょうね」

「なんですって！」

「なんだと!?」

　クレアとエリスが、同時に声を上げる。ヴェルサリアも眉根を寄せた。

「見てご覧なさい。雲間の赤い光が増しているでしょう」

「……っ！」

　見れば、たしかに、さっき見たときよりも、赤い光は輝きを増していた。

　あの光は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉から射さし込こむ光なのだろうか──

〈門ゲート〉が更に大きくなれば、学院都市に、先ほどとは比べものにならない数の〈魔精霊〉が雪な崩だれこんでくるに違いない。

「……そんなこと、絶対にさせないわ！」

　クレアが紅玉の瞳に焔ほのおを灯ともらせる。

「ああ、学院を守る〈風王騎士団シルフイード〉の騎士団長として、許してはおけん！」

　エリスも立ち上がった。

「それで、どうする？」

　と、フレイヤ教師が言った。

「魔界への〈門〉を開くのに、〈遺跡〉の力を利用しているのだとすれば、その〈遺跡〉を破壊しちゃえば、〈門〉も壊れるわよね」

「そうね。〈元素精霊界〉への〈門〉は、とても不安定なものだから、〈遺跡〉さえ壊してしまえば、自然に消滅するはずよ」

　クレアの言葉に、頷うなずくレスティア。

「だが、学院は帝国騎士団が要よう塞さい化している。潜入するにしても、容易ではない」

　ヴェルサリアが言った。

「先生の〈影魔術〉で、侵入することはできないか？」

「残念だが、それは無理だな。軍の警戒網に引っかかる」

「そうか……」

　平時であればともかく、この状況下では、探知用の〈結界〉を無数に張り巡らしているだろう。だとすれば、カミトやミュアでも潜入するのは難しい。

「説得は無理かしら。エリスは騎士団に顔が利くでしょ」

「……それは、難しいだろうな。私が言うのもなんだが、帝国の騎士は頭が固い」

「あんたが言うってことは、相当なのね」

　クレアは小さく肩をすくめた。

「真正面から乗り込むしかない、か──」

　と、カミトが呟つぶやく。

「……それしか、ないわね」

「お前たち、本気なのか？」

　フレイヤ教師が言った。

「無謀なのはわかってる。けど、学院が〈魔精霊〉に踏みにじられるのを、黙って看過することはできない」

　カミトは静かに頷うなずいた。

「学院は、俺にとっても大切な場所なんだ」

「カミト……」

　クレアがハッとして、カミトのほうを向く。

　レスティアも、驚いたようにカミトを見た。

　それは、思わず漏れた、カミトの本音だった。

　学院に通っていたのは、ほんの二ヶ月程度だが──

　その間に、カミトはこれまでの人生ではなかった体験を数多くした。

　仲間たちとの出会い。日々の訓練、チームの対抗試合。学院都市でのアルバイト、ヴァレンティア聖祭、訓練合宿、闇鍋、伝説の巨乳精霊を狩りに行ったこともあった。

　その一つ一つが、カミトにとって大切な思い出で──

　そのすべては、この〈アレイシア精霊学院〉という場所で生まれたのだ。

「ああ、私もだ──」

　と、エリスが言った。

「あたしもよ、カミト」

「わたくしもですわ！」

　キッチンのリンスレットがサンドイッチを持ってきた。

「ローレンフロストの縁起担ぎですの」

「おいしかったわよ」

　ミュアがもぐもぐほっぺたを膨らませている。……リスのようで可愛かわいかった。

「しかし、無策で乗り込むのは反対だ。作戦を協議しよう」

「……そうだな」

　テーブルの上で手を組み、カミトは考え込む。

　たしかに、学院に正面突破するのは難しいだろう。

　なにか、大きな混乱を引き起こすことができれば──

「……あ」

　ふと、カミトはあることを思い出し、

「なあ、エリス──」

「なんだ？」

「前に俺が記憶を失ったとき、学院都市の地下に、魔王の宝物殿が出現しただろ」

　と、エリスに訊たずねた。

「ああ、例の〈玄げん室しつ〉だな」

　エリスは頷うなずく。彼女はその〈玄室〉に、カミトと一緒に入ったことがあった。

　そう、帝国騎士団が学院に駐留する原因ともなった、あの事件。

　ミレニアの策略により、学院中の精霊が狂乱し、大惨事を引きおこした。

　そのとき、カミトはレスティアを失ったショックで記憶を失っていたのだが、学院の地下に出現した〈玄室〉で、エストを手にしたとき、記憶を取り戻したのだ。

　カミトの覚醒によって生まれた〈玄室〉には、かつて〈魔王〉スライマンが使役したといわれる、数々の〈魔装具アーテイフアクト〉や封印精霊が眠っていた。

「〈玄室〉に眠る〈魔王〉の武器をとりに行くのね！」

　クレアがハッとして言った。

　だが、フレイヤ教師が首を横に振り、

「残念だが、それは無理だ」

「どうして──？」

「地下の遺跡に眠る宝物は、帝国騎士団がすべて持ち出したと聞いた。古代の〈魔装具〉も、強大な封印精霊も、今は学院の〈封印書庫〉に保管されているはずだ」

　当然といえば、当然だった。発掘された古代の貴重な〈魔装具〉を、軍が放ほうっておくはずがない。

「あてが外れたわね」

「いや、そうでもない。むしろ好都合だ」

　言って、カミトは、自身の胸ポケットに手を差し入れる。

「あ、カミト、あなたが何を考えているかわかったわ」

　レスティアが小声で囁ささやいた。

　さすが、長年連れ添った相棒だけある。

「ああ、利用できるものはなんでも利用してやるよ」





　　　　◇






　第二王女フィアナを乗せた、〈正統オルデシア〉の旗艦〈レヴァナント〉は、ローレンフロストの上空で、ドラクニア竜公国の〈飛竜騎士団〉と合流した。

　全員が竜使いの騎士で構成された〈飛竜騎士団〉は、大陸最強とも名高い。

　ドラクニアが、頑かたくななまでに大型の飛行艇を建造しようとしないのは、飛竜騎士よりも機動力の劣る軍船に、戦略的価値を見み出いだせないからだとさえ云いわれている。

　月明かりの下、数十頭の飛竜の群れが整然と編隊を組む。

　地上のウィンターガルフ城では、盛大なかがり火が焚たかれ、ローレンフロスト伯爵家に仕える兵士たちが、着々と戦支度を整えていた。

　フィアナは、ルビアと共に甲板に立ち、兵を鼓舞していた。

「中立派の諸侯は、まだ態度を決めかねているようですね」

　前方にそびえるキリア山脈を見つめながら、フィアナが口を開く。

　彼女が密書をやり取りしていた諸侯の何人かは、挙兵を約束していたものの、結局、呼応して動いたのは、反アルネウス派の諸侯のみだ。

「まだ趨すう勢せいがわからぬ以上、動きはしないだろう。だが、学院の奪還に成功すれば、流れはこちらに傾く」

　ルビアは、感情の起伏を感じさせない声で、そう答える。

　フィアナは舷げん側そくの手て摺すりから手を離した。

「クレアのことが、心配ですか？」
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「……」

　ルビアは答えない。

　しかし、その指先がわずかに強こわばったのを、フィアナは見逃さなかった。

「大丈夫です。カミト君がいますから」

「ああ──」

　吹き付ける風が、二人の長い髪をもてあそぶ。

　遅くとも明け方には、帝国との戦端が開かれるだろう。

（……時間との勝負、ね）

　フィアナは、寒さで血の気の失うせた唇を、強く噛かみしめた。

　──と、その時。ルビアの手にした水晶球が、光を放った。

　同時、空中に大きな映像が投影される。

　それは、巨大な竜の姿をした、漆しつ黒こくの影だった。

「……っ、竜王様！」

　フィアナがハッと顔を上げる。

「オルデシアの姫よ、〈教国〉の内乱を鎮めた働き、見事であった」

　巨大な竜の影は、厳かな声を甲板に鳴り響かせた。

「我は〈正統オルデシア〉を同盟国と認め、共に〈聖国〉と戦うべく力を貸そう」

「援軍に感謝します、竜王様」

　空中の映像に向かって、フィアナは深々と頭を下げた。

「それで、戦況はどうなっておる」

「諸侯の半数以上が皇帝側に付きました。あとは学院の趨すう勢せいしだいかと」

「──で、あろうな。かの学院は帝国の心臓にも等しい」

　ドラクニアの竜王は重々しく言った。

「だが、安心するがよい。我はすでに、そちらも手を打ってある」

「……と、申しますと？」

　フィアナは薄闇色の眼めを瞬まばたかせた。

「──その心臓に、最強の〈竜〉を送り込んだ」





　　　　◇






「義あ姉ね上、ここを頼みます」

「こちらは任せろ、蟻あり一匹通すつもりはない」

　バリケードの前で振り向くエリスに、ヴェルサリアは短く頷うなずいた。

　クレアが突入作戦を立てた結果、ヴェルサリアとミュアは、バリケードの防衛に残ることになった。

　あの〈魔精霊〉の襲撃が、一度きりということはあるまい。〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉への〈門ゲート〉が広がりつつあるということは、次の襲撃は、先ほどよりも大規模なものになる可能性が高い。それに、姫ひめ巫み女こ達たちの〈結界〉も、もう破綻しかけている。

　必然的に、最強の〈城じよう砦さい精霊〉を展開できるヴェルサリアと、軍用精霊を使役できるミュアを、防衛戦力として残す必要があったのだ。

「ここはあたしたちに任せてくれよ、団長」

　ラッカが〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の槌つちを肩に担ぎながら言った。

「〈風王騎士団シルフイード〉の副団長として、学院生をしっかり守るわ」

　と、レイシアも頷く。

「ああ、武運を祈るぞ」

　エリスは旧友たちと固い握手を交わす。

「……あーあ。ミュアも、兄様と一緒に暴れたかったわ」

　ミュアは不満そうに頬ほおを膨らませた。

「なんで、こんな雑魚どもを守らなくちゃいけないわけ？」

「あんたが一番適してるからよ。〈魔精霊〉どもを狩りつくしなさい」

　クレアが腕組みして言った。

「偉そうに命令しないでよね、この消しズミ胸ぺったん女」

「な、なんですって！　あ、あんただってぺったんこでしょ！」

　クレアがツーテールの髪を逆立てて言った。

「ふーんだ、私はまだ成長するもの。ね、兄様？」

　ミュアが腰に抱きついてくる。

「あ、ああ、そうだな……」

　カミトはミュアに頭にぽんと手をのせて、

「ミュア、ここを頼んだぞ。みんなをしっかり守ってくれ」

　暗灰色アツシユグレイの髪を優しく撫なでる。

「……う、うん、わかったわ、兄様」

　ミュアはくーっと目を細め、素直に頷いた。

「カミト、私も撫でてください」

　エストもぴたっとくっついてきたので、同じように頭を撫でてやる。

「ふぁー……」

「もうっ、義妹いもうととエストに甘い！」

　クレアがピシピシと鞭むちを打ち鳴らした。

　そんなカミトたちの後ろでは──

「ま、まだたくさんありますわ、きゃあっ──」

「はわわっ、お嬢様、大丈夫ですか!?」

　陣中見舞いのお菓子を配っていたリンスレットが、精霊に群がられている。

「リンスレット、なに遊んでるのよ。もう行くわよ」

「あ、遊んでいるわけではありませんわ！」

　カミトは苦笑して、遠くに見える学院のほうへ視線を向けた。

　天を貫く光の柱は、あの〈魔王都市〉で見た、聖女の光を連想させる。

「カミト、頼んだぞ──」

　フレイヤ教師の言葉に、カミトは短く頷うなずいた。
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　上空に垂れ込める不気味な雲。

　濃密な瘴しよう気きの渦巻く学院都市を、カミトたちは走り抜ける。

　住宅の密集したシルフィード街区を経由して、学院校舎の正門へ──

　訓練を積んだ精霊使いにとっては、そうたいした距離ではないが、虚空の裂け目から出現する魔精霊は、その数を徐々に増してゆく。

（……時間との戦いになるな）

　学院の上空に顕現した巨大な〈門ゲート〉を見上げ、カミトは呟つぶやいた。

「学院校舎が見えてきましたわ」

「一気に突っ切るぞ！」

「ええ！」

　クレアが手にした〈炎の[image: ]フレイムタン〉を振るった。

　真紅の斬閃が空を奔はしり、虚空より生まれ出る魔精霊を一気に消滅させる。

　門前の守備隊が異変に気付き、その手に〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を顕現させた。

　数は五人。いずれも手て練だれの精霊騎士のようだ。

（……さすがに、帝国の騎士はよく訓練されてるな）

「たったの四人で乗り込んでくるだと……正気か!?」

　隊長格の騎士が叫び、得物の槌つちを振るった。

　衝撃波が放射状に放たれ、通りの石畳がめくれ上がる。

「永えい劫ごうの魔氷よ、堅固なる城壁となれ──〈守護の氷壁アイス・ウオール〉！」

　即座に防御の精霊魔術を唱えるリンスレット。

　地中からせり上がった氷の壁が、衝撃波と瓦が礫れきの弾丸を受け止める。

　エリスが、眼前の氷壁を蹴り上げ、宙に飛び上がった。

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振り上げ、門に向かって投とう擲てきする。

「ファーレンガルト流槍術奥義──〈飛閃貫通撃ストーム・ストライク〉！」

　ゴウッ──

　風が渦を巻き、槍やりの尖せん端たんに収束する。

　放たれた〈風翼の槍〉は、一条の閃せん光こうとなって飛ひ翔しようし、螺ら旋せんの衝撃波を生み出した。

　学院の門が、ねじれてひしゃげ、一瞬で消し飛ばされる。

　槍は魔鳥精霊の姿に戻ると、宙を旋回してエリスの腕に戻る。

　氷壁の上に立ったエリスは、青い髪をなびかせ、帝国の騎士たちを見下ろした。

　その姿を見て──

「……っ、まさか、エリスお嬢様!?」

　隊長格の騎士が、驚きの声をあげた。

「貴君はファーレンガルトの旗手、ファンブロワ家のイナーゼ殿か！」

「いかにも、自分は帝国騎士団長、イナーゼ・ファンブロワ！」

　エリスの呼びかけに、堂々と名乗る騎士団長。ファーレンガルトの旗手ということは、本来であれば、エリスに忠誠を持って仕える騎士である。

　だが、イナーゼは精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエを構えたままだ。

　あくまで、軍人としての職務に忠実であろうというのだろう。

「イナーゼ殿、貴君のような立派な騎士が、なぜ学院生の弾圧に与くみするのだ！」

　迂う遠えんな表現を嫌う彼女らしく、エリスはまっすぐに言葉を放った。

「私は皇帝陛下に仕える騎士。与えられた任務を全うするまでです」

　騎士団長の答えはにべもない。

「〈魔精霊〉をけしかけるのが、帝国騎士のやり方なの？」

　と、クレアが声を上げる。

「……っ、あれは〈聖国〉の連中のしたことだ。我々の感知するところではない」

「〈聖国〉ですって!?」

（……やはり、〈聖国〉が噛かんでたか）

　カミトは胸中で呟つぶやく。無論、その可能性は大いにあると思っていた。しかし、〈魔精霊〉の大量召喚など、周辺諸国に知られれば大問題になることを軍が許可したということは、今やオルデシアの上層部も、〈聖国〉に口出しできないということだ。

「語るに落ちましたわね。看過した時点で同じことですわ！」

「……くっ！」

　リンスレットの言葉に、痛いところを突かれた騎士団長は押し黙った。

「イナーゼ殿、このまま〈聖国〉に与すれば、ファンブロワの家名は地に落ちるぞ」

「そうだとしても、一度誓った忠誠を裏切ることはできません！」

　イナーゼ・ファンブロワは、決然として言い返してきた。

「……っ、私が言うのもなんだが、頭が固すぎるぞ！」

「エリス、あんたって、騎士の中ではすごく柔軟なほうだったのね……」

「騎士団長、ちょっと見直しましたわ」

「う、うるさいぞ……」

　エリスはこほんと咳せき払ばらいすると、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構える。

「これ以上の問答は無用だな。押し通らせてもらう！」

「押し通る？　ここに駐屯する精霊騎士全員を相手にするおつもりですか！」

　周囲にはサイレンの音が鳴り響き、空を飛ひ翔しようする軍用の監視精霊が、カミトたちをサーチライトのような光で照らし出す。

　すでに増援の騎士たちが、こちらへ向かっているようだ。

（……さて、賭けの時間だ）

　カミトは冷や汗をぬぐいつつ、懐に手を差し入れた。

　取り出したのは、〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の刻まれた、銀の指輪だ。

　七十二柱の精霊を支配する、〈魔王の指輪〉。

　この指輪で、一度に支配できるのは一体だけだと言うが──

　支配するのではなく、たんに封印された精霊を解放するだけなら、その制約はない。

　カミトは指輪を掲げ、〈神威カムイ〉を込めて念じた。

「〈魔王〉の後継者たる我が命じる、千年の眠りより覚め、存分に暴威を振るえ！」

〈指輪〉が強烈な輝きを放った。

　目も眩くらむようなその光に、帝国の騎士たちがひるむ。

　ゴ、ゴゴゴ、ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　直後、地割れのような音が鳴り響き──

　学院の敷地の中で、大爆発が起こった。

「な、なんだ、一体何が……!?」

　帝国の騎士団長が混乱した声をあげる。

　彼女達たちが背後を振り向くと──

　そこに、信じがたい光景が広がっていた。

　首が八本もある巨大な龍りゆうの精霊。大木ほどもあるこん棒を手にした双頭の大巨人。雷を纏まとう大蛇。不気味な岩山を背負った大亀。鋼鉄の鎧よろいを纏った戦士──

　その一体一体が、〈魔神級〉に匹敵する力を持つ精霊だ。

「──五、いえ、六体いるわ。思ったよりも多いわね」

　レスティアの声が脳のう裏りに響く。

　カミトが解放したのは、〈魔王の玄げん室しつ〉より奪われ、軍に押収されていた、〈魔王〉の眷けん属ぞく精霊だ。太古の強大な精霊が、カミトの声に応えてくれるかどうかは、レスティアにも未知数だったが、どうやら、賭けには勝ったようだ。

　突然、現れた複数体の〈魔神級〉精霊に、帝国の騎士達は泡を喰くっている。

「存分に暴れるがいい、〈魔王〉の下僕ども！」

　カミトが更に〈神威カムイ〉を込めて叫ぶと、〈魔王の指輪〉は粉々に砕け散った。

「カミト、今のはなかなか〈魔王〉っぽいわよ。魔王ポイント六点ね」

「なんだそのポイントは……」

　ちょっと嬉うれしそうなレスティアにツッコむカミト。

「とにかく、今のうちに突入するぞ！」

　白と黒の双剣を手に、カミトは騎士団の中へ斬り込んだ。





　　　　◇






「……っ、何が起きている!?」

　学院長室の主は椅子から立ち上がり、苛いら立だたしげに叫んだ。

　帝国騎士団により接収された〈アレイシア精霊学院〉の学院長室は、駐屯部隊の司令官である、アレンドラ・イーヴァ・アーバインの居室となっている。

　アーバイン公爵家は、帝国貴族の中でも、ファーレンガルトに継ぐ名門貴族であるが、彼女はその家柄だけでなく、精霊騎士としての実力も折り紙付きだ。学院を首席で卒業し、現在は〈十二騎将ナンバーズ〉の第七位。〈虚無精霊〉の使い手として知られていた。

　そのアレンドラが、窓の外で繰り広げられる光景に、慄然としている。

　学院の〈封印図書館〉を破壊して現れた、異形の大型精霊たち。

　それが暴走し、学院校舎を襲撃しているのである。

　誰も事態を把握できていない。

　なぜ、封印されていたはずの精霊が、突然目覚めたのか。

「……っ、おのれ──」

　アレンドラは表情を歪ゆがめ、学院長室の窓を叩たたき割った。

「ふふ、なにをイライラしているの？　〈十二騎将〉の第七位ともあろう御お方かたが」

「……っ、貴様！」

　怒声を上げて振り向くと、扉の前に〈聖国〉の枢すう機き卿きようが立っていた。

「入室を許可した覚えはないぞ、ミレニア卿きよう」

「あなたの許可は必要ないわ」

　眼帯を着けた聖服の少女は、あどけない笑みを浮かべて言った。

「私はアルネウス皇帝陛下より、全権を委任されているの」

「……っ！」

　アレンドラは歯は噛がみした。帝国騎士団の中にありながら、皇帝の令状を傘に、好き放題に振る舞っているこの枢すう機き卿きようを、彼女は疎ましく思っていた。

「この惨状はなんだ？　まさか、あれも貴様らの実験とやらか？」

「いいえ、違うわ。あれは〈魔王〉の仕業よ──」

「なんだと？」

「カゼハヤ・カミトが、仲間と共に学院を奪還しにきたようね」

「カゼハヤ・カミト──」

　今や、その名を知らぬ者は、オルデシア国内には一人もいない。

　世界で唯一の男の精霊使い。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝した、〈チーム・スカーレット〉のエース。

　そして、帝都に乗り込み、第二王女フィアナを脱出させた反逆者。

「馬鹿な！　たった数人で、この軍事拠点を奪還できるわけが──」

「彼は、〈教国〉の〈戦略級軍用精霊リヴアイアサン〉を止めたわ」

　枢機卿の少女は面白そうに笑った。

「……っ！」

　たしかに、侮るべきではない。

　現に今、帝国騎士団は大混乱に陥っているではないか──

「私が出よう。〈精霊剣舞祭〉優勝者の相手は、上級騎士でも荷が重かろう」

　アレンドラは純白のマントを颯爽と翻ひるがえし、執務室の外へ出て行く。

　その後ろ姿をちらっと眺めて──

　ミレニア・サンクトゥスは小声で呟つぶやく。

「残念だけど、あなたでは彼の相手にはならないわ」

　彼女はくるりと振り向き、割れた窓から、赤く染まりつつある空を見上げる。

「始まるわ、アストラル・シフトが」

　──と、その瞬間。虚空に無数の亀裂が奔はしった。





　　　　◇






「グオオオオオオオオオオオオッ──！」

「キシャアアアアアアアアアアアアッ！」

　千年の眠りより解き放たれた、六体の〈魔王〉の眷けん属ぞく精霊は、それぞれの力を誇示するかのように暴れ回る。その様相は、さながら怪獣大決戦だ。

　カミトの思惑通り、帝国騎士団は混乱の坩る堝つぼに叩たたき込まれた。

「学院が廃はい墟きよにならないか心配だな！」

　立ちはだかる帝国騎士を薙なぎ倒しながら、カミトは言った。

「これだけ騎士がいれば、なんとかできるでしょ」

　と、横を駆けるクレアが答える。

「そ、そうだな……」

〈魔神級〉か、それ以上の精霊が六体──

　しかし、軍用精霊を備えた精霊騎士の大部隊ならば、なんとか討伐できるだろう。

「対精霊用の〈ケルベロス〉を出せ！　〈グラシャラボラス〉も全機投入しろ！」

　近くで指揮官らしき騎士の声が聞こえる。散発的に軍用精霊が展開されるが、組織だった運用ができていないため、すぐに〈魔王〉の精霊の餌食になってしまう。

「新型の軍用精霊が、次々とやられていくぞ！」

　エリスが青ざめた顔で言った。

「あ、あとで賠償を請求されないだろうか？」

「もう、そんなこと気にしたってしょうがないでしょ！」

「王女殿下がなんとかしてくれますわ！」

　カミトの振るう〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、大型の〈グラシャラボラス〉を両断した。

　広大な訓練場の真ん中で、天を貫く光の柱がまっすぐに伸び、上空に巨大な〈門ゲート〉を形成している。その〈門〉を維持しているのは、三つの小さな光の柱だ。

　そこに、〈精霊の森〉から運んできた〈遺跡〉があるのだろう。

　帝国騎士団は、カミトたちの目的がその〈遺跡〉だとは、まだ気付いていないはずだ。

　それぞれの守りを固められる前に、三箇所の〈遺跡〉を一気に破壊する──それがクレアの立てた作戦だった。

「ここで三手に分かれるわよ──」

「ああ」

　学院の最奥、広大な練武館のほうにある〈遺跡〉をカミトが、北西の旧大聖堂方面にある〈遺跡〉をエリスとリンスレットが、そして、北東の寮が立ち並ぶ方面には──

　と、カミトが〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を手放した。

　漆しつ黒こくの魔剣はたゆたう闇となり、黒翼の闇精霊へと姿を変える。

「──よろしくね、クレア・ルージュ」

　レスティアはクレアの隣に降り立った。

　そう、三つめの〈遺跡〉へ向かうのは、クレアとレスティアだ。

　エストさえいれば、カミトは一人で十分だろう。

　三チームの戦力バランスを考えた結果だった。

「さあ、急ぐわよ！」

「ああ！」

　全員が走り出そうとした、その時だ。

　ピシッ、ピシピシッ──

　突然、周囲の空間に、亀裂が奔はしった。

「……な、なに!?」

　クレアがハッとあたりを見回した。

　すると──

　虚空に奔った亀裂から、不気味な姿をした〈魔精霊〉が続々と姿を現す。

「……っ、どうして、ここに〈魔精霊〉が!?」

　学院の敷地の中で、コントロール不能な〈魔精霊〉を大量に召喚する。

　そんなことをすれば、混乱に拍車をかけることになるのは目に見えて明らかだ。

　それに、さっきバリケードで戦ったものとは、その数が桁違いだった。

〈魔精霊〉の等級も、中級以上にカテゴライズされるものだろう。

　亀裂は無数に生まれ、学院の中を一気に埋め尽くしてゆく。

「まさか、学院都市全体に〈魔精霊〉を放つつもりなのか!?」

　エリスが愕がく然ぜんとして叫んだ。

「……っ、早く、遺跡を止めるわよ！」





　　　　◇






　ピシッ、ピシピシピシッ──！

　空間の歪ゆがむような音が鳴り響き、虚空に幾つもの亀裂が出現する。

「来るぞ、上級生は〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を構えろ！」

　積み上がったバリケードの上に立ち、フレイヤが声を張り上げた。

〈風王騎士団シルフイード〉の中でも手て練だれの学生、成績優秀な上級生たちが、それぞれの手に〈精霊魔装〉を展開する。ラッカとレイシアも、それぞれ武装を構えて迎え撃つ。

「一体を三人以上で囲め！　負傷した者は、無理せず後方へ退け！」

「は、はいっ！」

　アレイシア精霊学院の中でも、中級以上の精霊と契約できる学生は約半数、〈精霊魔装〉を展開できる者となると、その割合は三割程度だ。

　まして、実戦で〈魔精霊〉を見たことがある者など、ほとんどいない。

　ガチガチと歯を鳴らして迫る〈魔精霊〉の群れに、学生たちの足がすくむ。

　と、そんな学生たちの前に、純白の外がい套とうを翻ひるがえし、一人の騎士が立った。

「──臆するな。私が、お前たちを守る〈要よう塞さい〉となる」

　ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト。

　学院最強の称号を持つ、〈風王騎士団シルフイード〉の元騎士団長。

　魔精霊の群れを前に、堂々と立ちはだかるその姿に、学生たちは勇気を奮い起こす。

「〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉展開──〈破軍の城砦ジヤガー・ノート〉！」

　閃せん光こうが弾はじけ、彼女の周囲に、浮遊する無数の砲門と〈城壁〉の盾が出現する。

　驚きよう愕がくの声を上げる学生たちのほうを振り返り、ヴェルサリアは言った。

「少し下がっていろ。私の〈精霊魔装〉は少々、破壊力が大きすぎるのでな──」

　ドウッ！　ドドドドドドドドドドドドドウンッ！

　無数の砲門が、一斉に火を噴いた。

　大気が震え、凄すさまじいまでの超火力が〈魔精霊〉の群れを薙なぎ払う。

　その圧倒的な制圧力に、学院生の間に大歓声がわきおこる。

「ふーん、やるじゃない──」

　と、建物の屋根から見下ろしていたミュアが、面白そうに笑った。

　タッと屋根から飛び下り、反対側のバリケードへ向かう。

「じゃあ、ミュアも見せてあげる♪」

　腕輪の〈魔装具アーテイフアクト〉を外し、封印解放の呪文を唱えた。

　手の甲に刻まれた〈呪装刻印〉が禍まが々まがしい輝きを放つ。

　と、空間が歪ゆがみ、巨大な甲かぶと虫むしのような姿をした、軍用精霊が姿を現した。

　戦場での陣地構築を得意とする精霊、〈ガルガンチュア〉だ。

　戦闘タイプの精霊ではないが、その力は並の軍用精霊を圧倒する。

　オオオオオオオオオオオオオッ！

〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の力でリミッターを解除された〈ガルガンチュア〉は、巨大な二本の腕を振り回し、周囲を飛び回る魔精霊を粉砕した。

「あははっ、潰しちゃえ──〈ガルガンチュア〉」

　その凄惨な光景に、学院の教師たちさえも息を呑のむ。

「ミュアも、兄様に褒めてもらうんだからっ♪」





　　　　◇






「〈魔精霊〉だと？　聖国め、何を考えている!?」

　目の前に広がる惨状に、アレンドラ・イーヴァは苛いら立だった声を上げた。

〈魔精霊〉の大群が次元の裂け目より現れ、帝国の騎士達たちを無差別に襲っている。

　指揮系統は完全に混乱していた。最高司令官である彼女が出たところで、一度混乱を来きたした部隊を再編成するのは容易なことではない。

（せめて、何が起きているのか把握しなくては──）

〈魔精霊〉だけでなく、〈封印書庫〉から解き放たれた精霊も暴れている。

　学院校舎への被害はすでに甚大だ。まずは、あれを沈めるのが先だろう。

　精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ──〈虚無の剣ネザー・ヴオイド〉を手に、訓練場へと足を向ける。

　暴れているのはかなり強大な精霊のようだが、〈魔神級〉の精霊を単独で倒せるのが、帝国の誇る〈十二騎将ナンバーズ〉だ。

　──と、彼女が歩みを進めたその先に。

　スッ──と、気配もなく、小柄な人影が現れた。

「……？」

　灰色の外がい套とうを纏まとい、フードを目深に被かぶっている。

　その顔は、銀色の仮面で覆われていた。

（聖国の僧兵？　いえ、違う……）

　アレンドラは足を止め、目の前の相手を注意深く見据えた。

「お前か？　〈封印書庫〉の精霊を解き放ったのは──」

「……」

　仮面の人影は答えない。無言で、懐から剣を抜く。

　刃に禍まが々まがしい装飾の施された、血色のロング・ソード。

「なるほど、軍の拷問がお好みか。いいだろう」

　アレンドラは冷徹に呟つぶやくと、〈虚無の剣ネザー・ヴオイド〉に〈神威カムイ〉を奔はしらせた。

「不運だったな。帝国最強の〈十二騎将〉に戦いを挑むとは──」

　周囲の空間が震動し、彼女の足もとがごっそり抉えぐれる。

「──帝国最強、か」

　ふっ、と仮面の奥で、相手が笑ったような気がした。

　声は、年端もゆかぬ少女のものだ。学院の生徒だろうか──

　──と、次の瞬間。相手の姿が視界から消える。

「……っ!?」

　声を上げる間もなかった。

　その紫電の如き剣閃に、アレンドラ・イーヴァはその場に倒れ伏した。

　彼女の名誉のために言うならば──

〈十二騎将ナンバーズ〉の実力がなければ、その剣閃さえも視認できなかっただろう。

　仮面の少女は、赤く染まった夜空を見上げて呟つぶやく。

「アストラル・シフト、まさか、ここで起こすつもりか──」
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　夜闇の中に、炎の斬閃が華麗に舞い踊る。

　広大な訓練場を突っ切り、クレアは北東に設置された〈遺跡〉を目指した。

　けたたましい警報装置の音が鳴り響き、サーチライトの明かりが追ってくる。

　クレアめがけて次々と放たれる精霊魔術の攻撃を、闇の翼が阻む。

「闇精霊、まさか、あんたと組むことになるなんてね──」

「ふふ、私についてこれるかしら？」

「甘く見ないでっ、はあっ──！」

　クレアの〈炎の[image: ]フレイムタン〉が、無数に現れる〈魔精霊〉を消滅させる。

　突然、出現した〈魔精霊〉たちに、帝国騎士団も混乱しているようだ。

　指揮官が不在なのか、部隊同士の連携も不完全だ。

「そういえば、あなたには、借りがあったわね──」

　唐突に、レスティアがそんなことを口にした。

「借り？」

「ええ、〈浮遊島ラグナ・イース〉で、〈聖霊騎士団〉の連中から助けてくれたわ」

　クレアは思い出した。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦でのことだ。

「べつに返さなくていいわよ、カミトのために助けたんだし」

「そうはいかないわ、クレア・ルージュ──」

　レスティアは漆しつ黒こくの翼を大きく広げた。

「吹き荒れよ、魔剣の嵐──〈闇魔千刃ブレイド・ストーム〉！」

　投げ放たれた漆黒の羽が、闇の嵐となって〈魔精霊〉を斬り刻む。

　闇精霊の凄すさまじいまでの力をまのあたりにして、クレアは思わず息を呑のむ。

「……っ、さすがね、〈オルトリンデ〉といい勝負なんじゃない？」

「あなたが火猫ちゃんを使いこなせれば、まあ、互角にやり合えるかしらね」

　レスティアはくすっと微笑した。

「味方になると頼もしいわね、それは認めるわ」

「あなたも、なかなかやるようになったわね」

　憎まれ口を叩たたく二人だが、なぜか息はぴったりだった。

　学生寮の裏手の広場まで来ると、光の柱の根元が見えてきた。

　巨大な石柱を組み合わせた、〈環状列石ストーン・サークル〉の遺跡だ。
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　これはもともと学院にあった〈門ゲート〉の遺跡で、クレアも使ったことがある。

「遺跡だわ！」

「増援が来る前に、壊してしまうわよ」

「ええ、わかってるわ！　舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの焔ほのおよ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉！」

　クレアは走りながら、炎属性で最強の精霊魔術を放った。

　だが──

「……な、なに!?」

　遺跡に刻まれた〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉のルーンが光り、炎はかき消されてしまう。

「……っ、並の攻撃じゃ、破壊できないみたいね」

〈聖国〉の連中が、〈結界〉を幾重にも張っていたようだ。

　……これでは、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉で何度も破壊を試みる必要があるだろう。

　そんなことをしているうちに、増援の部隊がきてしまう。

「闇精霊、あんたなら、壊せる？」

「……できるけど、さすがにちょっと時間がかかるわね。もちろん、カミトが精霊魔装として使ってくれれば一撃だけど」

「はいはい」

　クレアは肩をすくめると、遺跡のほうへ近付いた。

「……どうするつもり？」

「〈スカーレット〉の本気を見せてあげるわ」

　クレアは〈炎の[image: ]フレイムタン〉に〈神威カムイ〉を込めた。

　──其そは勇猛なる戦姫、戦士の魂を最後の戦場に導く者。

　──其は灼しやく熱ねつの炎を従え、永えい劫ごうの滅びをもたらす者。

「我が呼び声に応え、真名を告げよ──〈オルトリンデ〉！」

　その瞬間、クレアの手の中で、〈炎の[image: ]〉が姿を変化させる。

　鎖のように連なる、無数の真紅の刃が、紅ぐ蓮れんの焔ほのおを帯びて燃え上がった。

　──それは、炎で形作られた、鎖の刃ブレイド・チエインだ。

「〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉第二形態──〈焔華乱舞フアイア・ブラツサム〉！」

　ツーテールの髪を振り乱し、クレアが姫ひめ巫み女このように剣舞を踊る。

　炎の力を秘めた無数の刃が、〈結界〉を斬り裂き、〈遺跡〉を粉々に破砕した。





　　　　◇
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　エリスとリンスレットのチームは、旧大聖堂のある北西へとひた走った。

　以前は〈風王騎士団シルフイード〉の本部としても使われていた建物だ。

「リンスレット、援護は頼んだ！」

「ふっ、わたくしの華麗なショットを見せてさしあげますわ！」

　リンスレットが精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエの弓を番つがえ、天に向けて放った。

　雷雨の如き無数の矢弾が降りそそぐ。

　氷の矢弾は地面に着弾すると、連鎖的に炸さく裂れつし、軍用精霊の足を止めた。

　動きが止まった、その間隙を縫うように、風を纏まとったエリスが飛ひ翔しようする。

「おおおおおおおっ──！」

〈精霊魔装〉第二形態──〈神霊鳥の槍レイ・ホーク・ラグナ〉。

　霊槍の穂先が生み出す烈風が、立ち塞ふさがる帝国騎士を一気に薙なぎ払う。

　まさに鬼神の如き剣舞だった。

「騎士団長、やりますわね」

「君もな、リンスレット──」

　素す早ばやく駆けてきたリンスレットに、振り向かずに答える。

「厄介なのは、帝国騎士団よりもむしろ〈魔精霊〉のほうだな」

「ですわね、無限にわいてくるようですわ」

　光を放つ〈遺跡〉のほうにも、すでに大量の〈魔精霊〉が召喚されているようだ。

「リンスレット、一気に殲せん滅めつするぞ」

「わかりましたわ」

　阿あ吽うんの呼吸で、リンスレットは頷うなずく。

　エリスが烈風の槍やりを閃ひらめかせ、リンスレットが嵐の如き矢弾を放つ。

「「──〈氷嵐乱舞アイス・ストーム〉！」」

　精霊魔装による連携技だ。

　氷風の刃が轟ごう々ごうと唸うなりをあげて、〈魔精霊〉の群れを斬り刻んだ。

　リンスレットは弓をフェンリルに変化させ、その背中に乗る。

「騎士団長、遺跡を！」

「ああ──！」

　光を放つ環状列石めがけ、エリスは渾こん身しんの一撃を放った。

　だが、その一撃はあっけなく弾はじかれる。

「……っ、〈結界〉だ。それも、とんでもなく強力な」

「急がないと、騎士団の増援が来てしまいますわ」

「……っ！」

　エリスが〈神霊鳥の槍レイ・ホーク・ラグナ〉に〈神威カムイ〉を込め、何度も攻撃を放つ。

「リンスレット──」

　と、その時。背後で声がした。

「……？」

　振り向くと、フェンリルがリンスレットの服の袖を囓かじっている。

「わたしよ、リンスレット──」

「イセリア様!?」

　リンスレットは驚きに目を見開く。

「聞いて、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で大変なことが起きているわ」

「あ、あの、イセリア様、いま、わたくしたちはそれどころでは──」

「そっちにも関係のあることよ」

　フェンリルの姿をしたイセリアは、真剣な声で言った。

「な、なんですの？」

「〈人間界〉のあなたたちのいる座標に、大きな〈門ゲート〉が開いているわ。このままだと、〈アストラル・シフト〉が起きてしまう」

「……〈アストラル・シフト〉？」

　聞き慣れない言葉に、リンスレットは眉をひそめる。

「簡単に言うと、〈人間界〉と〈元素精霊界〉が重なりあってしまう状態よ」

「それは大変ですわね……なんですって!?」

　思わず、大声を上げるリンスレット。

　──と、虚空に亀裂が走り、〈魔精霊〉の群れが現れた。

「……っ、囲まれたか！」

　エリスが槍やりを構え、周囲を見回す。

　その数は三十体ほど。しかも、これまでのものよりもはるかに大きい。

「まずいな、これは──」

　首筋を冷たい汗がつたう。

　刹那。闇の中に剣閃が閃ひらめき、縦横無尽に空間を斬り裂いた。

〈遺跡〉の周囲に集まった〈魔精霊〉が、一気に消滅する。

「……え？」

「な、なんですの!?」

〈遺跡〉の上に降り立ったのは──

　灰色のフードを被かぶり、血色の剣を手にした、小柄な少女だった。

「……何者だ？」

　エリスが誰何すいかの声を上げると、

「お前たち、いますぐここを離れろ──」

　少女はフードを脱ぎ、彼女たちにその素顔を見せた。

「「──あ、あなたは!?」」

　エリスとリンスレットは目を見開き、絶句した。





　　　　◇






「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月演舞〉！」

　剣閃が無数の弧を描き、群がる魔精霊を一瞬で斬り伏せる。

　白銀の輝きを放つ〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手に、カミトは突き進んだ。

　その進路を阻める者はいなかった。帝国の騎士たちは、まさか、音に聞こえた最強の剣舞姫ブレイドダンサーを相手にしているとは、夢にも思わなかっただろう。

（──それにしても、軍の騎士にしては、部隊の連携がお粗末だな）

　向かってくる帝国騎士たちをまとめて薙なぎ倒しながら、カミトは思う。

（……ここの指揮官はなにをしている？）

　精霊の集う庭園を突っ切り、光の柱を生み出す〈遺跡〉に接近する。

「来るぞ、囲んで叩たたけ！」

　暗闇の中で、騎士の一人が叫んだ。

　──が、遅すぎた。カミトは聖剣の輝きを消し、影のように接近すると、片刃の峰で次々と帝国騎士を昏こん倒とうさせてゆく。

　華々しい剣舞で注意を引いたかと思えば、〈教導院〉の暗殺技で音もなく敵を排除する。その変幻自在の戦闘スタイルに、騎士たちは翻ほん弄ろうされた。

　積み重なった超古代の〈遺跡〉は、青白い光を放っている。

　生半可な力では、破壊することはできないだろうと思われた。

　だが──

「エスト、行くぞ──」

「はい、カミト」

　カミトは両手に〈魔王殺しの聖剣〉を握り込む。

　と──

「──遺跡は渡さないわ」

「……っ!?」

　闇の中から、純白の聖衣を着た少女が姿を現した。

　虚空に浮かぶ少女は、微笑を浮かべ、カミトを見下ろす。

「ミレニア・サンクトゥス……！」

　カミトは聖剣を構えた。

「魔精霊を呼び出して、何が目的だ」

「魔精霊は副次的なものに過ぎないわ」

　ミレニアは首を横に振った。

「彼女の目的は、アストラル・シフトを起こすこと」

「なんだと？」

　……アストラル・シフト。聞き慣れない言葉だった。

「──〈人間界〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を重ね合わせる」

「なに……？」

「これはその実験であり、先触れ。この世界をもとに戻して、やり直すための──」

　──世界をやりなおす。

　それは、ルーリエ・リザルディアも口にしていたことだ。

　その目的のために、〈人間界〉と〈元素精霊界〉を一つにする？

「邪魔はさせないわよ、カゼハヤ・カミト──」

　ミレニアはくすっと微笑ほほえみ、左眼めの眼帯を外した。





　　　　◇






　虚空の裂け目より現れる〈魔精霊〉は、その数を更に増していた。

〈城じよう砦さい精霊〉の砲門が絶え間なく十字砲火を浴びせるが、その圧倒的な数の前に、バリケードの〈結界〉は今にも崩壊寸前だ。

「……くっ！」

　ヴェルサリアが心臓を押さえ、喀かつ血けつした。

〈城砦精霊〉は、莫ばく大だいな〈神威カムイ〉を消耗する。心臓の〈呪装刻印〉を失った今の彼女では、長時間の連続稼働に、肉体が耐えられないのだ。

「ヴェルサリア様！」

「すごい熱だ……！」

〈風王騎士団シルフイード〉の上級生たちが、倒れそうになるヴェルサリアの身体を支えた。

　その身体は湯気が出そうなほどに熱く、今にも気を失いそうだ。この状態で〈城じよう砦さい精霊〉を維持しているのは、ヴェルサリアの尋常ならぬ意志の力に他ならなかった。

「ヴェルサリア様、ここはもう駄目です、撤退を」

「……撤退は……しな、い……」

　ヴェルサリアは肩で息をしながら、騎士団員の手を振り払った。

　ここには、負傷して動けない学院生が大勢いるのだ。〈城砦精霊〉の防衛線が消滅すれば、彼女たちを見殺しにすることになる。

「しかし……！」

「……っ、ちょっと、嘘うそでしょ、こんなのありえないわ──!?」

　バリケードの反対側で、ミュアの悲鳴のような声が聞こえた。

　ヴェルサリアが視線を向ける。

　──と、絶望的な光景が、そこには広がっていた。

　虚空に、ひときわ大きな裂け目が生まれ──

　あまりに巨大な〈魔精霊〉が這はい出してくる。

　手も足も、口もない、無数の牙を備えた、〈大顎あご〉の精霊だった。

　それは、ニタリ、と笑ったかと思うと──

　ミュアの使役する軍用精霊〈ガルガンチュア〉を一撃で噛かみ砕いた。

「……っ、そんな、要よう塞さい建設用の大型軍用精霊よ!?」

　ミュアがアイスブルーの目を見開く。

　防衛線は一気に崩れ、〈魔精霊〉が〈結界〉の中になだれ込んできた。

「前線部隊は反撃しつつ後退、〈城砦〉の後ろに下がれ！」

　ヴェルサリアが素す早ばやく指示を出す。

　全砲門を開放して一斉掃射。

　群れを一気に殲せん滅めつするが、〈魔精霊〉は雲うん霞かの如く、無限に現れる。

　彼女の〈城砦精霊〉も、長くはもたない。

　絶望は更に続く──

「う、嘘……？」

　ミュアが引ひき攣つった声を上げた。

　大型の〈魔精霊〉が現れた裂け目から、同型の〈魔精霊〉が這い出してくる。

　一体、二体、三体、四体、五体…………

　大型魔精霊は、周囲の魔精霊を喰くらいながら、バリケードを容易たやすく蹂じゆう躙りんする。

「……っ、こ、のっ──！」

　ドウンッ！　ドウンッ、ドウンッ！

　ヴェルサリアの主砲が、大型精霊の一体を屠ほふった。

　だが、それが限界だった。

「かっ……はっ──」

　ヴェルサリアは激しく喀かつ血けつし、その場に倒れこむ。

　防衛線の要となる〈城じよう砦さい精霊〉は、崩落するように、光の粒子となって消滅した。

「……っ、すまない、エリス──」

　倒れたヴェルサリアは、腰の剣を抜き放つ。〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉ですらない、儀礼用の剣だ。それでも、刃に〈神威カムイ〉を込めれば、小型の〈魔精霊〉程度は斬れるだろう──

「ヴェルサリア様、お下がりください！」

「騎士団長を守れ！」

〈風王騎士団シルフイード〉の上級生が、彼女を守ろうと円陣を組む。

「おまえ……たち……」

「お逃げください。少しでも、時間を稼ぎます」

「……もとより、死んだような身だ。私は最後までここで戦う」

「ヴェルサリア様……」

　大型の〈魔精霊〉が、嘲あざ笑わらうような不気味な声を上げて迫る──

　刹那。眼前に迫る大型〈魔精霊〉が、ぐしゃりと音を立てて潰れた。

「……な、に……!?」

　鈍にび色いろをした鋼の大剣が、魔精霊の脳天を一撃でぶち抜いたのだ。

　大剣の柄頭には、竜の頭が彫刻されている。

「──間に合ったようですね」

　地面に降り立ったその少女は、突き立った大剣を軽々と引き抜いた。

「お前は……」

「〈竜皇騎士団〉団長、レオノーラ・ランカスター」

　軍服を纏まとった、その少女は告げた。

「竜王様の命で、助すけ太だ刀ちに参りました」

　手にした大剣を無造作に振るい、もう一体の〈魔精霊〉を斬り飛ばす。

　飛竜に乗った竜騎士が、次々と舞い降りてきた。

　レオノーラは、〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を片手に持ち、くるっと回した。

「ドラクニアの竜は、死の淵ふちで力を手に入れる──」

　その目には、隠しきれない竜の本能、戦いへの歓よろこびが満ちている。

「──蘇よみがえったドラゴンの力をお目にかけましょう」
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「……あ、う、ああ……ああああああっ！」

　ミレニア・サンクトゥスの左目より滴り落ちた闇が、地面に広がった。

〈精霊王〉さえも浸食し、狂乱に陥らせるほどの濃密な闇が──

　ミレニアは苦悶に身をよじり、左眼めをかきむしる。

　溢あふれだした闇は、純白の聖衣を穢けがし、彼女自身を呑のみ込んでゆく。

「……っ、一体、何を──」

　自身の生み出した闇に呑み込まれる少女を前に、カミトは立ち尽くす。

　……彼女は、〈異界の闇〉を制御し損なったのだろうか？

　否。それはないだろう──

　あの枢すう機き卿きようはこれまで、幾度となく〈異界の闇〉を使役してみせたのだ。

「カミト、気を付けてください」

　右手に握り込んだエストが、声を発した。

「──あの中に、何かがいます」

「……なに!?」

「ふふ、気付いたわね、わたしの妹──」

〈異界の闇〉に半身を呑み込まれた状態で、ミレニアは嗤わらった。

「わたしに埋め込まれた〈異界の闇〉は〈門ゲート〉を、開くための触媒──」

「〈門〉だと？」

「〈異界〉の──……を招来するため、の……──」

　蠢うごめく〈異界の闇〉が、枢機卿ミレニアの姿を完全に呑み込んだ。

　虚空に浮かぶ闇の球体となったそれは、耳障りな音を発して振動しはじめる。

「なん、だ……？」

「カミト、早く、あれを破壊してください──」

「……っ、わかった！」

　切迫したエストの声に、カミトはすぐに反応した。

「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]こう竜りゆう〉！」

　脚部に集めた〈神威カムイ〉を一気に解き放ち、空へ飛ひ翔しようする、対空迎撃用の絶剣技。

〈神威〉の輝きが夜闇に尾を曳き、龍りゆうの如く駆け上る。

　だが──

　ヴンッ──！

　球体の周囲に不可視の防壁が生じ、白銀の刃が弾はじかれる。

（……なに!?）

　反発するように押し返され、カミトの身体は地面に叩たたき落とされた。

　タッ、と着地するカミト。

（……なんだ、今のは!?）

〈結界〉による防壁。あるいは、精霊魔術だろうか──

「……っ、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃を、弾くだと……？」

　カミトは宙を睨にらむように見上げた。

　と、ミレニアを呑のみ込んだ闇の球体の中心に、スッと切れ目が生じ──

　直後、内側から激しく引き裂かれた。

　血のように噴き出した〈異界の闇〉が一斉に降りそそぎ、遺跡を黒く染めあげる。

　そして、引き裂かれた球体の中から、光り輝く二本の腕が生えてくる。

「……っ!?」

　肌がぞわりと粟あわ立つ。

　カミトは本能的に感じ取った。

　あれは、この世界に存在してはならないものだ──

　メリメリと闇の球体を引き千切り、それは、この世界に出現した。

　身の丈が人間の三倍ほどもある、光り輝く黄金の翼を備えた、戦士の像。

　白亜の石で形作られた、美しいその顔貌は、男のようにも女のようにも見える。

　強烈な光を放つ宝石のような瞳が、地上を無表情に睥へい睨げいした。

（……精霊、なのか？）

　胸中で呟つぶやき、否──と首を横に振る。

（……違う。俺は、あれと同じようなものを見たことがある──）

　ローレンフロストの〈氷ひよう華かの森〉で、覇氷精霊〈ジルニトラ〉と融合した存在。

　リンスレットの妹、ユーディア・ローレンフロストに憑ひよう依いしていたもの──

〈精霊王〉の祭殿より溢あふれだした〈異界の闇〉の中で、カミトが見たものだ。

「……天使」

　背中に、じっとりと嫌な汗が浮かぶ。

　手にした〈魔王殺しの聖剣〉も、微かすかに振動している。

　ミレニア・サンクトゥスは、彼女自身があれを喚よぶための〈門ゲート〉だと言った。

〈人間界〉でも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもない、〈異界〉の来訪者を──

〈天使〉は──ゆっくりと地上に降り立ち、その手にひと振りの剣を出現させた。

　刃の長さが、テルミヌス・エストの倍ほどもある長剣だ。

　対たい峙じするカミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を構え直し、〈神威カムイ〉を込める。

「カミト──」

　と、白銀に輝く刃が声を発した。

「ああ、わかってる。あれは──」

「私は、あれを滅するために生み出されました」

「え？」

　エストの言葉に、カミトは訊きき返す。

「エスト、あれを知ってるのか？」

「はい。私の中に眠る太古の記憶が告げているのです。私は──いえ、この世界に生み出されたすべての〈精霊兵器〉の本来の役目は、あの〈天使〉を滅ぼすこと」

　手にしたエストの刀身が、凄すさまじい敵意を放っている。

　まるで、倒すべき天敵を前にした、野生の獣のように──

「精霊兵器、か──」

　その言葉は、エスト自身の口から、何度か聞いたことがある。

〈精霊戦争〉の際に使役された、精霊殲せん滅めつのための強力な武器。あの〈[image: ]銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデも、彼女と同じ〈精霊兵器〉だ。

　その本来の役目が、異界の〈天使〉と戦うことだったとすれば──

（……一体、そんなものを造ったのは誰なんだ？）

　と、そんなカミトの思考を断ち切るように──

　キイイイイイイイイイイイイイイイイン──

〈天使〉が奇妙な音階を発した。

「──カミト、来ます」

〈天使〉が動いた。

　地面を滑るように滑走したかと思うと、その姿が視界から消失する。

「……っ！」

　亜音速で突進してくる、巨大質量の塊を──

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉で受け止めた。

　全身に〈神威〉をほとばしらせ、地面が抉えぐれるほどの衝撃になんとか抵抗する。

「カミト、もっと〈神威〉を──押し切られます」

「……っ、これで全開だぞ！」

　ありったけの〈神威カムイ〉を一気に放出するが、そのままじりじりと押し込まれる。

　ガリリリリリリリリッ！

　両足が地面を擦り、訓練場の建物に身体を押しつけられた。

「かっ……はっ──！」

　呼吸が止まり、喀かつ血けつした。

　エストの鋼の加護がなければ、圧死していたかもしれない。

　眼前に、真っ白な石で象かたどられた、不気味な美貌がある。

　表情はなく、口から奇妙な音階を発し続けている。

（……っ、なんて、力……だ……！）

　優美とさえいえる見た目に反し、その力は大型の軍用精霊を遙はるかに凌ぐ。

「戦闘記憶領域に接続。解析、完了──カミト、これは〈力の天使デユミナス〉です」

「なんだそれは、こいつの名前か？」

「いいえ、タイプ識別名です。以前見たものは〈偵察タイプ〉ですが、これは──」

　と、眼前の〈天使〉の両肩が割れ、光剣を手にした複腕が出現する。

「純粋なる〈戦闘タイプ〉──」

「……っ、おおおおおおおっ！」

　カミトは吠ほえた。訓練場の壁を蹴りつけ、収しゆう斂れんした〈神威〉を爆発させる。

「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]こう竜りゆう〉・改！」

　本来であれば垂直に放つ対空絶剣技の力を、真っ正面に向けて解放する。

　ドンッ──

　砲弾を撃つような音と共に壁が消し飛び、暴れ狂う〈神威〉が地面を大きく抉えぐった。

　触れあう刃が激しい火花を散らし、〈天使〉の巨体を一瞬、押し返す。

　刹那。刃を跳ね上げ、カミトは瞬転。腰を落とし、懐に飛び込んだ。

「〈絶剣技〉初ノ型──」

　その時。〈天使〉が、両翼を共鳴させ、奇妙な音を発生させた。

　と、なにか細かな光の文字のようなものが無数に現れ、〈天使〉の周囲に展開する。

（……防御魔術!?　関係ねえっ──！）

　カミトは構わず、剣撃を放った。

「──〈紫電〉・烈光！」

　零ゼロ距離で放った神速の剣が、雷火をほとばしらせ、〈天使〉の腹部を穿うがつ。

　が、〈神威〉を収斂させた聖剣の切っ先は、輝く文字の障壁によって止められる。

（……なっ!?）

〈天使〉の周囲を高速で回転するその文字は、どこか〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉を思わせる。

（……っ、なんだ、精霊魔術じゃないのか!?）

「〈拒絶障壁アンチ・フイールド〉──私の〈鋼〉の属性を概念的に無効化されました」

「なんだそれ!?」

「精霊魔術ではありません。法則の書き換え。この世界とは別の理──」

〈天使〉の頭上に光輪が出現する。

　リイイイイイイイイイイイッ──

　高周波のような咆ほう哮こうが轟き、カミトの身体を吹き飛ばす。

「くっ──」

　カミトは受け身をとりつつ転がり、即座に剣を構え直す。

「……〈鋼〉の属性を無効化しただと？　なんだそりゃ？」

「戦闘記憶領域に再度接続──解析を開始します」

　と、エストの刀身に〈古代精霊語〉の文字が現れ、高速で流れる。

「エスト？　一体なにを──」

「仇きゆう敵てきと接触したことで、〈精霊兵器〉の記憶領域の一部が解放されました。カミト、あの障壁は私が解析します。それまで、時間を稼いでください」

　冷静なエストの声が頭の中に響く。

「時間を稼げば、あのインチキ障壁をなんとかできるのか？」

「はい、カミト。〈テルミヌス・エスト〉の名にかけて──」

　両手に握った〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、白銀の輝きを放つ。

　仇敵を前にして、本来のエストの戦闘モードが目覚めはじめているようだ。

「……わかった。頼むぞ、エスト」

　距離をとって対たい峙じしたまま、カミトは慎重に間合いをとる。

　あの亜音速移動は脅威だが、動作の起点を読み切れば、躱かわすことは不可能ではない。

（──〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉が、速さで負けるわけにはいかないしな）

〈天使〉が光の翼を広げ、片手を宙に掲げた。

　──と、光の文字が無数の輪になり、空を漂う数体の〈魔精霊〉を拘束した。

（……なんだ？）

〈魔王殺し聖剣〉を構えたまま、警戒するカミト。

〈天使〉が、命令するように、さっと大剣を振り下ろす。

　次の瞬間。〈魔精霊〉は雄お叫たけびを上げ、カミトめがけて突っ込んできた。

　おぞましい牙を剥むき、砲弾の如く飛来する〈魔精霊〉。

（……まさか、〈魔精霊〉を支配下に置いただと!?）

　精霊使いが精霊を使役するのとは違う。

　まるで、存在そのものを書き換えたような──

　カミトは即座に反応し、剣を一いつ閃せん──

「〈絶剣技〉三ノ型──」

「カミト、だめです！」

　エストの声が響く。カミトは寸前で、回避行動に移る。

　直後。〈魔精霊〉が爆発した。

「……っ！」

　連続する激しい炸さく裂れつ音。カミトは地面を転がり、爆風を躱かわす。

　もし、回避せずに〈魔精霊〉を斬っていれば、木こっ端ぱ微み塵じんになっていただろう。

「精霊が自爆攻撃だと？」

「はい。自爆攻撃をするように、〈魔精霊〉の性質を書き換えたのです」

「そんなことまでできるのかよ！」

　つぎつぎと飛来する〈魔精霊〉の特攻を躱しつつ、呟つぶやくカミト。

〈天使〉は再び腕を振り上げ、虚空の亀裂から現れた〈魔精霊〉を支配していく。

「なんでもありかよ、くそっ──」

　炸裂した炎の熱が、カミトの肌を炙あぶる。

　精霊の持つ膨大な〈神威カムイ〉の力を、爆発のエネルギーに転化しているのだ。

　それは言うなれば、自動追尾する、小型の〈霊爆〉を作り続けるようなものだ。

　近接戦闘用の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉では、相性が悪すぎる。

（……レスティアを呼ぶわけにはいかないしな）

　いまレスティアをこちらに召喚すれば、クレアは一人で戦うことになってしまう。

　砲撃を避けきったカミトに、また新たな〈魔精霊〉の砲弾が撃ち込まれる。

（……弾数は無限かよ!?）

　赤い空を見上げ、胸中で毒づいた、その時。

　不意に、カミトはあたりの景色が変わっていることに気付く。

「……月が、二つ？」

　学院の空に浮かんでいるのは、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の月だった。
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「……な、なにが起きているの!?」

　崩れ落ちた〈遺跡〉の前で、クレアは愕がく然ぜんと周囲を見回した。

　真っ赤な霧のような〈魔界〉の瘴しよう気きがあたりに満ち、ひどく視界が悪い。

　……見慣れた学院の風景が、まるで別の場所に変わってしまったかのようだ。

「──〈アストラル・シフト〉が起きたのね」

　と、レスティアが冷静に呟つぶやいた。

「……アストラル・シフト？」

　優等生のクレアでも、聞いたことのない言葉だった。

「〈人間界〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉が、一時的に重なり合う現象よ。〈精霊の森〉なんかじゃ、稀にある現象だけど、ここまで大規模なものは見たことがないわね」

「な、なによそれ……」

　クレアは不安そうな表情で言った。

「〈門ゲート〉を作った目的は、〈魔精霊〉を呼び出すことじゃなかったの？」

「……どうやら、こっちが本命のようね。なにをするつもりかしら」

　クレアが戸惑っているあいだにも、〈魔精霊〉の群れがなだれ込んでくる。空間に走る亀裂が大きくなり、大型の〈魔精霊〉も出現しはじめた。

「ここの〈遺跡〉は破壊したのに──」

「アストラル・シフトの範囲はこの学院の敷地だけのようね。〈遺跡〉を破壊していなければ、学院都市全体が〈魔界〉と重なりあっていたかもしれないわ」

「それじゃあ、まだ破壊されていない〈遺跡〉があるのね」

「そうね──」

　レスティアは黄昏たそがれ色の瞳で、遠くを見つめる。

　クレアは、その瞳が不安そうに揺れているのに気付く。

（闇精霊、カミトのことが心配なのね……）

　すぐにでも、カミトのもとへ行きたいのだろう。

　クレアは〈炎の[image: ]フレイムタン〉を握りしめ、

「行って、闇精霊──」

「え？」

「ここはあたしとスカーレットで切り抜けるわ。あんたは、カミトのところへ──」

「クレア・ルージュ……」

　レスティアは少し迷って──

「それは、できないわ。あなたを守るのが、カミトとの約束だもの」

　すぐに首を横に振った。

「スカーレットの〈真名解放〉で、もう〈神威カムイ〉も残り少ないはずよ」

「それは……」

　クレアは唇を噛かんだ。

　たしかに、かなり力を消耗しているのは事実だ。

　けど、それでも──

「自分の身は自分で守るわ。あたしは、カミトのチームメイトなんだから」

「……」

　そんなクレアの言葉に──

　レスティアはふっと肩をすくめ、小さく息を吐く。

「……わかったわ。クレア・ルージュ。少し、あなたを見くびっていたわね」

　言って、彼女は翼の羽を何枚か抜き、クレアに手渡した。

「……これは？」

「〈闇の護符〉よ。きっと、あなたを守ってくれるわ」

　闇精霊レスティアの羽──通称、〈冥夜の守り刀ブレス・オブ・ナイト〉。

　それは、どんな店でも取り扱っていない、最高ランクの〈護符〉だ。過去には、大国の王族がそれを求めて戦争を起こしたこともある、そんな伝説の〈魔装具アーテイフアクト〉だった。

　が、そんな貴重なものであることを知らないクレアは、

「……あ、ありがとう」

　と、素直に受け取る。

「──カミトを、頼んだわ」

「ええ──」

　レスティアは頷うなずくと、漆しつ黒こくの翼をはためかせ、夜空に飛び立った。
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　学院の上空に浮かび上がった、赤と白の双月。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の月を見上げて、カミトは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「エスト、なにが起きてるんだ？」

　相棒に訊たずねるが、エストの返事はない。

〈力の天使デユミナス〉の解析に集中しているようだ。

（──ミレニアは、〈人間界〉と〈元素精霊界〉を重ね合わせるとか言ってたな）

〈アストラル・シフト〉──この現象が、そうなのか。

（なんのために、そんなことを……？）

　いや、今はそれよりも、目前の敵だ。

〈力の天使デユミナス〉は、〈門ゲート〉より出現する〈魔精霊〉をつぎつぎと〈霊爆〉に書き換える。

〈アストラル・シフト〉により、〈魔界〉に侵しん蝕しよくされつつあるためか──

　その素体となる〈魔精霊〉も、先ほどよりかなり大型となっている。

　……その威力は、想像もしたくないな。

〈天使〉の翼が峻しゆん烈れつな光を放った。

　──と、同時。裁きの執行者の如く、大剣を振り下ろす。

　大型〈魔精霊〉の〈霊爆〉が七体、カミトめがけて一斉に突撃した。

　威力が上がっているとすれば、さっきまでのように間一髪で回避しても無駄だ。

　七方向からの同時自爆攻撃に、対処する術すべはない。

（──どうする、鋼の魔術で〈神威カムイ〉の短剣を生成、七体同時に撃ち抜くか？）

　いや、中級以上の〈魔精霊〉だ。

〈精霊魔術〉で作った即席の武器など、弾はじかれてしまうだろう。

（一か八か、神速の〈紫電〉で、爆発より速く突っ込む──）

　カミトは脚部に膨大な〈神威〉を収しゆう斂れんした。

　失敗すれば、木こっ端ぱ微み塵じんだ。

「〈絶剣技〉初ノ型──」

「魂すらも灼やき尽くす、黒き雷よ──〈閃魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　──と、カミトが〈神威〉を放出する直前。

　荒れ狂う漆しつ黒こくの雷が、七体の大型〈魔精霊〉を撃ち抜いた。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　耳をつんざく轟ごう音おん。すさまじい爆発が連鎖し、灼しやく熱ねつの焔ほのおが肌を炙あぶる。

「……っ!?」

　飛び交う火の粉から目を庇かばいつつ、カミトは顔を上げた。

　夜を焼くように燃え上がる、炎の中に──

　漆黒の翼をはためかせ、闇の精霊が静かに舞い降りた。

「レスティア!?」

「ふふ、苦戦しているようね、カミト──」

　左手の〈精霊刻印〉が、ひときわ強く輝きを放つ。

　地面に降り立ったレスティアは、すっと手を振り上げ、燃え盛る炎を払う。

「レスティア、どうして──」

「あっちの〈遺跡〉は、クレア・ルージュが破壊したわ」

　唖あ然ぜんとして訊たずねるカミトに、レスティアは言った。

「クレアは、大丈夫なのか？」

「〈護符〉がわりの羽を貸してあげたわ、仲間と合流するまではもつはずよ」

　レスティアはくすっと微笑して、

「早くカミトのもとへ行ってあげて──って、いじらしいわね、あの娘こ」

「そうか──」

　いかにもクレアらしい気遣いに、カミトの胸が熱くなる。

「火猫ちゃんのことが心配なら、早くあれを倒してしまいましょう」

「ああ、そうだな──」

　カミトは不敵に頷うなずくと、レスティアの手をとり、

「来たれ、夜の支配者。無慈悲なる闇の女神よ──

　汝は怜れい悧りなる剣、真実を貫くもの──！」

〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉展開の詞ことばを唱える。

　レスティアの身体が闇に溶けるように消失し、闇の魔剣に姿を変えた。

　──〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　最強の聖魔双剣を手に、カミトは〈力の天使デユミナス〉に向きなおる。

「──待たせたな。俺が〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だ」

〈天使〉が光の翼を明滅させる。その彫像のような美貌は無表情のままだが──

　まるで当惑しているかのようだった。

「カミト、概念障壁の解析が完了しました──」

　エストの刀身に〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の文字が浮かんだ。

「──最強の鋼に、斬れぬものはありません」

「よくやった、エスト」

「はい、カミト」

　えへん、と胸をそらすエストのイメージが脳のう裏りに浮かぶ。

「行くぞ、二人とも──」

「ええ」「私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　同時に答える双剣の精霊。

　喧けん嘩かばかりしている割に、二人の息はぴったりだ。

〈力の天使〉が大剣を振り上げた。奇妙な音を発し、〈魔精霊〉の爆弾を生成する。

「──そう何度も同じ手は通じるかよっ！」

　気勢をほとばしらせ、カミトは地を蹴った。

　雄お叫たけびを上げ、雨のごとく降り注ぐ〈魔精霊〉の集団を──

「闇よ、穿うがて──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　──〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の最も得意とする技で殲せん滅めつする。

　炎と爆風の中を、全身に〈神威カムイ〉を纏まといつつ、カミトは一気に突き進んだ。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電・改〉！」

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を引き絞り、〈神威〉を放出。

　一瞬で目標に接近し、胸部装甲のような鎧よろいに白銀の刃を突き立てる。

　剣の切っ先に光の文字が現れ、障壁を形成した。だが──

　同時、〈魔王殺しの聖剣〉にも光の文字が現れ、障壁の発生を解除キヤンセルする。

　白銀の刃が胸部装甲を穿ち、大理石のようなその本体を打ち砕く。

（──攻撃が、通った！）

　カミトは胸中で快哉を上げると、

　よろめく〈天使〉の巨体に、カミトは一いつ気き呵か成せいに刃を撃ち込む──

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月演舞〉！」「〈絶剣技〉六ノ型──〈破砕の[image: ]〉！」「〈絶剣技〉四ノ型──〈焔ほむら斬り〉！」「〈絶剣技〉序ノ型──〈桜乱烈華〉・真！」「〈絶剣技〉三ノ型・甲種──〈影月演舞〉大双輪！」「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]竜〉双連華！」

　その一撃一撃が、必殺の〈絶剣技〉を撃ち込むたび──

〈天使〉を覆う鎧のような装甲が剥はがれ、砕け散る。

　そして──

「〈絶剣技〉二ノ型──〈流星〉裏・絶羅無双！」

　渾こん身しんの双剣技が、〈力の天使デユミナス〉の巨体を吹き飛ばした。

　ドオオオオオオオオオオオンッ！

〈遺跡〉に叩たたきつけられた〈天使〉の腕が、無惨に折れる。

〈──ラ──ラ……〉

〈天使〉は、今起きている現象が理解不能であるかのように──

　無表情に損傷箇所を見下ろした。

「……なんだ、傷ついたのは初めてか？」

　カミトは獰どう猛もうに笑った。

　自分の中に眠る、凶暴な力が目を覚ましつつあるのを感じる。

　全身を覆う〈神威〉の光は、すでに闇の黒に染まっていた。

　自身の〈神威カムイ〉を絞り尽くし、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力が溢あふれ出しているのだ。

　──と、〈天使〉の巨体が、ゆっくりと立ち上がった。

　剣を天に掲げ、飛び交う〈魔精霊〉を書き換える。

「……はっ、馬鹿のひとつ覚えかよ──」

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に、漆しつ黒こくの魔雷をほとばしらせるカミト。だが──

〈魔精霊〉はカミトではなく、損傷した〈天使〉に群がった。

「な、に……？」

　奇妙な姿をした〈魔精霊〉の集団は、〈天使〉の装甲に触れると──

　そのまま、雪のように溶けて吸収される。

　破損した〈天使〉の身体が、みるみるうちに再生──いや、再構築されてゆく。

「……なんだ、あれは？」

　カミトは喉の奥で唸うなった。

「──〈魔精霊〉の構造を書き換え、自己と融合させています」

「なんだよ、そのインチキは……」

　頭の中で響くエストの言葉に、絶望の声を漏らした。

〈天使〉の全身が、硬質の甲殻類のような装甲に覆われる。

（……そういえば、ローレンフロストの〈天使〉も、精霊や氷竜と融合していたな）

　と、カミトはそんなことを思い出す。

　この世界を、自在に書き換える権利を有するような存在。

　それは、まるで……

「……くそ、一撃で消し飛ばさないと、無駄ってことかよ」

　カミトは肩をゆすって笑った。

　……あまりに理不尽な存在だ。もう笑うしかない。

（──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉か）

　カミトは息を整えつつ、双剣を構えなおした。

　最強の破壊力を持つ、対大型精霊用の〈絶剣技〉。

　もしこれが通用しなければ──

「その時は、お手上げだな──」

　皮肉交じりに呟つぶやく。と──

「──潔さは美徳だが、それは無謀と紙一重だよ、坊や」

　吹き荒れる炎の向こうから、声が聞こえた。

「……っ!?」

　振り向くと、灰色の外がい套とうを纏まとった小柄な少女がそこにいた。

　禍まが々まがしい姿をした血色の魔剣を手に提げて、その少女は歩いてくる。

　フードの奥に覗のぞく灰色の目が、闇の中でほの昏ぐらく光った。

「……っ、あんたは──」

　カミトは絶句して、目を見開く。

　少女がフードを脱ぎ捨てると、アッシュブロンドの髪がはらりと風に舞った。

「グレイワース！」

　カミトの叫びが響きわたる。

　そう、彼女は──

　ドラクニアの渓谷に落下したまま行方不明となっていた、あのグレイワースであった。

　若返って全盛期の姿を取り戻し、〈聖国〉の刺客となった──

「グレイワース、やっぱり、生きてたのか！」

「当然だ。〈魔女〉が死ぬものか」

　と、少女の姿をしたグレイワースは、ニヤリと笑う。

　今となっては妙に懐かしく思えるその表情を見て、カミトは悟った。

「……記憶が戻ったのか？」

「──ああ。すべて思い出したよ。すべてな」

　グレイワースは頷うなずき、〈魔精霊〉を取り込み続ける〈天使〉に視線を向けた。

「私も、二十四年前にあれを見た」

「二十四年前──」

　それは、グレイワース・シェルマイスが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝した年だ。

「だが、その話はあとだ。完全に再構築される前にけりをつけるぞ」

「ああ、そうだな──」

〈力天使〉の装甲が膨れ上がり、自重で地面に沈み込む。

〈魔精霊〉だけでなく、〈門ゲート〉の〈遺跡〉まで取り込みはじめたようだ。

　グレイワースが血色の魔剣──精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〈ヴラド・ドラクゥル〉を抜き放つ。

　カミトも双剣を構え、彼女に並び立った。

〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉と〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が──

「──坊や、私についてこれるか？」

「あんたこそ。つーか、ドラクニアでの剣舞は俺が勝ってるからな？」

「あのときは、記憶をなくしてたからな。無効試合さ」

「……そうかよ。ま、何度やっても俺が勝つけどな」

「ほう、言うようになったじゃないか、私の屋敷でメイド仕事をしてた坊やが」

「……っ、頼むから、もう一度記憶を失ってくれ」

　そんな憎まれ口を叩たたきつつ、〈神威カムイ〉を増幅させてゆく。

「──一撃で決める。これ以上、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に蝕むしばまれるのはまずいからな」

「もとより、そのつもりだがね──」

　二人は同時に地を蹴った。

　閃ひらめく紫電の如く駆け、一瞬で巨大な〈力天使〉に肉薄する。

〈天使〉がその四本の腕を振り上げ、防御の構えをとる。

「──崩せるか、グレイワース？」

「ふん、誰に言っている──」

〈天使〉が咆ほう哮こうした。乱れ舞う嵐のような斬撃を──

　グレイワースは流れる水のような動きで躱かわし、関節部分に的確な一撃を叩き込む。

「〈絶剣技〉異ノ型──〈氷雨羅刹〉！」

　魔剣の刃から放たれた氷の蔦つたが、〈天使〉の全身を覆い尽くした。

〈精霊魔術〉と剣技を組み合わせた、〈魔女〉特有の絶剣技だ。

〈天使〉の動きが停止する。
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　──が、即座に光の文字が浮かび上がり、リンスレットの〈アイスナイン〉にも匹敵する魔氷が、一瞬にして消滅した。

「──ほう？」

「構成物の即時分解。あらゆる魔術効果は無効化されます」

　頭の中でエストが言った。

「上等だ。何度でも無効化してみろ！」

　魔雷を帯びた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、肥大化した〈天使〉の脚部を砕く。グレイワースの魔剣がカミトに迫る大剣の刃を弾く。返す刀で、その腕を斬り飛ばす。

　幾重もの剣閃が夜闇に閃ひらめく──

　その剣撃は、まるで精霊に奉納する華麗な剣舞のようだ。

（これが、全盛期の〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉か──）

　カミトは胸中で舌を巻く。──ドラクニアの決闘では、よく勝てたものだ。

「〈絶剣技〉閃ノ型──〈死し蝶ちよう閃せん舞ぶ〉」

　吹き荒れる苛烈な攻撃を躱かわし、グレイワースはカウンターの斬撃を叩たたき込む。〈天使〉は文字の障壁を展開しようとするが、それをことごとく、エストが解除キヤンセルする。

　二本の腕を斬り飛ばされ、鉄壁の防御が崩れた、その刹那。

　合図は不要だった。

　まるで、あらかじめ決まっていたかのように──

　二人は同時に、最強の〈絶剣技〉を放った。




「「〈絶剣技〉破ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉百連修羅！」」




　重なり合う無限の剣閃が、光の雨となって空間を埋め尽くす。

　それは、理論上でしか存在し得なかった、究極の剣技。

〈魔王〉と〈魔女〉の奏でる最強の〈ダブル絶剣技〉に──

　──〈力の天使デユミナス〉はあとかたも無く粉砕した。
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　クレアは、不気味な霧に覆われた訓練場を走っていた。

「ニャー……」

　その足もとで、スカーレットが弱々しく鳴く。

〈魔精霊〉の群れを切り抜けるのに〈神威カムイ〉を消耗し、もはや精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエを展開するだけの力も残っていない。レスティアの〈護符〉が守ってくれなければ、きっと、ここまで逃げきることもできなかっただろう。

「……っていうか、ここはどこなのよ？」

　たちこめる魔界の霧の中で、クレアは不安そうにあたりを見回した。見慣れた学院の訓練場のはずなのに、今はまるで違う場所のようだ。

「カミト……」

　と、思わず名前を呟つぶやいた、その時。

「クレア、そこにいますの!?」

　聞き慣れたリンスレットの声が聞こえてきた。

「リンスレット？　あ、あたしはここよ！」

　呼びかけると、すぐにフェンリルに乗ったリンスレットとエリスが姿を現した。

　それに、なぜか帝国騎士団の騎士も数名いるようだ。

「無事でよかった。こっちの〈遺跡〉も、首尾よく破壊できたようだな」

「……ええ。じゃあ、そっちも？」

「ああ。〈遺跡〉を破壊したのは、私たちではないがな──」

　微妙に言葉を濁すエリス。

「……？」

「なあ、一体、何が起きているんだ？　なぜ、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の月がある？」

　帝国の精霊騎士が、困惑したように訊たずねてくる。

〈魔精霊〉の溢あふれるこの異常な事態に、学院生の反乱どころではないようだ。

「あたしにも、よくわからないわ──」

　クレアが首を振った、その時。

「あっ、光の柱が消えましたわ！」

　リンスレットが空を指差して叫んだ。

　学院の中心にあった一番大きな柱があとかたもなく消滅する。

「カミトが〈遺跡〉を壊したようだな」

「それじゃあ、〈魔精霊〉は、もう現れないのか？」

「ええ、〈門ゲート〉が閉じた以上はね──」

　ほっと安あん堵どを浮かべる精霊騎士に、クレアは答えた。

　空を見上げると、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の双月もうっすらと消えかかっている。

　と、学園の上空に無数の影が飛来するのが見えた。

「まさか、また〈魔精霊〉が？」

「違うわ、あれはドラクニアの援軍よ！」

　飛竜に乗った騎士団は、つぎつぎと学院の中に乗り込んでくる。

　最高司令官の〈十二騎将ナンバーズ〉は姿を現さず、帝国騎士団のほとんどは、すでに戦意を喪失しているこの状況では、学院の奪還も時間の問題だろう。

「……ひとまずは、任務完了ってとこかしら、ね」

　と、クレアは呟つぶやいた。





　　　　◇






　──〈魔界〉の霧が晴れてゆく。

〈絶剣技〉を放ったカミトは、ばったりと仰あお向むけに倒れこんだ。

　破壊された〈遺跡〉は機能を停止し、〈アストラル・シフト〉は止まったようだ。

　夥おびただしい数の〈魔精霊〉の群れも、だんだんと姿を消しつつある。

　粉々になった〈力天使〉の残骸は、光の文字となって、虚空に消滅した。

「……なんとか、間に合ったみたいだな」

　と、カミトは力なく呟く。

〈元素精霊界〉の月は消え、雲間に薄い光が射さし込こんだ。

　朝日が昇りはじめたのだ。

「……グレイワース、今までなにしてたんだよ？」

　カミトは横に立つグレイワースに訊たずねる。

　彼女は、アッシュブロンドの髪をかきあげて、

「あの馬鹿どもから、学院を奪還する算段を練っていた。私の箱庭を好き放題されるのは、我慢がならなかったのでね」

　と、苦笑しながら言う。

「一人で実行するには無理があったが、都合よくお前たちが来たというわけだ」

「素直に言えよ。教え子たちを助けたかったんだろ？」

「……不詳の弟子が、生意気を言うようになったものだ」

　彼女は鼻白んだ様子で、顔をしかめた。

　小憎らしいその態度も、可憐な少女の姿では、妙に可愛かわいらしく映る。

「なあ、あんたほどの精霊使いが、どうして洗脳なんてされちまったんだ？」

　と、カミトは訊たずねる。

　……ずっと疑問だったことだ。

　あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が、そう容易たやすく敵の手に堕おちるなど、考えられなかった。

「──洗脳か。そんなものであったら、よかったのだがな」

「……？」

　カミトは怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「わたしの魂を縛っていたのは、二十四年前の盟約だよ」

　と、グレイワースは言った。

「盟約？」

「──ああ。〈聖王〉アレクサンドロスと交わした、盟約だ」

「……っ!?」

　彼女の口から出た、その名前に──

　カミトは思わず、息を呑のんだ。

「……さて、約束だったな。お前に話してやる」

　グレイワースは真剣な表情で、口を開いた。

「──二十四年前、私が〈精霊王〉の祭殿で知ったことを」






あとがき









　──学院は、俺にとっても大切な場所なんだ。




　こんにちは、志し瑞みずです。お待たせしました。

　精霊使いの剣舞18巻『帝都奪還』をお届けいたします！

〈聖国〉の刺客、ルーリエの使った〈霊爆〉により、崩れ落ちた〈魔王の墳墓ピラミツド〉。爆発に巻き込まれたカミトを救ったのは、〈魔王都市〉で出会った謎の商人、サフィアーンだった。彼は自身の正体をカミトに明かし、〈魔王の棺〉の真実を話す。千年の封印を解き、目覚めたものは──

　そんなわけで、前半は17巻の〈魔王都市〉編の完結。中盤以降は〈教国〉に戻ってからのお話となりました。下着を穿かないあの人や、行方不明だったあの人が出てきたりと、クライマックスに突入している感がありますね……。14巻でオルデシアから亡命したカミトたちも、ドラクニア、教国、魔王都市を変遷して、ようやくアレイシア精霊学院に戻ってきました。カミトと〈チーム・スカーレット〉のお嬢様たちは、あの頃の日常を取り戻すことができるのでしょうか──

　謝辞です。17巻に引き続き、今巻でも素晴らしいイラストを描いてくださった〆しめ[image: ]さばコハダ先生、本当にありがとうございます。表紙のレスティア様がふつくしすぎる……。

　口絵のリンスレットさん〈水の姫ひめ巫み女こ〉バージョンも、大変よいものですね。ルビアやレン・アッシュベルが着ているのは〈火の姫巫女〉の儀式装束なのですが、精霊王によって好みは異なるため、それぞれデザインが違います。※なお〈風の姫巫女〉の儀式装束はあまりにえっち過ぎるので、エリスはあまり人前で着たがりません。

　担当編集様、今回もいろいろとご迷惑をおかけしました。頼りにしています。

　そして読者の皆様、本当にありがとうございました。最高のエンディングを迎えられるよう頑張りますので、どうか応援よろしくお願いいたします！

　そんなわけで、次回はいよいよ19巻。『闇の精霊王』でお会いしましょう。オーディオドラマの続報もお楽しみに！


──二〇一八年四月　志瑞祐ゆう
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　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]エローイ！エローイ！（蛮族の雄叫び）

　　お待たせしました！クライマックスの18巻です。今回の表紙は闇精霊レスティアさんwithヴォーパル・ソード。とても可愛いですね。そしてエロイですね。

　　精霊使いの剣舞完結まであと２冊。最高のエンディングをお届けできるように頑張ります！




　イラストレーター

　〆[image: ]コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆[image: ]コハダです。

　　好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。

　　将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/
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